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このような大きなテーマを掲げたのだが、私の中に確固たる解答があるわけではない。日頃、昇格人

事や採用人事に関する先生方の不満を聞くことが度々あり、この問題は放ってはおけないと思ったから

である。

ある人物を採用するかどうかを決めたり、誰を昇格させるか管理職にするかを決めるなど、大学では

日常的に行われているが、果たして公正公平に行われているであろうか。

私たち教員の主な仕事は、教育と研究である。したがって教育面の評価と研究面の評価がまず問題と

なる。教育面では、どのような授業をしているか。学生が行う授業評価アンケートの結果はどうか、学

内外での委員や委員長などの仕事ぶりはどうか、授業教材の作成や工夫はどのようなものがあるか、学

生に対する面倒見はどうか、等々、いろいろな評価の視点が考えられる。以前、私が 2年ほどカナダの
トロント大学心理学部に研究員として在職していた時には、たびたび採用候補者の先生が、30分ぐらい
の模擬授業をして、それを聞いていた先生や大学院生が意見を紙に書いて提出する、ということがあった。

これは、その人の授業に対する姿勢や方法を直接見られるので、教育面を評価するひとつのたいへんよ

い方法である。日本では、あまりこのような話は聞かないが、前述したようないろいろな角度から評価

をし、それを総合的に考えて結論を出しているようである。一般的に言って、教育面の評価は数量化が

難しく、考え方もいろいろとあり、とにかく評価しにくい領域だといえる。

次に研究面の評価は、普通、どのようにしているのだろうか。まず注目するのは、研究業績がどの程

度あるのか、ということである。論文や出版された著書などの数が算出される。同じ論文でもどのよう

な Journal（学術誌）に掲載されたかにより、評価の点数は変わってくる。私の専門の「記憶心理学」に
ついて言えば、国際誌では優れた論文が多い Journalからお金を出せばだいたい掲載してもらえる
Journalまで 5段階ぐらいに格付けされている。これは研究者間でほぼ一致しているとされる共通の認識
で、明文化されたものがあるわけではない。日本語の国内誌でもいくつかの学術誌があり、大きな学会

のものから数十人の研究会の学術誌まで、また各大学や学部の紀要のようなものまで、さまざまな学術

誌がある。概して邦文より英文のほうが高く評価される傾向がある。国際誌に掲載された論文は、被引

用数もひとつの重要な指標となる。その他、研究面の評価では、外部資金の獲得数や表彰なども考慮さ

れると考えられる。

先日、文科省や学術振興会（JSPS）などの共催による「研究評価に関する国際シンポジウム」があった。
そこでは、G7の国々のこのテーマに関する代表者の講演やパネルディスカッションが行われたが、主
にヨーロッパにおける研究評価に関する動向が話し合われた。皆さんの一致するところは、「定量的評価

は限界がありもっと定性的評価に重点をおく評価をすべきだ、しかしどのような定性的評価をしたら良

いかということは現在検討中だ」ということであった。
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学術研究の結果が社会の仕組みを変えたり政策に活かされたりするような、社会的インパクトの評価

や、研究者本人はどのようなミッションの下で今までどのような研究をしてきたかあるいはしようとし

ているか、というようなナラティブ CV（自分の研究に関して自由に書いたもの、CVは履歴書の意味）
に対する評価など必要である。日本ではこれまで JSPSが行っているようなピアレビューによる評価に
重点が置かれていた。これはこれで続ければよいが、もっと研究の本質に迫るような社会や私たちの生

活との関係にも注意すべきである。文科省も Society5,0の実現やオープンサイエンス（研究成果は国民
に広く還元されるべきもの）の推進を政策として掲げている。

国際シンポジウムでは、このような議論が活発に行われたが、翻って私たちの日常の研究評価を鑑み

るに、実質的に大きな遅れがあることに気づかざるを得ない。今後は、研究評価に関するグローバルな

流れから、少しでも取り入れられるようなことを見いだして実行することが肝要であると思う。

以上、私の現時点での思うところを述べてきたが、新しいことは何も提案できなくて申し訳ありませ 
ん。最後に、教育面と研究面の評価の他に、その人物の人柄や性格面の評価も人事評価には必要不可欠

であることを述べておきたい。
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子どもの遊びにおける支援者の関わり方 
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（2023年5月31日受付、2024年1月25日受理）

抄録：本研究は、子どもの遊びにおける支援者の関わり方について、保育の視点から検討した。その内容は、「遊びの種類と

子どもの年齢に着目した関わり方」、「遊びの発達に応じた関わり方」、「主体的な遊びの関わり方」、「数量検討を行った遊び

の関わり方」の4つのカテゴリーに分類できた。保育者の遊びの支援要素は、イメージ・楽しさの共有、子どもの心に共鳴
し合う受容力、遊びを発展させる声がけや子どもの発達に応じた環境構成の配慮、子どもの自主性の尊重、ルール守りやト

ラブルへの柔軟的対応などが挙げられた。保育者と保護者の違いに注目しつつ、家庭における親子の遊び支援への援用と

今後の研究課題を考察した。

（別刷請求先：石 晓玲）

キーワード： 遊び支援、保育者、関わり、遊びの質

緒言

子どもの遊びがもたらす発達的機能として、感情調節、

レジリエンス、協調性、創造力などがあり、どれも生きる力

につながるものである。遊びの定義はさまざまであるが、

時間を忘れるくらい夢中になって楽しむことは、子どもが

遊び込んでいるサインだと言われている。夢中になって楽

しむことができる大きな心理的要因は、好奇心を伴った主

体性だと考えられる。脳科学の研究から幼児教育を考察し

た澤口（1999）は、好奇心がヒトの脳を進化させたと捉え、
乳幼児の早いうちから自由に遊ばせて、その遊びが夢中で

豊かになることが「人間らしさ」を育てる方法だと結論付

けている。

「遊びは子どもの仕事」と言われるように、遊びの重要性

が幼児教育政策にも反映されている。例えば、文部科学省

が示した幼児教育の意義と役割においては、「主体的な遊び

を十分に確保しながら、生涯にわたる人間形成の基礎を培

う教育」と明示している（文部科学省、2004）。また厚生労
働省が告示している保育所保育指針においては、保育の目

標としている「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の5
領域、およびそれをもとに「幼児期の終わりまでに育って

欲しい10の姿」を達成させるために、「遊びを通じて育て
る」とのキーワードが、すべての領域に入っている。

一方で、子どもの年齢が低いほど家庭から受ける影響は

大きく、乳幼児の発達に直結する家庭の方に目を向けると、

育児ストレスや児童虐待の深刻さがますます顕著になって

きている。最新の令和3年度の児童虐待相談対応件数は、
令和2年に初めて20万を突破したことに続き、さらに2,616
人増え、20万7,660人となった（厚生労働省、2022）。第一
筆者が長年行ってきた子育て支援の研究結果からは、メン

タルヘルスが低く、育児ストレスを抱えている親ほど、普

段の家庭生活において子どもと一緒に遊ぶことを楽しめて

いないことがわかった。また、家庭における親子の楽しい

遊びが、親自身のメンタルヘルスのほかに、子どもの社会

性の発達、および子どものネガティブな感情表出を受け止

める親の養育力の高さにも関連していることが量的・質的

研究で示唆された（石、2016a；石、2016b；石・松見・荘厳、
2021）。さらに、臨床実践においては、親子の遊びの質を高
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めることで、親子関係や子どもの問題行動の改善を図るた

めに開発された親子相互交流療法（parent-child interaction 
therapy; PCIT） がある。日本を含め世界中に広まっており、
ユニバーサル的な有効性が実証されている（加茂、2020）。
以上のように、遊びの質を高めることは、集団保育にも、

家庭養育にも、重要な課題であると結論付けられる。遊び

の質を左右するほど大きな影響を与える、人的環境として

の支援者である保護者や保育者の関わり方を明らかにし、

子どもの遊び支援にヒントを提供することが急務である。

しかし、家庭における遊びの研究はまだ乏しいという現状

がある。その点を踏まえ、第一ステップとして、保育の視

点から子どもの遊びにおける支援者の関わり方について文

献調査を行い、澤口（1999）が提唱している人間らしさを育
てる「夢中で豊かな遊び」につながる支援の要素を検討す

ることを本研究の目的とした。具体的には、①保育で捉え

る「夢中で豊かな遊び」、言い換えれば質の高い遊びへの理

解を先行研究から確認し、②それを実現するために、保育

者の関わり方を分析し、どのような知見が蓄積されたのか

を整理し考察を加える。

研究対象と方法

日本の保育現場での子どもの遊び支援の方法に注目す

るため、文献検索はCiNiiを用い、検索キーワードは「遊び /
保育 /関わり」の3つを同時に入れることにした。検索で抽
出した文献の内容を確認し、2、3ページしかない内容の薄
いものや本研究の目的に合致しないものを除き、2010年～
2023年間における文献19編を分析対象とした。
分析対象となった文献は、日本の保育分野での子どもの

遊びにおける支援者の関わり方に関するものであり、運動

遊び、ごっこ遊びなど、遊びの種類を問わず、また保育者の

関わり方も行動観察に限定せず、原著論文のほか総説・概

説も含むことにした。

収集した文献について、文献の種類と研究内容という2
軸から分類した。文献の種類は、人の言動を扱うデータに

基づいて、目的・方法・結果・考察を備えたものを『研究』

とし、その内訳を「行動観察等による事例研究」、「条件設定

による効果研究」とした。また、先行研究の内容と動向を

まとめた「レビュー論文」と、「実践記録・まとめ」を『総説・

概説』とした。研究内容分析は、1．『質の高い遊びとは』、2．
『保育者の遊びへの関わり方』に分類したうえで、2．『保育
者の遊びへの関わり方』の下位カテゴリーとして、2-1.「遊
びの種類と子どもの年齢に着目した関わり方」、2-2.「遊び
の発達に応じた関わり方」、2-3.「主体的な遊びの関わり
方」、2-4．「数量検討を行った遊びの関わり方」と分類し 

た。また、研究内容をグルーピング化する際には、できる

だけ関連が深いと思われる1つのカテゴリーに区分するよ
うに努め、これらの過程は、研究者2名で検討しながら実
施した。

結果

対象文献の概要

分析対象となった19編の文献一覧は表1の通りである。
『研究』は17編でその内訳は、「行動観察等による事例研究」
が13編、「条件設定による効果研究」が4編となっている。
そのなかで、ビデオ記録からの事例（エピソード）抽出が

もっとも多かった。『総説・概説』は2編でその内訳は、「レ
ビュー論文」が1編、「実践記録・まとめ」が1編だった。ま
た対象児の年齢は0～5歳となっており、そのうち2歳児に
ついての研究が一番多く、5歳児が一番少なかった。
なお、分析対象文献の出版年別を見てみると、2011年か

ら2018年まではわずか4編であったのに対し、新改訂版保
育所保育指針が実施された翌年の2019年から2023年まで
は15編に増加した。

研究内容からの分析

1．『質の高い遊びとは』

高井（2019）のレビューによれば、質の高い遊びに関連
するものとして、遊びが安心安全であることや、イメージ

の共有、わくわく感、遊び込み、自主性、遊びの深化、達成感、

保育者の関わり等があると指摘している。また、質の高い

遊びは、「子ども自身が豊かに展開している遊びの状態」で

ある一方で、保育者がその遊びを「見守る、共有する、支え

る」存在であり、「子どものさまざまな動きが引き起こされ

る魅力的で可塑性に富んだ環境」を保障することが大切だ

と述べている。澤口（1999）がいう「夢中で豊かな遊び」は、
保育場面で重んじられている「質の高い遊び」に重なる。

2．『保育者の遊びへの関わり方』

次に、『保育者の遊びへの関わり方』の下位カテゴリーで

ある、2-1.「遊びの種類と子どもの年齢に着目した関わり
方」、2-2.「遊びの発達に応じた関わり方」、2-3.「主体的な遊
びの関わり方」、2-4．「数量検討を行った遊びの関わり方」
を上記の順で整理したものを述べる。

2-1．「遊びの種類と子どもの年齢に着目した関わり方」
「1歳児のごっこ遊び」支援に関しては、前田（2020）は自
身の保育実践から、子どものつもりやふりに気づき、応答

的に関わることで楽しくなるように環境を再構成していく
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表1．分析対象となった文献一覧

子どものこころと体の調整力を育む「質の高い運動遊子どものこころと体の調整力を育む「質の高い運動遊
び」に関する研究動向び」に関する研究動向

乳児保育における指導法―「相補的な関係」からの検討乳児保育における指導法―「相補的な関係」からの検討
――
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ことが重要だとまとめている。

「2歳児のままごと遊び」に関して、玉川（2020）は、108
名の保育士アンケート調査および保育士の観察記録から抽

出した事例分析を実施した。その結果、保育者が子どもの

捉え方を理解し、子どもの「今」と保育者の「今」が同じ目

線となり心を通わせ合いながら、楽しさを共鳴し合うため

に、「言葉でのやりとりを増やし、発達を促す」、「友達との

関わりを持って遊べるように言葉を掛ける」、「遊びの展開

が広がるように配慮する」ことが重要だと述べている。

「1歳児、5歳児のごっご遊び」の保育実践教材を分析し
た笠井・山根・池野（2021）は、保育者から1歳児の見立て
を意味付ける声掛け、5歳児の表現を促す支援が見られ、ま
たそれは必要だとしている。

玉川（2021）は、「2歳児の積み木遊び」における保育士ア
ンケート調査とビデオによる観察記録の事例分析から、保

育の応答的関わりとして、「遊びの展開が広がるよう配慮す

る」、「（子どものイメージしたものを）一緒につくる」、「集中

して遊べる環境づくり」が主だと結論づけている。

「2歳児の製作遊び」の保育者の関わりとして、高橋
（2022）は2歳児11名を対象とした観察事例分析から、子ど
ものイメージを共有するためのやりとりや、表現しようと

するものに物理的に「手」として援助すること、が求められ

ていると述べた。

なお、上述した研究の対象児・研究方法および関わり方

のポイントを表2に示した。

2-2．「遊びの発達に応じた関わり方」
伊藤・西・宗高（2017）は、「0歳児の1年間」の参与観察と

ビデオ記録の分析から、年間を通じて空間の作り方を変え

ていくこと、室内遊びから戸外遊びへ変化することを指摘

した。また、保育者の関わり方について、「子どもの気持ち

を受け止めたり、抱っこしたり触り合ったり、わらべうた

で優しく包んだりして、言葉やまなざしをかけていく、温

かみのあるかかわり」が観察された。

片岡（2020）は、「4歳児の10か月間」のビデオ記録から
抽出された保育士1名と4歳児33名を対象とした製作遊び
の事例において、「形や色の理解、表現方法を教える知識や

技能の基礎作り段階」から、「予測、確認、鑑賞を教える思考

力・判断力の基礎作り段階」へ、さらに「好奇心、思いやり、

充実感を培う学びに向かう力・人間性の基礎作り段階」に

至ると分析している。

石川（2021）は「0～2歳児のふり遊び」に関する実習生に
よる観察事例分析から、0歳児クラスでは、保育士は、おも
ちゃや積み木などを使って子どもに「ふり」をみせたり、オ

ノマトペを多用してイメージさせたりしている。1歳児ク
ラスでは子どもの真似やふりを引き出しながら言葉を使っ

ている。2歳児クラスでは、イメージを広げようと、ストー
リーなど特定な文脈を持たせようとまとめている。

工藤・上村（2018）は、「3、4、5歳児クラス」の保育ビデオ
記録から抽出された事例を分析した。保育者の関わりとし

ては、3歳児には「子どもが自ら選択した遊びを尊重し、イ
メージをつなぐためにキーパーソンとして機能すること」、

4歳児には「用意し、見守り、支える」役割を果たすこと、5
歳児には「ルール遊び支援の一環として決まりを守れるよ

うに環境構成」することが観察された。

なお、上述した研究の対象児・研究方法および関わり方

のポイントを表3に示した。

表2．「遊びの種類と子どもの年齢に着目した関わり方」のキーワード一覧
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2-3．「主体的な遊びの関わり方」
西垣（2019）が「1・2歳児の自発的な遊び」の援助のビデ

オ記録から抽出した事例の分析によれば、1歳児には、子ど
もの様子と保育者の思いをつなぐために、子どもの思い・

願いを理解し、その都度、保育者が応答的に関わることが

重要である。2歳児には、友達同士のトラブルの対処への
配慮と、子どもの反応を確認したり、遊びの経過を把握し

たりして遊びに関わることが大切だとしている。

倉畑（2022）は「2歳児の主体的な遊び」を支える保育者
の関わりについて、ビデオ記録から抽出された水遊び・泡

遊びの事例から、子どもとの対話から子どもの言動をよく

観察し、子ども自身の気づきや言葉を大事にし、子どもの

要求に応答的に関わることが重要だと分析している。

池田（2020）は、主体的な遊びを支援する園全体の取り
組みとして、造形表現活動では保育者が子どもに「何して

るの？」という声掛け、行事活動では「幼児に考えさせるよ

うな質問や提案、保育者の意図を伝えるための独り言」が、

子どもの興味・関心、自発性を引き出すのに有効だとされ

ている。

田甫（2019）は、5歳児を主体とする行事活動のビデオ記
録による観察事例から、子どもに質問や提案をすること、

子どもの考えに共感すること、保育者自身の意図を伝える

ために呟く独り言が、子どもが自ら考え行動することにつ

ながっていると考察している。

大元（2023）は、限られた時間と空間のなかで、子どもの
主体的な遊びを尊重する保育を行うためには、三歳児の実

践事例から、保育者は可能な限り柔軟性をもって対応する

こと、子どもの思いをありのままに受け止めること、保育

の計画や「あるべき論」に囚われないこと、子ども同士の関

わりを意識すること、保育者間での共通認識をもち協力体

制を作ることが重要だと報告した。

大方（2022）は、2017年に行われた保育所保育指針改正
を受け、「子ども主体」の乳児保育における保育者の関わり

を大人と子どもは対立関係ではなく相補関係であるという

視点から次のようにまとめている。生後3ヶ月頃から6ヶ
月未満の保育では、尊厳の承認、生存の承認、6ヶ月未満か
ら1歳生後3ヶ月の保育では、機嫌・感情の保持、生きる（生
命）活動を一緒に味わうこと、1歳児保育では、提案する、モ
デルを示す、活動の予測、誘導すること、2歳児クラス保育
では、見守る、確認すること、共感することが大事だとして

いる。

なお、上述した研究の対象児・研究方法および関わり方

のポイントを表4に示した。

2-4．「数量検討を行った遊びの関わり方」
玉置・水野（2011）は、ごっこ遊びにおける保育者の関わ

りとして、子どもの行為を実況放送することが遊びの質を

高めるという仮説を立て、3～5歳児66名の310ケースを
分析し、65％にプラスの変化があったと報告した。
貞松（2020）は、3歳児の砂遊びの関わりについて、ビデ

オ記録データから行動時間数を行動単位別に集計できる

ツールを利用し、統計分析による新人保育士と中堅保育士

の比較検討をした。それによれば、保育士の行為に有意差

はなかったが、中堅保育士の場合は子どもの遊びが水を用

いた遊びに発展することが多かった。

細川（2014）は、5歳児を運動能力によってあらかじめ
高・低群（3名ずつ）に分け、保育士1名が3種類の関わり方
（プレイヤーとして参加、審判者等プレイヤーでない形で

表3．「遊びの発達に応じた関わり方」のキーワード一覧
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参加、関わりがなく幼児のみ）をした場合におけるサッカー

ゲームの子どもの移動歩数の差を検討した。保育者が幼児

と一緒にプレイするという関わり方は、子どもの運動量が

最も多かった。

遠藤・久米・高橋・酒井（2022）は、ウェアラブルアイカ
メラを使って、1名の保育者と28名4歳児の身体表現遊び
における10分間600枚の静止画面を分析した結果、保育者
の目線の57％が幼児の体、特に顔を見ていることが分かっ
た。

なお、上述した研究の対象児・研究方法および関わり方

のポイントを表5に示した。
ここまで述べてきた『保育者の遊びへの関わり方』をま

とめると、イメージ・楽しさの共有、子どもの心に共鳴し合

う受容力、遊びを発展させる声がけや子どもの発達に応じ

る環境構成の配慮、子どもの自主性の尊重、ルール守りや

トラブルへの柔軟的対応などが、子どもの遊び支援にとっ

て重要であることが確認できた。

考察

以上の文献分析から整理した保育における質の高い遊

びの捉え方、子ども遊びへの関わり方を踏まえて考察を行

う。

1．質の高い遊びへの理解

本研究では、澤口（1999）の「夢中で豊かな遊び」を通じ
て人間らしさを育てるという観点に立って、質の高い遊び

とは、この「夢中で豊かな遊び」に置き換えられると考えて

いる。保育の関連文献によれば、「質の高い遊び」を達成す

るのには、遊びが安心安全であることという前提の下、子

表4．「主体的な遊びの関わり方」のキーワード一覧

表5．「数量検討を行った遊びの関わり方」のキーワード一覧
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ども主体で活動し、わくわく感、遊び込み、遊びの深化、達

成感を味わい、子ども同士や保育者とイメージ・楽しさを

共有し、相補的関係にある保育者による誘発的な環境構成

を保障されたことだと理解できる（高井、2019；大方、
2022）。
遊びを楽しむ前提である安心安全感について、ポリ

ヴェーガル理論（Stephen、2018/2020、花丘訳）では、次の
ように説明されている。「安全である」という感覚を身体

レベルで感じれば、闘争 /逃走反応やストレス反応が抑制
され、かつ恐怖で不動化につながる有髄の迷走神経回路の

活性度も低下することで、初めて、人と人とによる遊びが

可能となるという。また、「あそび」は交感神経の過度の活

性化が抑制された生理的状態や行動を互いに協働調整す

る、社会的な交流システムを用いた「神経エクササイズで

ある」。このことから、遊びは人間の育ちにとっていかに

重要で欠かせない活動であり、またその質の保障を保育現

場に求められるということも自明となる。

2．保育者の関わり方と家庭への援用

『保育者の遊びへの関わり方』を取り上げた関連文献は、

「遊びの種類と子どもの年齢に着目した関わり方」、「遊びの

発達に応じた関わり方」、「主体的な遊びの関わり方」、「数量

検討を行った遊びの関わり方」の4つのカテゴリーに分類
できた。また、文献のほとんどは、行動観察による事例研

究であった。「遊びの種類と子どもの年齢に着目した関わ

り方」の研究は特定の年齢児によるある遊び活動に特化し

ている場面事例であり、「遊びの発達に応じた関わり方」の

研究は、年齢・月齢による子どもの遊びの変化と子どもの

発達に応じた保育者の関わり方を捉えている。また「主体

的な遊びの関わり方」の研究は、2019-2023の5編となって
おり、これは2017年に保育所保育指針の改正の影響を受
け、「子どもの主体性」を保障する保育がより意識して展開

されたからと考えられる。「数量検討を行った遊びの関わ

り方」に分類された4つの研究のうちの1つは、「実況放送」
という関わり方によりその後の子どもの遊びが豊かになる

ことを実験法で検討している。またほか3つの研究もなん
らかの検証目的を持って、データを取り集計している点で

研究方法に工夫が見られた。以上の文献より、イメージ・

楽しさの共有、子どもの心に共鳴し合う受容力、遊びを発

展させる声がけや子どもの発達に応じる環境構成の配慮、

子どもの自主性の尊重、ルール守りやトラブルへの柔軟的

対応などが、子どもの遊び支援にとって重要であることが

確認できた。

一方で、ベネッセ教育総合研究所（2015）が行った調査
から、子どもが平日に幼稚園や保育園以外で一緒に遊ぶ相

手は1995年時点では、友だちが56.1%で母親が55.1%で
あったが、2015年には友だちが 27.3%に減り、母親が
86.0%に増加した。近年はコロナ感染症の影響もあり、乳
幼児の生活における家庭内での親子遊びの意味合いがます

ます重要になると思われる。しかし、第一著者が研究を通

じて接している乳幼児をもつ母親には、子どもとの遊びを

苦手と感じている人が少なくなく、苦手だと思う親ほど子

どもとの葛藤場面で強制的な対応を取りがちで、育児スト

レスが高い傾向にあった（石、2016a）。このような現状を
鑑みると、家庭における遊び支援が火急な課題だと言えよ

う。

本研究で得られた関わりのポイントのいくつかは、家庭

への援用ができると思われる。例えば、簡単で実施しやす

い「実況放送」の方法は、PCITにも取り入られているもの
で、第一著者自身が行った育児困難感を抱える家庭の介入

研究においても良い効果が得られている（加茂、2020 ; 石、
2022）。子どもの行動を母親の声で描写しフィードバック
することで、子どもは自分のしようとする気持ち・イメー

ジ・行動が受容されている、肯定されていると受け止める

ため、特に低年齢の子どもにとって、効果が期待できる。

また、子どもの主体性への尊重、遊ぼうとする意欲・イ

メージの促進、遊びの展開を誘発する環境構成も、家庭の

遊びにとって大事だと考える。澤口（1999）が自身の幼児
期では、自分がすきな百科事典を親に買ってもらったこと

が後の発達に大いに役に立ったと振り返っている。百科事

典や絵本などに触れることは重要だが、やみくもに多く買

い与えるのではなく、図書館に連れて行くなど、主体であ

る子どもの興味を見極め支援することが必要であろう。

保育においては、保育者はルール守りや友達喧嘩に柔軟

に対応できるが、家庭ではうまく対応できず、きょうだい

喧嘩で困っている家庭に、第一著者は研究を通じてたびた

び出会っている。そのなかで、子どもに積極性、主体性を

持って自由に生きていてほしいという育児方針を持ってい

るにもかかわらず、きょうだい喧嘩に激怒してしまう親に

対して、子どもがきょうだい喧嘩を通して能動性、主体性

を得られるということに気づかせ、きょうだい喧嘩に対し

て寛容になったことで、育児困難感が改善した、という典

型的なケースがあった（石・荘厳、2023）。従って、きょう
だい喧嘩が起きたとしても排除しない、子どもを信頼し

待ってみるという親の姿勢が問題解決につながると推察さ

れる。

最後に、子どもと一緒にいる時間より一緒にいる質が大

事であることから、親子で一緒に遊びを楽しむことを推奨

したい。それは、子どもの社会性の発達、親のメンタルヘ

ルスの向上にもつながり、また幼年期の遊びに満足してい
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ると認識する青年の自尊感情が高くなるからである（佐々

木・井原・讃井・永冨、2016；石、2016a；石、2016b；石・松
見・荘厳、2021）。また時間を区切って、子どもに遊びの主
導権を与える「子どもに寄り添う遊び」を5分間7日実施し
たことで、親の育児自己効力感に良い変化をもたらす報告

もあった（岩崎・武井・門田、2022）。普段、多忙な生活に
追われている子育て中の親は、5分で良いので、その時間は
子どもとの遊びに当てるという心構えを持つとよいのでは

ないだろうか。

ここまで保育者の子どもの遊びへの関わり方の家庭へ

の援用について述べてきたが、一方で保育者と保護者の大

きな違いがあることにも留意する必要があると思わる。保

育者は子どもの発達の知識を備えており、仕事として子ど

もに向き合っているため一定の距離を保て、難しい課題が

あってもチームで連携し対応できるなどの点で保護者と異

なる。従って、子育て中の親は、完璧を求めず、必要に応じ

て利用可能なネットワークに援助を求めることが大切と言

える。また保育者から、遊びの発達に応じた関わり方や、

適切な玩具・遊び方について、保護者へ発信することも必

要であろう。

3．今後の課題

本研究では、「遊び /保育 /関わり」のキーワードで検索し
た文献を整理したが、2023年5月時点で分析に耐えられる
ものは19編しかなかった。また、これらの研究のうち保育
学研究から出されたものは1つもなかった。これは、今泉
（2012）が日本保育学会における総発表数に占める遊びに
関する発表割合が、2000年から2009年までで6％台から
11％台の間で増減していることに注目し、その割合の低さ
を指摘したことを含めて考えると、現時点になっても保育

の中心である遊びについての研究は、まだ手薄い状態にあ

ると言える。また、研究の内容は、行動観察や実践記録か

らの事例研究がほとんどで、今後は行動記述描写という実

践的研究に止まらず、仮説や統計分析を用いた実証的研究

へ発展させることが課題と考える。保育方法の根拠を説明

する責任が問われる今日では、エビデンスを示せる研究が

望まれる。

また、今回は保育者の子どもの遊び支援のポイントを抽

出することを試みたが、研究内容は遊びの概念や理論に触

れずに、事例で子どもとのやりとりを示す実践的な域から

脱していないことが分かった。この状況を打開するため、

国内外に目を向けながら、保育以外の発達、教育、心理発達

臨床など多分野の知見を集合し、概念・理論と介入方法の

統合を図ることが必要と考える。また、親子遊び支援の重

要性を踏まえれば、家庭への遊び支援を中心とする子育て

支援を新しいアプローチへと発展させることが次の課題で

あろう。このようなアプローチは、親と子どもにとって受

け入れやすく、支援効果が得やすいと考えられる。

結論

本研究は、保育の視点から遊びの支援要素を検討するこ

とを主な目的として文献調査を行い、次のような示唆が得

られた。①保育者による遊び支援要素は、イメージ・楽し

さの共有、子どもの心に共鳴し合う受容力、遊びを発展さ

せる声がけや子どもの発達に応じる環境構成の配慮、子ど

もの自主性の尊重、ルール守りやトラブルへの柔軟的対応

などが挙げられる。②家庭の親子遊びへの援用として、「実

況放送」、子どもの主体性への尊重やきょうだい喧嘩など

に対する柔軟な態度、時間を区切って思いっきり子どもと

一緒に遊びを楽しむことが考えられた。③家庭にとって受

け入れられやすい親子遊び支援は、子育て支援の新しいア

プローチになりうる。④今後は、保育方法の根拠の説明責

任を果たすためにも、現状の事例による実践研究から仮説

検証や統計分析を用いた実証的研究へ発展させ、エビデン

スを示せる研究が望まれる。
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A Literature Review of Supporters’ Involvement in Children’s Play:  
From the Perspective of Childcare

Xiaoling SHI＊1 and Yaojing PU＊2

＊1 School of Childcare and Early Childhood Education,   
Tokyo University and Graduate School of Social Welfare（Ikebukuro Campus） 

2-22-1 Minamiikebukuro, Toshima-ku, Tokyo 171-0022, Japan

＊2  NewPulse Corporation 
Room 302, Hatchobori Building, 4-10-2, Hacchoubori, Chuo-ku, Tokyo 104-0032, Japan

Abstract :  This study examined the involvement of supporters in children’s play from the perspective of childcare. Four 
categories of involvement were categorized: involvement focused on the type of play and the child’s age, involvement in 
response to changes in play stage, involvement in proactive play, and involvement in play with quantitative considerations. 
Based on previous studies, the following elements of support for play by caregivers were identified: sharing images and 
enjoyment, receptivity to resonate with the child’s mind, voice to develop play and consideration of environmental configu-
ration according to the child’s development, respect for the child’s independence, rule-keeping, and flexible response to 
problems. Considering the differences between caregivers and parents, we discussed their application to support for parent-
child play in the home and future research issues.
（Reprint request should be sent to Xiaoling SHI）

Key words : � Play support, Caregivers, Involvement, Quality of play
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中国における高齢者介護の定義とその基本要素に関する文献研究 
－ 日本との比較 －

王 嘉晨 
 

指導教員 
中島恒雄

東京福祉大学大学院 社会福祉研究科 博士課程（池袋キャンパス）
〒170-8426 東京都豊島区東池袋4-23-1

（2023年10月31日受付、2024年1月25日受理）

抄録：近年、世界中で高齢者の増加が見られる中、特にアジア諸国では高齢化が進行しており、それに伴う介護の需要が増

加している。アジア、そして世界で最も高齢化が進んでいる国として、日本では1987年に社会福祉士及び介護福祉士法が
制定されていた。介護福祉は、高齢化社会の進展とともにますます重要性を増している。中国も例外ではなく、急速な人

口構造の変化に伴い、高齢者介護に対する需要が増加していることが顕在化した。しかし、中国では、介護の職業資格であ

る「養老護理員」という国家資格が、2002年に創設されたが、介護という概念はまだ統一されてない。本論文では、日本の
文献と比較して、中国における高齢者介護の定義の基本要素に関する文献研究を行い、その要素を明らかにし、中国の高齢

者介護への理解を深めることを目的とする。

（別刷請求先：王　嘉晨）

キーワード： 高齢者介護、養老サービス、養老護理、照護、概念と定義

一、緒言

1．中国の高齢化社会とその課題

中国は、2000年に高齢化率が7%に達し、高齢化社会を
迎えた。2023年2月28日、中国国家統計局から発表した
『2022年の中華人民共和国の国民経済社会発展に関する統
計速報』によると、2022年末時点の国民の人口は14億1,175
万人で、前年末に比べて85万人減少した。60歳以上の人
口は2億8,004万人で、全国人口の19.8％を占め、このうち
65歳以上の人口は2億978万人で、全国人口の14.9％を占
めた。（中国国家統計局，2023）このデータから見ると、現
在の中国は、本格的に高齢社会に突入したと言える。国連

の予測によると、中国の高齢化率は2030年には18.2％に
上昇し、2040年に26.2％に、2050年に30.1％と、さらに上
昇を続けていく。これは、中国が将来、より深刻な高齢化

問題に直面することを意味する。（国連，2022）

2．介護の必要性とその変化

中国の伝統的な文化では、「孝行」という価値観が中心に

あり、高齢者への尊重と家族によるケアが強調されてきた。

そのため、介護は主に家族の役割として捉えられていた時

期がある。

しかし、中国では、1979年から2015年までの間、一人っ
子政策を実施していた。この政策により、多くの家庭が一

人の子供しか持たないよう制限され、その結果、一つの世

帯に対して多くの高齢者が依存する状況が生まれ、高齢化

が加速したことが現実である。一人っ子政策は現在が緩和

されているが、その影響はまだ続いている。

高齢者の介護需要と実際の家族介護の供給量の間には

大きな隔たりがあり、これにより、家族介護のリスクに大

きく寄与している。さらに、中国の都市部では、大多数の

家庭が夫婦共働きで、高齢者の世話をすることがますます

困難であることがわかった（劉，2005）。
また、経済の急速的な成長に伴う医療技術の進歩や生活

水準の向上により、高齢者の寿命が延びていることが考え

られる。それに対して、「2018年の時点で中国人の平均寿
命は77歳だったが、健康寿命はわずか68.7歳で、つまり8
年以上病気を抱えながら生きていくことになる。」（王，

2019）。つまり、高齢者の生活環境や医療ケアへのアクセ
スが向上し、長寿化を支える要因となった。慢性疾患の持

東京福祉大学・大学院紀要 第14巻 第1-2合併号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare） pp13-23 (2024, 3)
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病平均期間も長期化と予想され、介護や看護に対する需要

が増えることわかった。

その上、中国の都市化が進行し、若者が都市に移住する

ことが増加し、伝統的な多世代家族から核家族に増え、高

齢者の世話をする家族が減少した。2020年、中国の空き巣
（子が亡くなる）高齢者や独居高齢者の数は1億1,800万人
に達しており、日々の介護や精神的サポートなど家族から

の支えが減少し、家族の養老機能が著しく弱化している

（任，2023）。
介護需要の顕著化に伴い、中国共産党と政府は高齢者介

護サービスを非常に重視しており、高齢者介護サービスの

質とレベルを向上させることを明確に提案している。

2014年、全国老齢事業委員会事務局は「健康及び養老サー
ビスプロジェクトの構築の加速化に関する通知」を発表し、

大学や中等専門学校に対し、保健及び養老サービスに関連

する専攻やコースの増加と設置を推進し、人材育成に力を

入れた（全国老齢委，2014）。2016年、習近平主席は国家衛
生と健康会議で、「高齢者に継続的な健康管理サービスと医

療サービスを提供し、障害者には「誰もがリハビリテーショ

ンサービスにアクセスできる」という目標の達成に努める

必要がある」と強調した（習，2016）。このように、中国に
おける高齢者介護の必要性は高まり、高齢化社会の変化に

適応するために、政策、サービス、ケアの質の向上などの多

面的な取り組みが行われ始めている。

3．中国における介護という概念の混乱化

現在、中国における高齢者介護の実態を踏まえ、その概

念は主に在宅護理（ケア）、病院護理（看護）、地域護理（介

護サービス）の3つの側面から定義する（張ら，2014）。こ
こでは、全部で「護理」という中国語が使われているが、対

応する日本語の意味は異なることがわかった。また、既存

の文献では、長期照護サービスと老年照護サービスという

二つの概念が混同している傾向がある（杜ら，2022）。一方、
分野によって言語表現が異なり、同じ言葉でも意味が異な

ることが認識できる。

このような状況は、介護が発達した日本でも起きてい

る。日本では長らく「介護福祉」の定義が曖昧で、介護の概

念が明確になっていないことが、介護福祉を発展させる上

での課題の一つとなっていた。時代の変化の中で、語の持

つ意味の捉え方が研究者によっても千差万別であることも

推測される。（津田，2006）

　

二、研究の目的及び対象と方法

1．研究の目的と意義

本論文の主要な目的は、中国における高齢者の定義と基

本要素についての包括的な理解を提供し、高齢化社会にお

ける介護の質の向上や政策の改善に寄与することである。

2．研究対象

本論文の研究対象は、中国における高齢者介護の定義に

関する文献である。これには学術論文、政府報告、政策文

書、専門家の論文などが含まれている。また、比較対象と

して、日本における介護の定義と関連の文献も研究対象に

なる。対象文献は、中国および日本のデータベースからも

選定された。

3．研究方法

データベースとしては、日本の方は J-stageとCiNiiを用
い、キーワードは「介護とは」、「介護福祉とは」、「介護福祉

の定義」、「介護福祉の概念」で検索した。検索条件は、全文、

日本語、査読あり、2000年から2023年発行した資料に限定
した。

中国の方は「知網」というデータベスを利用して、キー

ワードは「介護福祉」、「養老介護」、「養老護理」、「高齢者看

護」、「老人介護」、「老人照護」、「養老サービス」で検索した。

検索条件は、タイトル、全文、引用ありに限定した。

その後重複文献を削除し、スクリーニングでは、以下の

除外基準を設けて、タイトルを確認した。除外基準は重複

文献、タイトルで高齢者介護の概念と定義と関連がない文

献、普遍性が低い文献とした。次に、要旨を査読し、介護福

祉または高齢者介護の現状、基本要素、介護の方法などに

ついて記載がある文献を選択基準として設けた結果、最終

95件を抽出した。最後に、本文を精読し、中国における高
齢者介護の定義について関連かある文献を選択基準として

設けた結果、最終26件を抽出して、日本における介護の定
義と関連の文献を選択基準として設けた結果、37件を抽出
した。この63件の文献を本論文の分析対象とした（図1）。

 
4．分析手順

日本と中国の文献から情報を収集し、それらを比較・分

析して介護福祉の定義の基本要素を特定する。その手順は

以下の通りで示す。

①　対象文献で示す介護と類似する定義を整理する。

②　日本における介護の定義及び基本要素を抽出する。

③　 中国における高齢者介護に関連する概念及び基本要素
を整理する。
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④　 文献から得られた情報をもとに、中国における介護の
定義の基本要素に関する新しい洞察や理解を抽出す

る。

⑤　 分析の結果をまとめ、中国と日本の介護の定義の基本
要素に関する共通性や相違性をまとめる。

⑥　 分析した文献のリストを作成し、正確な引用情報を含
める。

三、結果

1．日本における「介護」とは何か

日本では、「介護」の対象という観点から、定義が変わっ

ていることがわかった。『大辞林』で、介護とは「病人など

を介抱し世話をすること」（松村，2019）と記載され、『国語
大辞典』では「病人や老人を、日常生活の身体的困難などに

対して補助したり、看護すること」（日本国語大辞典第二版

編集委員会・小学館国語辞典編集部，2002）と定義されてい
た。現在、介護の対象は主に若年障害者と高齢者に分けら

れて、『広辞苑』にも「高齢者・病人などを介抱し、日常生活

を助けること」（新村，2018）とされていた。
また、介護の内容から見れば、一般の辞書での「身体的困

難なこと」（『国語大辞典』，1987）から専門的文献の「心身の
障害による、日常生活を営む上で困難」（本社会事業学校連

盟・全国社会福祉協議会施設協議会連合会，1987）、「老齢や
心身の障害などの原因により日常生活を営むことに支障」

（社会福祉士及び介護福祉士法，1987）などに、介護対象者
の各側面を配慮しつつあった。そして、介護の措置は「看

護」（『広辞苑』第4版，1988）、「日常生活を助けること」（『広
辞苑』第5版，1998）、「補助」や「看護」（『国語大辞典』、1987
年）など、曖昧な言葉から、「食事、排便、寝起き」、「炊事、買

い物、洗濯、掃除などを含む」（仲村，1974）などの内容に具
体化され、それから、「日常生活の動作、家事、健康管理、社

会活動の援助」（社会福祉士及び介護福祉士法，1987）など
と記載されていた。（表1）
表1からみると、日本の介護の対象は主に高齢者で、心

身障害者など支援が必要な方も対象になる。また、対象者

の日常生活や健康管理を支援することを目的として、日常

生活を維持・向上させるための支援と位置づけられ、実際

にさまざまなサービスや事業が行われており、主要な対象

としている高齢者が特有の健康問題や病気の対応も、多職

種の連携も望んでいる。

しかし、「介護」という言葉が出現する前に、このような

概念に基づく独立した政策や職業もなく、すべて「看護」に

含まれていた。現在でも、「看護」という言葉は広辞苑では

「傷病者に手当をしたり、その世話をしたりすること。看

病」（『広辞苑』第七版，2018）と定義されている。この点は、

図1．文献抽出結果
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中国の文献からも同じ傾向があることがわかった。ただ

し、中国の場合、「看護」という言葉は「護理」と書くことで

ある。

2．中国における介護の類語

歴史的に、中国の言語システムでは「介護」という言葉が

ほとんど使われていなかった（趙・李，2020）。「介護」とい

う言葉はまだできてなかったが、サービスの対象と内容か

ら考慮すると、「老年護理」（周，2011）、「照護」（杜ら，2022）、
「養老サービス」（李・龐，2018）など類似な言葉がいくつか
存在して、また、現在、日本の「介護」という言葉をそのま

ま利用する現実も存在している。（表2）
表2から見ると、近年、中国における高齢者介護に関す

る文献は多いものの、研究の水準や参考レベルが低い一方、

表1．日本における介護の定義

NO. 視点 定義内容

1 語義 病人などを介抱し看護すること（新村，1988）

2 語義
高齢者、病人などを介抱し、日常生活を助けること。社会福祉専門職の一。日常生活に支障がある人に入浴・排泄・食
事・その他の介護を行う（新村，1998）

3 語義 病人や老人を、日常生活の身体的困難などに対して補助したり、看護すること（日本大辞典刊行会，1987）

4 福祉辞典
寝たきり老人など1人で動作出来ない人に対する食事、排便、寝起きなど、起居動作の手助けを介助といい、疾病や障
害などで日常生活に支障がある場合、身のまわりの世話 (炊事、買い物、洗濯、掃除などを含む )をすることを、介護と
いう（仲村，1974）

5 福祉辞典
老齢者や心身の障害による、日常生活を営む上で困難な状態にある個人を対象とする。専門的な対人援助を基盤に、
身体的、精神的、社会的に健康な生活の確保と成長、発達をめざし、利用者が満足できる生活の自立をはかることを目
的とする（本社会事業学校連盟・全国社会福祉協議会施設協議会連合会，1987）

6 福祉辞典
介護とは、普通、障害などにより、日常生活を営むのに支障のある人に対して身辺の援助を行うことをいうが、看護・
介助・世話などを厳密には区別されることなく使われており明確な定義はないといえる（京極，1993）

7 福祉辞典
広義は高齢者や障害者などを世話（ケア）することを指すが、狭義には高齢者や障害者などへの専門的なケアを提供す
ることを指す（京極，2000）

8 福祉辞典
痴呆症や寝たきり高齢者、重度の身体障害者、知的障害者、虚弱者などが、日常生活を営む上で生ずる、さまざまな困
難に対する身体的な援助活動（川村，2004）

9 研究者 自立とQOLの向上を目指す一連の援助の一手法である（竹内，1998）

10 研究者
心身の障害が原因で、自立した日常生活の維持が困難な状態が継続しているとき人に対して主体性を尊重し、自立心
をそこなうことなく行われる援助すること（岡本・井上，1999）

11 研究者 生活行為を成立させる援助を通して、命を護り、生きる意欲を引き出すこと（井上，2000）

12 研究者
身体的・精神的障害のために日常生活に支障がある場合に、日常生活行動の介助や身の回りの世話を専門的な知識や
技術を用いて援助し、日常生活を継続していくだけではなく、その人が社会を構成する1人の人間として、その人らし
く生きていく意欲を引き出す、自立に向けた行為である（是枝・渡辺，2002）

13 研究者
ひとりひとりの一回限りの人生、またその人にしかない可能性、更にその人の自己実現に関わる過程を通して行われ
るものである。その援助を生活面で行うものこそ、介護なのである（一番ヶ瀬，2003）

14 研究者 介護とは日常生活行為の遂行に援助を必要としている人たちを守り助けることである（奥津，2006）

15 法律

身体上又は精神上の障害があることにより日常生活を営むのに支障がある者につき心身の状況に応じた介護（喀痰吸
引その他のその者が日常生活を営むのに必要な行為であって、医師の指示の下に行われるもの（厚生労働省令で定め
るものに限る。以下「喀痰吸引等」という。）を含む。）を行い、並びにその者及びその介護者に対して介護に関する指
導を行うこと（厚生労働省，1987）

16 実践
老齢や心身の障害などの原因により日常生活を営むことに支障がある人に対して、日常生活の動作、家事、健康管理、
社会活動の援助などを行うこと（介護ワーカー，2023）

17 実践
日常生活に支障がある方に対し、食事、排泄、入浴、更衣などの身体的援助を行うことのほか、日常生活全般の支援を
行うこと (家族の介護と健康を支える学限の情報サイト，2023)

18 実践
加齢や病気などによって日常生活を営むことが困難な人に対して、家事、歩行、排せつ、入浴などを通じて、身体的、精
神的にも尊厳ある自立した生活が送れるように支援をすること（山本，2023）
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関連する概念や定義の探求は非常に少ない。大部分の文献

は、実際の介護の実践に関与する要素を基にしており、特

に看護（中国語で護理）の概念を採用している。医療と介

護の違いを明確にすることが不足していたり、介護と家庭

奉仕員の職能を混同しているケースも見られる。また、一

部の研究は海外の介護定義を基にして行われており、この

ような状況は工学系の文献で特に一般的である。

言葉遣いの混乱化により、「介護」の定義及び基本要素が

明確できなく、コミュニケーションが混乱し、ステークホ

ルダー間での意思疎通が難しくなる。また、政策や法律、

研究の実行においても、不明確な定義は混乱を招き、サー

ビス品質の低下や倫理的ジレンマを引き起こす可能性も存

在している。このような観点から、今後の介護ニーズや高

齢化状況により、介護の定義はまた専門化、具体化にして

いることが考えられる。

そのため、本論文は、これまで中国文献で用いられてき

表2．介護類語に関連する文献数

キーワード 文献数
文献種類 分野

学会誌 学位論文 紀要 新聞 教育学 社会学 医学 工学 経済学 その他

介護 225 164 36 18 7 4 31 78 37 62 13

護理 1145 794 139 16 128 230 235 416 24 227 13

看護 740 476 103 19 142 71 79 328 165 21 76

照護 5964 4700 821 234 209 311 691 4171 61 648 82

養老サービス 16023 9629 3490 416 2488 119 4059 1016 315 9982 523

表 3．中国における介護の類語とその基本要素

NO. 分野 キーワード 基本要素

1 社会学
照護
護理

対象：完全または部分的に自立して生活する能力を失った高齢者
内容：長期的な照料サービス
具体的には、通常の日常生活の照護、リハビリテーションや健康管理などの専門的な護理サービス
も含まれる（陳，2002）

2 医学 護理
対象：高齢者
内容：日常生活の護理、心理的護理、疾病の護理、終末期の護理（鄭ら，2005）

3
社会学
経済学

看護
対象者：高齢者
内容：身体的および生活上の保障
医療、福祉、保険と関わる（劉，2005）

4 社会学 看護

対象者：農村部の高齢者
内容：
施設看護：養老、看護、医療、保健、エンターテイメント、レジャー
小規模家庭的養老：食事、見守りなど（全托、半托）
一定の条件を持つ家族が有料で高齢者扶養に応じる場合、条件に応じて１人または数人の高齢者を
在宅で受け入れることができ、財団が１人当たり毎月で費用を支払う。
モバイルケアモデル：村を単位として、各村に巡回看護チームを設置し、高齢者の実情に応じた戸
別訪問サービスを提供し、毎日、高齢者に巡回看護を行う（王，2005）

5 医学 護理

対象：持病する高齢者から一般の高齢者
内容：
伝統的思考：伝統的な概念は、老年護理とは、高齢者が死ぬまで完全にサービスを提供することで
ある。老年護理は成人護理の一部であり、ケア対策は他の年齢層に対するものと大きな違いはない
新しい概念：高齢者を主体として、高齢者の心理的、生理的、社会的、文化的ニーズから出発して、
高齢者の健康上の問題と高齢者の実際のニーズを解決するための護理対策を検討することである。
高齢者護理はセルフケアの原則に従い、個人のセルフケア能力の強化に重点を置き、個人の独立性
と自尊心を可能な限り維持しながら支援を提供し、完全または部分的に補償されたケアサービスを
タイムリーに提供する必要がある（周，2011）
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6 社会学 護理

対象：高齢者
内容：それは単に護理される高齢者に十分な食事、衣服、住居を提供することを意味するのではな
く、診断、治療、リハビリテーション、医療、予防、精神的な安らぎ、リハビリテーション、娯楽など
の一連のサービスを高齢者に提供することを意味する。身体的、精神的、社会的機能の最適な状態
を達成するよう促進するためなど、高齢者の自立を支援する制度である（劉・曹，2011）

7
医学
教育学

護理

対象者：高齢者
内容：救急護理技術、臨床護理、健康アセスメント、護理入門と護理技術、対人コミュニケーション、
健康法規、護理管理、高齢者護理学、高齢者心理学、疼痛ケアとホスピス リハビリテーション、ト
レーニングと指導、栄養と食事、老年医学、スピリチュアルケア、地域護理学、伝統的な中医学の護
理技術（李，2012）

8
社会学
経済学

養老サービス

対象者：在宅の高齢者
内容：個人の衛生管理：高齢者が口をきれいにし、顔を洗い、足を洗い、髪を洗い、髪をとかし、爪を
切るのを手伝う。自力での身の回りのことができない高齢者の排便後の会陰や体の洗浄、高齢者の
日用品の洗浄・消毒など
日常生活の照顧：部屋の換気、温度、湿度、明るさの調整、清掃、衣服や寝具の整理、室内の清掃、自
立できない高齢者の着脱の介助などを行う。また。服を着脱、トイレに行く、寝返りを打つ、家庭
内のゴミや汚物の片づけなど（商務部，2013）

9
医学
社会学

照護
養老サービス

在宅養老：在宅照護と同じ
対象：高齢者
場所：在宅
内容：基本的なケアを提供し、健康管理のニーズに応え、医療支援、健康管理、パーソナルケア、精
神的安らぎ、予防、財政、経済の側面でのサポートを提供する
長期照護：
対象：健常な高齢者、虚弱高齢者や障害のある高齢者、退院後の「亜急性期」患者
場所：在宅、施設など多様な場所
内容：健康、社会、家庭、交通、在宅ケアサービスを含む。在宅養老の内容も含む
家族照護：
対象：重症症候群、身体障害、慢性精神障害等のある方
場所：在宅
内容：基本的な医療サービス、パーソナルケア、精神的および社会的サポートなど（婁ら，2013）

10 医学 護理

対象：高齢者、その家族及びその他の関係者
場所：病院、社区（地域）、自宅
内容：高齢者のセルフケア能力を高め、病気の悪化や衰退を遅らせ、高齢者の生活の質を向上させ、
死に瀕した高齢者の患者をサポートし、快適さと尊厳を維持する
高齢者の健康を維持し、安心して老後を過ごすとともに、家族の社会的負担を軽減し、社会全体の
経済利益を向上させることを目的としている（張ら，2014）

11
医学
社会学

照護
護理

対象：高齢者
内容：生活照料：食事、歩行、トイレなどの最も基本的な生活援助
医療護理：尿道カテーテルの挿入、経鼻胃栄養、喀痰吸引、噴霧吸入、酸素供給、創傷被覆材交換、褥
瘡治療など
ホスピスケアなど（陳，2014）

12 社会学
長期照護
護理

対象者：高齢者
内容：在宅照護、地域照護、施設照護
従来の長期照護サービスは日常生活照料が中心だが、人々の生活水準の向上に伴い、現在の高齢者
長期照護サービスには「専門的な医療」と「心の安らぎサービス」が徐々に融合してきた。高齢者向
け長期照護サービスの内容は、全体として「照料→護理→照護」という発展過程を経て進化してき
た（張ら，2015）

13
社会学
経済学

護理
対象者：高齢者
内容：日常生活への護理、リハビリテーションに関する護理、保健指導、医療的護理（陳ら，2015）

14
社会学
教育学

長期護理
対象者：高齢者
内容：生活介護、医療保健、心の安らぎなど
長期護理と養老サービスの概念が異なること（戴，2015）

紀要14-03_013-023_原著-1-王嘉晨_kk.indd   18紀要14-03_013-023_原著-1-王嘉晨_kk.indd   18 2024/04/25   18:11:242024/04/25   18:11:24



18 19

 高齢者介護に関する文献研究

15 社会学 長期照護
対象：さまざまな理由で活動能力を失い続けている人々、主に高齢者
内容：食事や日常のケアから緊急治療やリハビリテーション治療まで、一連の長期にわたる包括的
なサービスを含め、これらの対象者の健康管理と日常生活のニーズに応えること（楊，2016）

16
社会学
教育学

護理
対象者：高齢者
内容：食事と寝起き、清掃と衛生、ライフケア、健康管理と文化、スポーツ、娯楽活動への援助（韓・
吳，2017）

17
医学
教育学

長期照護

対象：高齢者、身体障害者、知的障害者
内容：一般的に、地域社会、養護施設、特別養護老人ホームが提供する医療および非医療ケアを指
し、輸送サービス、食事サービス、社会的支援、病気の治療と護理、薬物支援サービスなどが含む。
護理サービスは長期照護の重要な部分（張ら，2017）

18 経済学 養老サービス

対象者：高齢者
養老サービスとは、高齢者の物質的・精神的生活の基本的ニーズを満たすために必要な生活サービ
スを提供することを指す。養老サービスは高齢者の生活全般をカバーしており、生活ケア、入浴介
助、食事介助、取次ぎサービス、医療保健サービス、医療補助など、健康コンサルティング、リハビ
リテーションサービス、家事代行サービス、緊急救助サービス、家電設置・修理サービス、スピリ
チュアルサポートサービス、心理カウンセリングサービス等（包，2019）

19 社会学
護理

養老サービス

対象者：高齢者
内容：
生活ケア：清掃・衛生管理、睡眠ケア、食事ケア、排泄ケア、安全保護
技術護理：投薬、観察、消毒、温冷適用、護理記録、終末期ケア、応急処置、一般的な病気の治療
リハビリテーション護理：身体リハビリテーション、余暇活動
精神的ケアなど（人的資源社会保障部・民政部，2019）

20
医学
教育学

護理
対象者：高龄、失智失能の老人
内容：主に高齢者の基本的な食事、排便、快適な生活への護理
また、健康増進、疾病予防、急性・慢性疾患ケア、ホスピスケア、その他の護理サービス（李ら，2020）

21
社会学
教育学

介護
護理

対象者：自立生活ができない人
介護：日本語の語彙である。その説明は、自立生活ができない人のために、彼らの看護をし、日常生
活の世話をするというものである
「長期護理サービス」とほぼ同じ意味（張・朱，2020）

22 社会学
介護
護理

対象者：自立して生活することが困難な人
内容：日常生活の世話を基本とし、自立して生活することが困難な人に対する援助を行うものであ
り、その基本的な内容は、自立生活の支援、日常生活の実現、尊厳と基本的人権の尊重、自己実現の
援助である（趙・李，2020）

23 社会学
照護

養老サービス
対象：障害または認知症を持つ高齢者（失能・失智）
内容：生活照護、医療護理、リハビリテーション、支援サービス、ホスピスケアなど（杜ら，2022）

24
社会学
教育学

介護
護理

対象者：高齢者
内容：日常的な生活への照料、護理
ここで、日本の「介護保険制度」を「長期護理保険制度」と翻訳する（欒ら，2022）

25 社会学
介護
照護
護理

対象者：高齢者
内容：介護とは、高齢者のケア、護理である。具体的には、生活不自由な高齢者に対し、食事や日常
生活の世話、精神的な交流、護理ニーズへの対応などを援助すること
ここで、日本の「地域包括ケアシステム」を「社区総合照護システム」と翻訳する（付・劉，2023）

26 社会学
養老サービス
照護

対象者：在宅の高齢者
内容：生活ケア、基本照護、健康管理、訪問とケア、心の安らぎ、委ね、高齢化に伴う家族の住環境の
改造（民政部，2023）
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た日本の高齢者介護と類似する用語を整理し、それぞれの

対象やサービス内容などの基本的な要素を確認し、中国に

おける高齢者介護に類似する言葉の概念と定義をまとめた

ものである。（表3）
上記の表3から、中国で「介護」の対象者は基本的に高齢

者と定めている。中国における高齢者介護に関する文献研

究を通じて、高齢者介護という分野は時間の経過とともに

多岐にわたるテーマで展開されていることが確認できた。

高齢者介護に関する研究やアプローチは年々多様化してき

て、異なるキーワードや焦点が設定されており、特定の定

義やフレームワークに固定されることなく進展しているこ

とが明確した。

以前は「護理」や「看護」といった医学的なキーワードが

中心であったが、「養老サービス」という広義的な用語にわ

たって、最近では「照護」や「介護」、または「長期照護」、「長

期護理」など専門的、統合的な言葉に変わりつつある。

介護の基本要素は、健康や医療のみならず、社会的サ

ポート、物質的サポート、心理的支援など、多岐にわたる観

点から探求されている。これにより、高齢者のニーズや期

待により適切に応えるための研究が進行している。しか

し、これにより、介護の定義を明確することの重要性も益々

増加することが認識できた。

四、考察

日本の介護は、高齢者の生活支援を中心に据えて、日常

生活を維持・向上させることを重要視する。これには、日

常生活のサポート、入浴や食事の援助、移動支援などが含

まれる。また、リハビリテーションや日常の健康管理も重

要な要素である。また、高齢者の精神的な健康も重要視さ

れており、認知症へのケアやQOL（生活の質）の向上が考
慮されている。高齢者の健康問題や病気に対処するため、

医療的なケアや治療も提供されている。これには看護、薬

物療法、健康状態のモニタリングなどが含まれている。

中国では「老年護理」という用語が一般的で、「養老サー

ビス」という言葉が高齢者介護に関連し、高齢者の扶養と

ケアを指し、経済的面の意味がより強いである。「護理」は

元々医療用語で、ここでは看護や身体的なケアを指し、高

齢者の健康管理に関連する。「照護」は日常的なケア（中国

語で照顧、照料）と医療的なケア両方の意味を含め、おそら

く日本語の「介護」に一番近い言葉だと考えられる。

日本と中国の介護に関する要素を比較すると、生活支援

や医療的ケアは、両国の高齢者介護に共通して重要な要素

であり、高齢者の日常生活のサポートと健康管理は、両国

で共通の焦点である。しかし、言語と文化の違いにより、

用語が異なることがわかった。文化的背景により、家族に

よるケア、または家庭奉仕員や在宅サービスの利用がまだ

中国では普遍的であり、家族による「関心」が重要である。

日本では介護サービスの提供がより一般的である。これら

の違いは、文化、社会構造、および政府の政策に影響されて

いることだと考えられる。

日本は先進的な高齢化社会として、介護保険制度の導入

や介護の専門職の養成など、高齢者支援の体制を築いてき

た。しかし、中国とは文化や歴史的背景が異なるため、単

純な比較は難しい。それでも、日本の経験を参考にしつつ、

中国独自の高齢者介護の定義を洗い出し、その基本要素を

含む介護サービスの形を模索する必要がある。

五、まとめ・今後の課題

概念と定義の明確化は、一つの学問の研究と発展に非常

に重要な役割を果たす。これは高齢者介護の分野でも同様

である。「介護」の定義と基本要素を明確に把握すると、研

究者と実務者が共通の基準や言語で語り合うことが可能

で、これにより、研究の品質向上や専門家間のコミュニケー

ションが円滑になることができる。

また、明確な概念は、政策の策定やサービス内容の確認、

教育カリキュラムの設計などにおいて、方向性を示す指針

となる。これにより、高齢者福祉の向上やサービスの提供

が効率的かつ効果的に行われる可能性が高まることが考え

られる。

「介護」の社会化により、一般市民や関係者が「介護」と

いう言葉の意味や内容を共有することで、社会的な認識や

意識が統一され、高齢者に対する理解やサポートが増進さ

れることが実現できる。

明確な概念があることで、他国との比較研究や協力が容

易になり、これにより、国際的な知見やノウハウの共有、さ

らにはベストプラクティスの導入が進められる。

今後、中国の高齢化状況や介護の需要を配慮する上で、

文化と歴史的背景を尊重しつつ、国際的な基準や先進国の

知見を取り入れ、中国の高齢者介護への理解を深め、中国

独自の高齢者介護体系を形成していくことが期待される。

六、謝辞

本論文をまとめにあたり、ご指導いただきました東京福
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す。
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コロナ禍が保育に及ぼす影響 
－ 園の取り組みと子どもと保護者の変化についての3地域の比較 －

坂本真理子

東京福祉大学　保育児童学部（池袋キャンパス）
〒170-0013 東京都豊島区東池袋4-23-1

（2023年5月25日受付、2023年9月14日受理）

抄録：本研究は、コロナ禍が保育に及ぼす影響について、園の取り組みと工夫および保育者が捉えた子どもと保護者の変化

に焦点を当てて3地域の保育者を対象に質問紙調査を行い、298名から回答を得て比較、検討を行った。その結果、登園･降
園時の感染対策や保育者のマスク着用などについては実施率（回答率）が高く、地域差は認められず、概して十分に行われ

ていた。その一方で、休園は地域差が認められ、陽性者数の拡大が影響を及ぼしていると思われた。また、ICT活用にも地
域差が認められ、東京都内は ICT使用の割合が高く、保育者・保護者が ICTツールの扱いに慣れていると思われ、より効果
的な活用がうかがわれた。また、子どもの対人関係や行動については、コロナ禍前と比べて変化はあまり見受けられず､他

方、保護者の変化については「神経質になった」は東京都内と北関東で7割を占めるなど、子どもの変化に比べて大きいこ
とがうかがえた。

（別刷請求先：坂本真理子）

キーワード： COVID-19、保育･幼児教育、園の取り組みと工夫、子どもと保護者の変化、地域差

緒言

新型コロナウイルス感染症の2022年春からの感染拡大
は、保育・幼児教育にさまざまな変化や影響を及ぼすこと

となった。最も大きな変化は、感染拡大を防ぐため幼稚園・

保育所・認定こども園などが休園や登園自粛となり子ども

たちは一定期間自宅待機を強いられたことである。乳幼児

期の子どもにとって、コロナ禍の社会情勢や状況下はどの

ような影響を及ぼすのだろうか。この観点に立つとき感染

対策という制限下における日々の保育や行事のあり方を検

討し工夫することは、重要な事項であると思われる。また、

感染状況は地域によって刻々と変化していくため、園が位

置している地域や施設の構造、園の教育方針、保育者の考

え方などさまざまな要素を踏まえて、感染対策に取り組み

工夫することが求められる。

日本保育学会課題研究委員会は、「コロナ禍における保育

と子どもの育ちを考える」の課題に取り組み、予備調査か

ら明らかになったことを「Report2022」で報告している。
すなわち、行事中心から子ども主体の活動に変え、子ども

の好きな遊びが増加したこと、保護者との対面時間は短く

なり、保護者間の関係づくりや詳細な情報共有で困難さが

生じたことを指摘している（日本保育学会，2023）。
「子どもの日常を守る」という保育の質の検討は近年取

り上げられてきたが、コロナ禍を経験する中で改めて問わ

れている（杉村ら，2022；鈴木，2022；田中亨胤，2022）。守
随（2023）は、コロナ禍では密になって遊ぶなどの、これま
で守られていたことが揺らいでしまったと指摘し、コロナ

の感染を防ぐために社会から要請されたことが拮抗してし

まい、保育現場では様々な葛藤が生じたと述べている。さ

らに、庄司（2022）は、密になりやすい状況にあるため感染
対策は容易ではないことを指摘し、宇野（2023）は、登園自
粛要請が出されて自宅でタブレット・スマホ・YouTubeな
どへの子どものメディア接触が急増したことについて懸念

を示している。東京大学大学院教育学研究科附属発達保育

実践政策学センター（2020）は、コロナ禍の中での工夫や新
たな可能性について調査を行い、保育内容、保育環境、活

動・行事の見直しなどが、子ども主体の保育を進めること

に繋がったことを指摘している。また、概して子どもの様

子は変化が見られなかったが、保護者はコロナ禍の生活で

ストレスが高まったという認識であったと報告している。

他方では、保育園看護師の活動が今後期待されるという指

摘もある（安田，2022）。また、山本（2022）は、保育者のエ

東京福祉大学・大学院紀要 第14巻 第1-2合併号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare） pp25-32 (2024, 3)
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ピソード記録から、保育者が向き合った現実について「子

どもの様子」「新しい生活様式」「保護者」「保護者の気づき・

実践知」に分類している。西（2023）は、困難な状況の中で
もより良い保育のあり方を模索していく保育現場の努力と

工夫がみられることを指摘し、困難な状況下で子どもたち

とどのような生活をつくっていくかは保育者の専門性であ

り非常に重要なものである、と述べている。また、子育て

の孤立化を防ぐための子育て支援も行われている（山下・

中山，2021）。一方で、具体的な感染予防を遊びに取り組む
子どもたちの「たくましさ」「しなやかさ」についての指摘

もある（湯地，2022）。
保育現場においてマスク着用が保育において及ぼす影響

を取り上げた研究がある（七木田，2021；Crimon, C. et al., 
2023）。日本とフランスの保育者を対象とした研究
（Crimon, C. et al., 2023）では、日仏ともに言語量の減少、
言語の質の変化や非言語的手がかりの増加を報告してい

る。

保護者について取り上げた研究では、能條ら（2021）は、
コロナ禍における保護者の「困り感」に焦点を当て、屋外に

出られないことに関するものが突出して多く見られたと述

べている。COVID-19が保護者の「イライラ」などのネガ
ティブな養育態度を引き起こして心理的に追い詰められる

様子についての報告（眞田，2020）や、コロナ禍による生活
の変化で制限を感じて、母親は生活の満足度が低下してい

るという指摘（園田ら，2022）、子育て期におけるDVに及
ぼす影響について探った研究（小川，2022）もある。また、
岡本・岡田（2022）は、地域子育てセンターを使用する保護
者の相談から「コロナ不安期」「子どもの変化期」「気持ちの

転換期」の3つの段階が見いだされたと述べている。近澤
ら（2021）は、乳幼児も親も共にストレスを抱えており、他
者とのつながりが失われ孤立化する家庭があることや、家

族で過ごす時間が増えたため家族関係を見直すきっかけと

なった家庭もあると述べている。また、家庭生活では家事

負担増、育児ストレスによる虐待の可能性、家庭内暴力の

深刻化などの可能性を田中康雄（2022）は指摘している。
佐藤（2022）は、「子どもの育ちを止めない」「学びを止め
ない」ために「保育を止めない」で新しい保育の様式を構築

する大切さについて述べている。加藤ら（2021）は、保育者
の疲労が増している可能性を指摘し、国立精神・神経医療

研修センター精神保健研究所知的・発達障害研究部（2020）
は、子どもを育てている親の心の健康を大切にし、実家や

友人などとのつながりを維持することが必要であると指摘

している。

本研究では、3つの地域の保育・幼児教育の現場におけ
る感染対策をはじめ、行事や日々の保育の取り組みと工夫、

保護者との連携について調査し、比較・検討する。また、子

どもの対人関係や行動の変化についても調査し、新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大がどの様な影響をもたらすの

かを明らかにすることにより、子どもの遊びや園生活の変

容を捉える。さらに、親と子どもの関係や親の家庭事情、

親自身の変化も子どもの成長・発達に影響を及ぼすことか

ら、合わせて調査することで子どもの育ちを支えていくた

めの保育のあり方について検討することを目的とする。

研究対象と方法

1．研究方法

研究方法は、質問紙調査法である。

2．調査対象者

調査対象者は、北関東、東北、東京都内の3地域の保育所、
認定こども園に勤務している保育者であり、298名から回
答を得た。

3．質問項目

質問項目は、以下の3つの大項目および属性の計78問か
ら成る。

1．園の取り組みと工夫について（14側面）
　（1） 日々の感染対策（予防）についての5側面（例：毎朝、

登園前に各家庭で検温をお願いしている。）

　（2） 行事について（運動会、お遊戯会、お誕生日会等）の
2側面（例：行事は時間短縮で実施。）

　（3） 保育環境や保育の工夫についての4側面（例：接触
の少ない遊びを工夫している。）

　（4） 保護者との連携についての2側面（例：リモートで
の保護者会を開催している。）

　（5） コロナ禍のための休園等の有無についての1側面
（例：休園した。日数を記入）

1.の回答方法は、該当するものに〇を記入するようにし
た。

2． 子どもの変化について（対人関係、行動）（例：一人で
遊ぶことが多くなった。）

3． 保護者の変化について（園との関係、子どもとの関係、
保護者自身、家庭生活）（例：保護者がイライラするよ

うになった。）

2.および3.の回答方法は、「1,非常にそう思う」、「2,そう
思う」、「3,そう思わない」、「4,全くそう思わない」の4件法
であった。
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4．資料収集時期

資料収集時期は、2022年7月～8月であった。

5．手続き

質問紙票は、1部ずつ封筒に入れ各園に郵送し、回答記入
後に郵送にて回収した。北関東地区（5園）は170部配布し
103部を回収した（回収率60.6％）。東北地区（7園）は100
部配布し80部を回収した（回収率80％）。東京都内（9園）
は265部配布し115部を回収した（回収率43.4％）であった。

6．倫理的配慮

研究協力に対する同意を受けるに際して、事前に園長に

口頭及び文書にて、調査は任意なものであり、無回答また

は途中で回答を止めても不利益にはならないこと、プライ

バシーに配慮し、個人が特定されることは決してないこと

等を説明した。回答後の提出をもって、本調査に同意した

と判断した。なお、本研究は東京福祉大学倫理・不正防止

専門部会の承認を得て実施した（承認番号2022-05号）。

結果

1．園の取り組みと工夫の14側面

園の取り組みと工夫の14側面の結果は、以下の通りで
あった。

① 登園・降園時の感染対策　　登園・降園時の感染対策に

ついては回答率が高い項目が多く、それらの項目では地

域差がなく、概して十分に行われていた（図1-1）。
② 昼食時の感染対策　　「食事前に子どもの手洗い」は高

い回答率であったが、「手指の消毒」は行っていない地域

があり、地域差が認められた。

③ 保育者のマスク着用　　「保育中はマスクを外さない」

は3地域とも9割の高い回答があり、地域差は認められ
なかった。コロナ禍において、保育者のマスク着用は定

着していると言えるだろう。

④ ソーシャルディスタンス　　「子ども同士や子どもと保

育者との距離を離す」で地域差が認められ、「これまで通

りのやり方での保育」の回答も見受けられた。特に乳児

に対しては日々の園生活の中で基本的な生活の援助をし

なければならず、保育者と子どものソーシャルディスタ

ンスは取りにくいと思われる。

⑤ 接触感染対策　　「手指・環境衛生」の項目で地域差が認

められた。子どもの年齢によるクラスの違いが反映して

いるのではないかと思われる。

⑥ 行事　　「全面中止」は東京都内で若干の回答があった

が、北関東と東北では全くなかった。3地域とも、概して

学年別や時間短縮等の工夫をしながら行っていることが

明らかとなった。

⑦ 保護者参観　　行事における保護者参観では、3地域と
も人数制限や場所を指定して参観を実施していた。しか

し、東京都内では参観を中止した期間もあり、陽性者の

増加に伴うものと思われ、地域差が認められた。

⑧ 玩具　　「降園後の消毒の徹底」は、3地域ともに行われ
ており地域差は認められなかった。しかし、「使用済みと

未使用を分ける」「手作りおもちゃを作成」には地域によ

る差が認められた。その要因は、子どもの年齢による対

応の違いが反映しているのではないかと思われる。

⑨ 遊び　　「屋外活動を増やす」「プール遊びに替えて水遊

び」では、東北において7割強の回答があり地域差が認
められた。北関東と東京都内は、子どもの遊びや遊びの

場、遊びに適切な環境について、コロナ禍の前と比べて

変更幅は小さい模様である（図1-2）。

図1．園の取り組みと工夫
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⑩ 保育形態　　「コーナー保育」の取組には地域差が認め

られたが、概して3地域とも感染予防に配慮しながら子
どもが楽しめるような保育の工夫を行っていたと思われ

る。

⑪ 教職員の資質向上（研修会や会議）　　研修会・会議にお

ける ICTの活用は、東京都内の回答率が高く、積極的な
活用を行っていて保育者が ICTツールの扱いに慣れてい
るのではないかと思われる（図1-3）。
⑫  保護者との連携（電話、メール、SNS、リモートの活用） 

リモート活用は東京都内での積極的な活用が認められ

た。園側のみならず ICTツール使用の扱いに慣れている
保護者も多いことが推測され、スムーズに行われていた

のではないだろうか（図1-4）。
⑬ 紙媒体による「園だより」　　臨時版をあえて発行せず、

通常版の中に園の現状や感染対策の取り組みを記載して

活用していたことがうかがえた。

⑭ 休園あり等　　登園自粛は、概して3地域で行われてい
た。休園に関しては、東京都内で回答率が高く、陽性者

数の地域差が反映していると思われる。

2．子どもの変化

子どもの変化について①対人関係の変化と②行動の変化

の結果は、以下の通りであった。

① 対人関係の変化　　「保育者と一緒にいたがるように

なった」（図2-1）は、「そう思わない」「全くそう思わない」
を合わせると北関東74%、東京都内65%であるが、東北
は「非常にそう思う」「そう思う」を合わせて42%であり、
地域差が認められた。しかし、「子ども同士のスキンシッ

プが減った」（図2-2）「甘えることが増えた」（図2-3）「保
育者とのスキンシップが減った」（図2-4）は、「そう思わ
ない」「全くそう思わない」を合わせると3地域とも63%
～89%で過半数を占めていて地域差は認められなかっ
た｡したがって、コロナ禍の前と比べて、子どもの対人関

係に大きな変化は認められなかったと言えるだろう。

② 行動の変化　　「集中力が低下した」（図3-1）は、東京都
内で「そう思わない」「全くそう思わない」を合わせて

79％、他の2地域では6割であり、地域差が認められた。
「落ち着きがなくなった」（図3-2）は、「そう思わない」「全
くそう思わない」を合わせると3地域とも59%～78%で
あり、地域差は認められなかった｡「同じ行動を繰り返す

ようになった」「寝つきが悪くなった」「一人でいること

を不安がるようになった」「食欲が低下した」「便秘になっ

た」「頻尿・おもらしが増えた」では、「そう思わない」「全

くそう思わない」を合わせ3地域とも80%～90％であり、
地域差は認められなかった。したがって、概してコロナ

図2．子どもの変化：対人関係

図3．子どもの変化：行動
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禍の前と比べて、子どもの行動に大きな変化はなかった

と言えるだろう。　

3．保護者の変化

保護者の変化について①園との関係の変化、②子どもと

の関係の変化、③保護者自身の変化、④家庭生活の変化の

結果は、以下の通りであった。

① 園との関係の変化　　「相談が増えた」（図4-1）は、東京
都内と東北では「非常にそう思う」「そう思う」を合わせ

て過半数を占め、「感謝が増えた」（図4-2）は、3地域とも
過半数を超えていることから、コロナ禍の中で保護者か

らの相談に応えながら日々の保育に精進する園や保育者

の姿勢に、保護者が感謝する気持ちが増えたことがうか

がえる。

② 子どもとの関係の変化　　登園自粛期間中の家庭での過

ごし方として「テレビやビデオ、スマホやタブレット」の

使用が増えたことが明らかとなった（図5-1，図5-2）。一
方で、父親・母親が「子どもと遊ぶ時間が増えた」（図

5-3，図5-4）は、「非常にそう思う」「そう思う」を合わせて
4割を超えており、親子で触れ合う時間も増えたことが
うかがえる。

③ 保護者自身の変化　　「神経質になった」（図5-5）は、「非
常にそう思う」「そう思う」を合わせると東京都内と北関

東で7割であった。その他の項目では、「そう思わない」
「全くそう思わない」の回答が過半数を占めており、地域

差は認められなかった。コロナ禍の前と比べて、保護者

自身の変化は子どもの変化と比べると変化があったと言

えるだろう。

④ 家庭生活の変化　　「父親が家事に協力的になったよう

だ」は、「非常にそう思う」「そう思う」4割、「そう思わな
い」「全くそう思わない」6割であり、また「時間に余裕が

できたようだ」は2/3が「そう思わない」「全くそう思わな
い」と回答していて、地域差は認められなかった。

考察

本結果から、登園・降園時の感染対策や保育者のマスク

着用などについては回答率が高く、地域差は認められず、

概して十分に行われていたことが明らかとなった。その一

方で、休園や休園中の ICT活用などについては地域差が認
められ、陽性者数拡大の地域差が影響を及ぼしていると思

われた。東京都内では、保育者および保護者が ICTツール
の扱いに慣れていることから、より効果的な活用が行われ

ていることがうかがえた。

保育者の研究や研修について全て遠隔形態となりビデオ

通話や共有フォルダ等の活用となったという報告（濱田，

2021）や、ICTの活用は家庭とのコミュニケーションとし
ても新たな保育方法として利用されたという報告（三宅，図4．保護者の変化：園との関係

図5．保護者の変化：子どもとの関係・保護者自身の変化
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2022）から、本結果と合わせると、ICTの活用が急速に進ん
でいることがうかがえる。このような動きをもとに、坂上・

常田（2022）は家庭への新しい支援の形の模索について提
言している。

また、3地域の保育・幼児教育の現場において、感染予防
に留意しつつ子どもの安全な園生活や、心身の育ちを守り、

通常通りの保育をめざして保育を行っていることがうかが

われた。3地域の保育・幼児教育の現場では、共通して子
どもたちへの愛情と使命感が感じられ、各園の保育の理念

や建学の精神のもと、様々な取り組みや工夫が行われてい

ることが実証的に明らかになった。

多くの子どもたちは逆境的環境の中でメンタルヘルスを

維持しており、コロナ禍が子どもたちのメンタルヘルスを

一律的に悪化させたとは言い難いという足立（2022）の報
告や、新型コロナウイルスによるパンデミックが子どもの

社会情緒的行動にはあまり影響を及ぼしていないという萩

原ら（2022）の指摘と、本研究結果はおおよそ合致している
といえるだろう。

したがって、コロナ禍の前と比べて、子どもの変化はあ

まり見受けられず、概して大人の変化の方が子どもの変化

に比べて大きいと言えるのではないだろうか。

コロナ禍の状況は、当初の予想以上に長期化している。

こうした中で、子どもの心身の育ちへの影響や安全・安心

な園生活を保障し、子どもの育ちを支えていく保育の質の

向上に関心が高まっている。守随（2023）は、コロナ禍のよ
うな生活の変容を迫られる事態は急に発生するが、その影

響は短いスパンで見切れるものではないことを指摘してい

る。

他者の表情を真似るなどの経験が重要である乳幼児期に

おいて、保育者のマスク着用が子どもの対人認知や対人関

係の形成に対して将来的にどのような影響を及ぼすことに

なるのか、また、黙食の勧めなどの通常の保育ではない状

況が子どもの発達に及ぼす影響等については現時点で判断

することはできず、今後長期的な視野の下で見守る必要が

あると思われる。

結論

登園・降園時の感染対策や保育者のマスク着用は地域差

がなく回答率は高かったが、登園自粛や休園中の ICT活用
については地域差が認められた。子どもの変化は、現時点

においてはほとんど認められないが、子どもに比べて保護

者の変化は若干認められたと言えるだろう。しかし、コロ

ナ禍の下で保育者のマスク着用や食事やおやつ時の黙食な

ど、それまで当たり前であった保育の状況は変化している。

それが子どもの発達に及ぼす影響については、今後長期的

な視野の下で見守る必要があるだろう。
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Impact of COVID-19 on Childcare:  
A Comparative Study of Preschool Initiatives and the Changes Observed in  

Children and Guardians in Three Regions

Mariko SAKAMOTO

School of Childcare and Early Childhood Education, 
Tokyo University and Graduate School of Social Welfare（Ikebukuro Campus） 

4-23-1 Higashi-Ikebukuro, Toshima-ku, Tokyo 171-0013, Japan

Abstract :  This study examines the impact of COVID-19 on childcare while focusing on the efforts and initiatives under-
taken at preschools, as well as the changes in children and parents as perceived by caregivers in three regions. A question-
naire survey was administered to 298 caregivers, and their responses were examined and compared. The results show a high 
implementation rate (response rate) of infection prevention measures taken at the time of arrival at and departure from the 
school, and masking among caregivers, with no regional differences, which indicates that the measures were generally well 
implemented. In contrast, we found regional differences in the number of preschool closures, suggesting that the number of 
positive cases had an impact. Further, regional differences were also present in the adoption of ICT, with a higher percentage 
of ICT use observed in Tokyo, suggesting that caregivers and parents are more familiar with ICT tools and use them more 
effectively. Although we observed little change in the children’s interpersonal relationships and behavior compared with that 
before the spread of COVID-19, approximately 70% of respondents from the Tokyo metropolitan area and the northern 
Kanto area selected “became more nervous,” indicating a greater change in parents than in children.
(Reprint request should be sent to Mariko SAKAMOTO）

Key words : � COVID-19, Early Childhood Care and Education, Preschool Initiatives, Changes in Children and Guardians, 
Regional Differences
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1　緒言
　

文部科学省の発表（2022）によると、2021年4月～12月
に新型コロナウィルス（以下、コロナ）の影響で全国の国公

私立大学と短大、高等専門学校を中退した学生は1937人
で、前年同時期より570人増え1.4倍になったことが明ら
かになった。また、コロナの影響による中退の詳しい理由

については、「学生生活不適応や就学意欲の低下」（30.3％）
が最も多かった。山根ら（2021）の報告によると、2020年5
月の時点で学生が抱える健康・生活の不安は「先行きが見

えない不安」（65.5％）が最も多かった。健康不安の中には、
3.3％と少ないながらも「気持ちが不安定である」と実際の
精神的な不安を訴える学生が存在した。また、結城ら

（2021）は、遠隔授業の受講が、学生の精神的健康にどのよ
うな影響を与えるのかについて検証するため、2020年5月
（第1回）と9月（第2回）という2時点のパネルデータを比
較した。その自由記述には、全体として「不安」「悲しい」「怖

い」といった否定的な用語が頻繁に使用されていたことを

報告している。

重村ら（2020）によると、CBRN（chemical, biological, 

radiological, nuclear：化学・生物・放射線物質・核）による
緊急事態は「特殊災害」と呼ばれ、その脅威が目視できない

ゆえに、従来の自然災害（地震・洪水など）と比べてはるか

に社会的混乱を及ぼすという。加えて、将来への健康不安

が持続する中「主観的な健康感」が低下しうるという。

本学でもこの3年間、「全面オンライン授業」を実施し、感
染状況に応じて「ハイブリッド授業」とした時期はあった

ものの、学生が教員や友人と交流する機会は大幅に減少し

ていた。事実、この期間中、対面授業に一度も参加してい

ない学生も存在し、入学後、健康診断で数度登校したのみ

で、4年生に進級している例もある。遠隔授業下での3年間、
学生生活で孤独や不安を感じていたり、健康不安を感じた

りしていても、相談できなかったこともあり得る。電話相

談やHPからの教育相談への申込み等の手段では、声を上
げた個々の状況は見えても、全体像を把握できているとは

言えない。

こうした中、2023年度は全面対面授業が開始されるが、
これまでの学生状況を把握した上で、適切なフォローアッ

プが求められるだろう。特に、人と会うことや日々の行動

を制限されてきた状況下で、学生が感じている健康問題や

東京福祉大学・大学院紀要 第14巻 第1-2合併号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare） pp33-41 (2024, 3)

遠隔授業下での学生自身が実感している健康 
－ テキストマイニングによる分析から －

濵野ゆうり＊１・飯田昌男＊２

＊1 東京福祉大学 保育児童学部（池袋キャンパス）
〒171-0022　東京都豊島区南池袋1-22-1-3階

＊2 東京福祉大学 保育児童学部（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831　群馬県伊勢崎市山王町2020-1

(2023年5月25日受付、2023年11月9日受理）

抄録：新型コロナウイルスの影響で大学生活は急変した。本学でも遠隔授業が実施され、学内行事やサークル活動は中止、

もしくは制限のある中で行われた。人との交流が極端に少ない状況下での学生生活が続く中、学生は自身の健康状態をど

のように感じているのだろうか。そこで本研究は、科目「健康・スポーツ」の最終授業後の振り返り（自由記述）を手がかりに、

学生自身が感じている健康の現状と今後の健康課題をテキストマイニングの手法によって可視化した。その結果、運動の

不足を実感しており、その解決策については、具体的な施策で改善するという目標が明確になった。しかし一方で、「睡眠」

は「時間」「リズム」「思考」などの言葉と強く結びついており、遠隔授業下での生活リズムや睡眠時間について課題を抱えて

いることが明らかになった。本研究で明らかになった内容は今後の学生支援の一助としたい。

（別冊請求先：濵野ゆうり）

キーワード： 大学生、遠隔授業、科目「健康・スポーツ」、自由記述回答、テキストマイニング 
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不安傾向について理解することは、今後の学生指導におい

て有益な資料といえる。

本学の総合教育科目「健康・スポーツ」の学習目標は、1）
自分の現在の体力を客観的に知る方法を理解するとととも

に他の対象者に関する的確なアドバイスができるようにす

ること。2）人が健康に生活するためには、実に様々な要素
が関連しあって成り立っていることを理解し、自らが実践

できるようにする、となっている。そこで、この目的に沿っ

た講義を受講後、学生が自身の健康状態をどのように感じ

ているか、今後の健康課題をどのようにとらえているかの

自由記述式回答を分析し、学生の現状を検証することとし

た。小野（2020）は、複数回の授業内容に関し振り返りコメ
ントのリフレクションシートについて、テキストマイニン

グの手法を用いて分析している。その結果、学生が自分の

中で変化した部分をより明確化できるとしている。自由記

述式回答をテキストマイニングによって分析することは、

「情報の中から、目的にあったテキストや文書を検索収集

し、それらの間に潜在する関連性を分析、隠れた意味のあ

る類似性を発見し類型化できる」としている。また「それ

らを要約、視覚化し、理解可能な情報に変換するなどを行

い、新たな知見や知識を得る」（大隅・保田 ,2004）のに有意
義な方法であることも報告されている。そこで本研究は、

最終授業後の振り返り自由記述を手がかりに、学生自身が

感じている健康の現状と今後の健康課題をテキストマイニ

ングの手法によって可視化し、今後の学生支援の一助とす

る。

2　研究対象と方法

2-1　目的

本研究では、遠隔授業を経験してきた本学の学生が、自

身の健康状態をどのように感じているか、そして、今後自

らの健康課題についてどのように考えているかを検証し、

これからの学生指導に必要な課題について明らかにするこ

とを目的とする。

2-2　方法

2-2-1　対象者
東京福祉大学王子キャンパスで開講している総合教育科

目「健康・スポーツ」を履修した学生54名を対象とした。
このうち、調査協力が得られた44名を分析対象とした。
2-2-2　調査内容
対象者に総合教育科目「健康・スポーツ」15回目の授業

後、「1：自身の健康状態」「2：今後の自身の健康課題」を各
問800字程度の自由記述による回答を求めた。

2-2-3　調査方法
2022年1月31日～2月10日に実施した。自由記述式課
題を各自がWord文書で作成、保存したデータをGoogle 
Foamに添付する方法で提出し、回答を得た。
2-2-4　分析方法
テキストマイニングソフトウエアであるKH Coder 3を
用いて計量テキスト分析を行い「抽出語リスト」「共生ネッ

トワーク」の方法で可視化した。

2-2-5　倫理的配慮
本研究は、東京福祉大学倫理委員会の承認を受けて実施

した（東福大倫審2022-4号）。対象者には、研究の趣旨と
目的を文書で説明し、研究の協力を依頼して了承を得た。

対象者には、研究趣旨、目的、調査協力の任意性と撤回の自

由、協力するか否かによって、今後の成績など学業の評価

に一切の不利益が生じない事やプライバシーの保護、調査

結果の公表方法について、口頭と文書で説明し、署名によ

る参加の同意を得た。

3　結果

3-1　調査対象基本的属性

対象者44名は、学年（4年1名 , 3年14名 , 2年13名 , 1年
16名）、性別（男23名 , 女21名）である。

3-2　テキストマイングによる結果

3-2-1　分析対象用語と単語の出現回数
「自身の健康現状について」の記述では、総抽出語数（分

析の対象となった単語の延べ数）が2816語、異なり語数（単
語の種類）が619語であった。表1は出現回数上位1～81
位までの語である。「今後の自身の健康課題について」で

は、総抽出語数が9517語、異なり語数は1302語であった。
表2は、上位1～97位までの語である。KH Coderにおける
品詞の判別にはCha Senの形態素解析の結果が利用されて
いるため、助詞や助動詞はその他として区分けされる。ま

た、形容詞や動詞など活用のある語を抽出する際、それら

の語を基本形に直して抽出する使用になっている。（※

例：「思う」＝「思う」＋「思い」：「感じる」＝「感じる」＋「感

じ」）なお、抽出語リストから、元データに表記されている

「筋力トレーニング」「筋肉トレーニング」「筋トレ」は、同様

の意味と理解しKH Coder 3のプラグイン機能を使用し「筋
トレ」に統合した。

紀要14-05_033-041_報告-2-濵野ゆうり_kk.indd   34紀要14-05_033-041_報告-2-濵野ゆうり_kk.indd   34 2024/04/25   18:10:202024/04/25   18:10:20



34 35

 遠隔授業下での学生自身が実感している健康

3-2-2　コロケーション統計
抽出語リスト上位の単語が、原文でどのように使われて

いるかを知るには、例えば、表1の1位である「運動」から
検索すると、前後の文脈が表示される。さらに、特定の語

（ここでは「運動」）の前後にどのような語が含まれている

か、その数と位置関係を確認することができる。表3aは、
「自身の健康状態」抽出語1位「運動」の左右5語に含まれて
いる語の数である。この機能を「コロケーション統計」と

いう。コロケーション統計のスコアは、左右の近い位置に

あるほどウエイトが高く計算されるため、順位の決定は、

スコアが高い順となっている。「自身の健康状態」の出現

回数が上位である1～5位から「運動」「健康」「時間」「不足」
の4つのコロケーション統計を行った結果が、a～dである。
「時間」と同数の出現回数である「生活」は、3-3-4の共起ネッ
トワークで取り上げたい。

表 1 　 抽出語リスト「自身の健康状態」
　　　（上位 1～81 位）
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3-3-3　原文での文脈確認
抽出語リストに表示されている語は、原文でどのように

使われているかを確認することができる。表１「自身の健

康状態」の抽出語では、動詞としては「思う」「感じる」「考

える」の3語の出現回数が多かった。この3語について、前
後の文脈を確認したところ、「思う」「考える」の2項目につ
いては、認められなかったが、「感じる」の前後に44名中4
名ではあるが、「心の不調」2名「精神的に辛い」1名「心のゆ

とり」1名がなくなったとの記述があった（表4）。「広辞苑」
（第6版）によれば、「感じる」は「①刺激をうけとる。②心
に思う。」とされている。したがって、遠隔授業下での環境

が刺激となり、学生の心にマイナスの変化を感じさせた可

能性が示唆される。その他、「運動の不足を感じた」や「リ

モート授業で外に出るのが億劫になってしまい、身体の不

調につながるという悪循環に陥ってしまったと感じる」と

いった記述もみられた。

表4　「感じる」前後から抜き出した記述

前 後

に少ない睡眠時間だったと思う。それにより、
心のゆとりは普段よりなくなっていると

感
じ
る

感
じ

ています。心の不調が原因で外に出るのが

億劫になってしまい、体の不調

夜遅い時間まで起きていることが増えたこと
から、精神的に辛い時間も増えたように

感
じ
る

で運動不足により、体の不調ももちろんです
が、心の不調も訴えやすくなったように

感
じ
る

3-3-4　共起ネットワーク
共起ネットワークでは、文章中に出現する語と語が共に

出現する（共起する）関係性を捉えることができる。円が

大きい程、出現回数が多いことを表している。語と語が線

で結ばれているかどうかが共起性や関連性の有無を表し、

線の太さが関連の強さとして表現されている。（図1・図2）
図1と図2の共起ネットワークでは、表出する言葉の量
をバブル（量）の大きさで、他の語とのつながりを線の太さ

で示しているので、バブルの位置関係のまとまりをG1～

G6のグループに分類した。
図1「自身の健康状態」では、G1「授業－外－出る」は、遠

隔授業で外へ出る機会が限られたこと。G2「生活－時間」
の具体的な文章は、「生活時間の見直し」「不規則な生活」と

いう記述が見られた。G3「運動－不足」とともに、G4「身
体－活動－落ちる－不調」の連鎖を感じていることが明ら

かである。その上、G5では「食生活－バランス」が気にな
ると共に「リズム－乱れる－少ない」といった傾向も感じ

られる。そして、G6では「体力」の「衰え」を「感じ－筋力

運動 個数 左 右 スコア
1 不足 16 1 15 15.25
2 ない 8 4 4 3.06
3 機会 5 2 3 1.75
4 減る 2 1 1 1.25
5 睡眠 3 3 0 1.2

a　表1上位「運動」の左右5語 b　表1上位「健康」の左右5語
健康 個数 左 右 スコア

1 状態 5 0 5 5
2 現状 5 0 5 2.5
3 自身 5 5 0 2.5
4 診断 2 0 2 2
5 今 3 3 0 1

c　表1上位「時間」の左右5語
時間 個数 左 右 スコア

1 睡眠 5 5 0 5
2 起きる 4 2 2 2.2
3 時間 8 4 4 2.06
4 起床 3 2 1 2
5 眠 3 2 1 1.75

d　表1上位「不足」の左右5語
不足 個数 左 右 スコア

1 運動 16 15 1 15.25
2 睡眠 2 2 0 2
3 ない 5 3 2 1.56
4 挙げる 3 1 2 1.25
5 寝る 1 0 1 1

表3　コロケーション統計結果　抽出語リスト「自身の健康状態」上位の単語4つ
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図１　「自身の健康状態」の共起ネットワーク

図2　「今後の自身の健康課題」の共起ネットワーク
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－筋肉－現状」を問題点として挙げている。このことから、

運動不足や生活時間の乱れから、食生活のバランスやリズ

ムも乱れ、体力や筋力の衰えも感じられるといった健康状

態が明らかになった。図１のG2「生活－時間」前後の文章
を具体的に見ると、「入眠時間がバラバラで生活リズムが乱

れてしまい、度々自律神経失調症になり」や「生活リズムの

乱れがあり、起床時間も入眠時間もバラバラである」、また、

「昼夜逆転の生活などで睡眠時間が正常範囲ではないなど、

客観的に見ても不規則である」などの記述が見られた。

図2「今後の自身の健康課題」でも、図1と同様にバブル
の位置関係のまとまりをG1～G5のグループに分類した。
G1「日常－歩く－取り入れる」、G2「散歩－出る－外－週」
という関連が見られた。G3では、「運動－不足－増やす－
改善－思う」といった改善への意思とみられるネットワー

クがあった。G4「時間－睡眠－生活－リズム－考える」で
は、「睡眠」と「時間」が密接に関係していた。G5では、「食
生活－習慣－野菜－毎日－食べる」とあり、食習慣につい

ての関連語が連なっていた。

4　考察

本研究の目的は、コロナ禍において遠隔授業の受講を余

儀なくされた学生が、自身の健康の現状をどのように感じ

ているか。そして、今後の健康課題をどう捉えているのか

について、自由記述を手がかりにテキストマイニングの手

法によって明らかにすることであった。まず、「自身の健康

状態」について検討した後に、「今後の健康課題」について

検討し、最後に本研究で得られた知見の教育現場での活用

について考えていく。

4-1　学生自身が考えている「健康の現状」について

表1と表2の抽出語リストとその関連語からも見える通
り、「運動」と「不足」の関連は強い。高校卒業後は、強制的

に運動を強いられる機会は無くなり、通学で移動する必要

がなくなった遠隔授業下では、主体性を持って動く機会を

作らなければ、全く運動の機会がない事を実感している結

果と言えよう。表3のコロケーション統計では、「運動」が
「不足」と、「時間」と「睡眠」が強固なつながりを持っている。

さらに、学生が睡眠や運動の不足とともに「感じる」こと

は、表4の通り、4名が「心の不調」に関わる表現を記述して
いる。具体的には「少ない睡眠時間により、心のゆとりが

なくなった」「夜遅い時間まで起きていることから精神的

に辛い時間が増えた」「運動不足により身体の不調はもち

ろんだが、心の不調も感じやすくなった」「心の不調が原因

で外に出るのが億劫になり体の不調も感じる」である。

これらの結果から、健康の現状として一番に挙げられる

のは「運動不足」だが、自身の健康問題としては、良質な「睡

眠」が取れていないという点が明らかになった。

4-2　今後の自身の健康課題について

科目「健康・スポーツ」の到達目標を意識し学習したせい

か、学生は、自身の健康状態を分析した後、具体的な健康課

題を明記している。図2のG3では、「運動不足を改善する
ため、運動を増やす」ことを目標とし、運動量を増やすため

の方法として、「1日最低7000歩歩き、運動を習慣化する」「1
日に20～30分くらいの散歩やウォーキングを習慣化すれ
ば運動不足を改善できる」「運動不足解消を目的として心

拍数140程度を目標にウォーキングをし慣れてきて運動も
習慣化されたら、脂肪燃焼も意識して心拍数170程度を目
標に運動していきたい」「週2～3日散歩をしているができ
れば毎日太陽を浴びて散歩をすることを習慣化したい」等

具体策の記述がみられた。これらの記述は、G3「運動－不
足－増やす－改善－思う」の関連性からも読み取ることが

できる。G4では、「睡眠」と「時間」が密接に関係しており、
その中で最も大きなバブル（量）が「時間」となっている。

具体的な文章としては「睡眠時間が不規則であり、睡眠の

質が良くないと考えている」や「睡眠時間を充分にとり、睡

眠の質をあげられるように生活を変化させたい」「現段階

では睡眠時間が少なく質が悪くても健康に害はないが、こ

のような生活を続けていくと将来身体を壊してしまう恐れ

がある」等の記述があった。良質な睡眠をとりたいと考え

てはいるが、そのための具体策についての記述はなかった。

G5の具体的な記述では、「毎日同じ時間に食事をする」「毎
日野菜を食べるようにする」「3食とることだけでなく栄養
バランスに気をつける」「朝から健康的な朝ご飯をしっか

り食べる」というように自身の食習慣を見直すための方策

が挙げられていた。

4-3　遠隔授業が学生へ与える影響について

山根ら（2021）は、コロナウイルス感染拡大の影響による
学生の健康・大学生活・日常生活（経済面）における不安や

ニーズの実態調査結果として、経済抗不安群の割合が高く

（40.6％）、大学への要望としても「経済援助の充実」が最も
高かったとしている。それに対して、「健康」に関する不安

や心配があるとした学生は3.3％と少なかったが、健康不
安の中では、「気持ちが不安定である」といった精神的な不

安を訴える学生がいると述べている。

一方、結城ら（2021）は、遠隔授業によって「長時間画面
を見続けることによる健康被害」に不安を抱く学生がいる

ことを報告している。目にかかる負担やそれに伴う頭痛や
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腰痛などの身体的不調が精神的健康に深く関わることは、

これまでさまざまな研究で指摘されている。この研究で

は、学生の自由記述欄において、それらの症状の訴えが多

数あったと記している。

2020年以降、多くの行動制限があったために急変した大
学生活全般における学生の健康や生活状況についての研究

報告は、基本的には、質問回答形式による定量調査で一部

記述式の形で実施されたものである。しかし、本調査では、

対象者全員が自由記述で回答し、その分析結果から得られ

る定性情報からの知見である。自由記述の文章情報の中か

ら、潜在する関連性を分析し、隠れた意味のある類似性や

パタ－ンの探査、特徴づけを行った。この方法で得た情報

として特筆すべきことは、学生が「睡眠」について試行錯誤

している傾向が見られたことである。「睡眠」「時間」「考え

る」という語が強く結びついていることから、睡眠時間に

ついて考えている現状が認められた。

中原・池田（2021）は、緊急事態宣言下の新入生を対象に
身体活動状況と精神的健康度を調査した結果、自宅で過ご

す時間が増えたことから、1日の平均歩数は減少したが、睡
眠時間が1時間程度長くなったことが考えられると報告し
ている。本学の学生では睡眠時間を調査していないため、

時間の長短を比較することはできない。しかし、たとえ睡

眠時間が延びていたとしても、調査対象者44名中14名
（31.8％）が、睡眠についての課題を挙げていた。例として、
「睡眠時間が短く、質が悪い」「睡眠不足が課題である」「質

の高い睡眠がとれるようにしたい」「アルバイトのある日

は朝4時過ぎに起きるため、毎日早めに眠りについていな
いと睡眠不足になってしまう」等であった。学生は、「睡眠」

状況について満足しておらず、図2の G4で「時間－睡眠－
生活－リズム－考える」の関連語からみられるように、改

善しようと考えている様子は推察できたが、運動不足を改

善するための具体策のように、より良い睡眠をとるための

具体策についての記述は見られなかった。

共起ネットワークでは、図1、図2ともに一番大きなバブ
ル（量）とつながりは、「運動－不足」であった。図2では、
解決策に通じるG3「増やす－改善－思う」という語のつな
がりが明らかになった。これは、「健康・スポーツ」の授業

の中で、遠隔授業でも実施できる運動をその場で実施した

り、高齢者や幼児など年齢に応じた運動の方法について学

んだりしたため、学生自身が自分の状況にあった具体策を

立案できたと、解釈してよいのではないだろうか。一方、

睡眠については、その重要性は把握していながら、良質な

睡眠を促す具体的な方法について、自ら対策を講じること

ができなかったと推測された。

以上のことから、遠隔授業下の健康課題について、学生

自身が一番自覚しているのは、運動不足であった。しかし

同時に、今の自分の課題解決に向けてより良い具体策を記

述できていた点は、科目「健康・スポ－ツ」の学習効果が感

じられる結果であった。

4-4　今後の学生支援について

本調査では、コロナ禍での外出制限や数年にわたる遠隔

授業等、これまで経験したことのない環境が学生の健康に

与える影響について着目し調査した。しかし、結果として

見えてきたことは、コロナ禍での環境の変化による影響だ

けでなく、大学生（18歳以上）となったことでの環境の変化
で生じた影響とも考えられる。高校生までは、学生自身の

健康増進に関与する環境が必然的に存在していたが、高校

を卒業することや18歳以上になることで、本人が意図して
いなくても守られてきた健康環境が、変化していくという

事実である。例えば、身体を動かす時間については、高校

まで必須であった「体育」（週2～3回）の授業がなくなった。
また、アルバイトが可能な時間帯においては、18歳を境に
夜22時～早朝5時までの深夜時間帯にも働くことができ
るようになった。つまり、「運動不足」や「睡眠」に課題を感

じている背景には、このような環境の変化が少なからず影

響しているのではないだろうか。

すなわち、今後の学生支援においては、遠隔授業下でな

くても起こり得る「運動不足」と良質な「睡眠」を求めてい

る状況を広く共有し、解決策を講じていく必要がある。特

に「睡眠」については、自己解決できていない傾向が散見さ

れた。したがって、「睡眠」に関する情報や具体策等を学生

支援対策の一つのテーマとして、様々な場面で講じていく

ことが望まれる。

一方で、学生自身が課題としていた「運動不足」について

は、科目「健康・スポーツ」の『1）自分の現在の体力を客観
的に知る方法を理解するととともに他の対象者に関する的

確なアドバイスができるようにすること』という学習目標

のように、自分を対象者と見立て、自身の生活に合った具

体策を考えている様子が、共起ネットワークによる分析か

ら見えてきた。このことは、科目「健康・スポーツ」が学生

の健康増進へプラスに関与していることを示唆している。

大学生活では、誰に縛られることなく自由に行動できる

反面、「自己選択・自己決定・自己責任」を常に意識し、自己

管理能力を高めていく事が重要である。したがって、科目

「健康・スポーツ」は、学生の自己管理能力を高めるために

有意義な学びであるといえる。一つの解決策として、学生

自身が健康を保持増進するための知識を担保するために

も、総合教育科目：健康教育科目：選択必修3科目のうちの
1科目である「健康・スポーツ」の履修を勧めたい。
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4-5　本研究の限界

本研究の対象者である44名は、王子キャンパスに所属
し、科目「健康・スポーツ」に関心のある学生であった。し

たがって、運動や自身の健康増進について肯定的に捉えて

いるといった偏りがある可能性は否定できない。遠隔授業

下の影響は、全面対面授業となった後、すぐ改善するとは

言えない。今後は、学部学科に偏らない形で対象学生を増

やし、詳細な検討を行うなど、さらなる継続的な研究の必

要がある。

5　結論

本研究では、東京福祉大学に所属する学生が、遠隔授業

下で実感している自身の健康状態と今後の健康課題につい

て自由記述した文章をテキストマイニングにより分析を

行った。

健康状態において実感している問題は、運動不足と生活

時間であり、身体活動が落ちることで不調を感じているこ

とが明らかになった。健康課題としては、運動を改善した

り、増やすために、歩くことを日常に取り入れたり、週に何

度か外に出て散歩をすることなど、改善策となる具体的な

「単語」が抽出語として散見された。このことから、自身の

現在の体力を客観的に知り、目的に合った運動処方を考え

ていることが示唆された。

一方、「睡眠」については、「時間」や「考える」といった語

との関わりが強く、本学の学生が、遠隔授業下での生活リ

ズムと睡眠時間を課題としていることが示唆される結果と

なった。
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Health Conditions and Future Health Issues that Students Experience in Remote Classes: 
By Text Mining
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*1  School of Childcare and Early Childhood Education, Tokyo University and 
Graduate School of Social Welfare （Ikebukuro Campus） 
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*2  School of Childcare and Early Childhood Education, Tokyo University and 
Graduate School of Social Welfare （Isesaki Campus） 
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Abstract :  The COVID-19 pandemic suddenly changed university life. Remote classes were also held at the University, and 
campus events and club activities were either canceled or conducted with restrictions. Students lived their student life where 
they had extremely little interaction with other people. How do students feel about their own health? This study used the 
students’ own reflections （via free descriptions） after the final class of the course. “Health and Sports” to understand the 
current state of their health and future health issues. The freely written sentences were analyzed using text mining. As a re-
sult, the goal to improve the current lack of exercise with concrete measures in the future became clear. On the other hand, 
however, “sleep” was strongly associated with words such as “time,” “rhythm,” and “thinking,” revealing that the students 
face challenges in terms of their daily rhythm and sleep duration under distance learning. We would like to use these results 
for future student guidance.
(Reprint request should be sent to Juuri HAMANO）

Key words :  university student, remote classes, Course Health & sports, free descriptions answers, Text mining
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日本型教育の視点から見たスペインの準公立学校の研究

石川美智子

東京福祉大学 心理学部（王子キャンパス）
〒114-0004 東京都北区堀船2-1-11

（2023年9月27日受付、2023年11月9日受理）

抄録：本研究の目的は、日本型教育の視点から見たスペインの準公立学校の検討である。スペインの準公立学校の教師7
名を対象として、WEB調査と集団面接を行い分析した。その結果から、教師7名全員が学校保健の専門家の配置と学校保
健教育の推進の必要性を述べた。さらに、学級経営の重要性を述べた。また、母国語がスペイン語と異なる園児児童生徒の

インクルーシブ教育が行われていた。日本とスペインを比較することにより、両国の教育の促進が行われると思われる。

（別刷請求先：石川美智子）

キーワード： 日本型教育、スペイン、学校保健教育、通常学級のインクルーシブ教育、養護教諭、学級経営

緒言

1．スペインについて

スペインは、17の州と2つの自治市からなり人口4800
万人が住む国である。もともとは多言語・多民族国家で

あった。第2次世界大戦のイタリア・ドイツの一党独裁の
ファシズムを生むきっかけになったといわれているスペイ

ン内戦が1936年に起きた。内戦の勝者であるランシスコ・
フランコ将軍により、1975年まで独裁体制が敷かれた。フ
ランコ独裁政権時代は単一言語政策がとられ、カスティー

リャ語が唯一の公用語となった。カタルーニャ語、バスク

語、ガリシア語といった、それぞれの地域で使用される固

有語は、学校などの公的な場所では使用を禁止されていた

（田辺，2014）。第2次世界大戦では、中立宣言をするが、実
際にはドイツ・ソ連の戦争にドイツ側のために義勇兵団を

送っている。第2次世界大戦でドイツが負けると1945年
のポツダム会議は、反フランコ宣言を発表した。また、同

年サンフランシスコ会議では、スペインは国際連合からの

排除が決定された。国際連合の参加が認められるのは

1955年である。1975年フランコ将軍の遺言に基づいて、
ファン・カルロス1世が首相になる。ファン・カルロス1
世は、自由な国政選挙を実施し、1978年には民主的な憲法
が制定された（田辺，2014）。長い独裁政権を経て地方自治
が認められることになった。

2．教師教育と学校種

スペインの小学校教師は大学の教員養成校で養成され

る。3年間の学習が必要である。中学校教師は、大学で訓
練を受ける。教育学の理論的指導 （150 時間） と、その後
の教師付き実践指導 （同じく 150 時間） の 1 年間の非常勤
プログラムが含まれる（Education in the World News, 
2023）。 
スペインの学校の種類は、公立学校と私立学校、コンセ

ルタード（準公立学校）がある。コンセルタード（準公立学

校）は政府から一部補助金を受けて、残りを各家庭が負担

する事で運営している学校である。

3．日本型教育

日本型教育とは、教師を中心とした知・徳・体を基礎と

した個の育成と協働的学びをも配慮した教育である。日本

の教育は、PISA調査に代表される高い基礎学力ばかりで
ない。日本型教育とは、徳である人格教育、体である学校

保健教育が日本型教育の特徴といえる。また、協働的学び

も特徴といえる。その中核をなすものは学級経営や学校保

健教育である。明治期の誕生から戦後・少子化と変化し、

児童の個々の育ちが大切にされてきた。また、係・班活動・

学校行事等、教師が一人一人の児童の状況を総合的に把握

して指導している（石川，2016）。日本の教育課程は、教科
内活動と教科外活動がある。教科内は、教科指導のことで

ある。教科指導は系統的に組織化された文化内容を教授す

ることにより、子どもを知的に「陶冶」することを主たる任

務としている。教科外活動は、子どもの自主性を育て、民

主的態度や行動力等を形成する「訓育」の課題を果たすこ

とを主たる任務としている（今野ら，2014）。恒吉（2019）

東京福祉大学・大学院紀要 第14巻 第1-2合併号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare） pp43-48 (2024, 3)
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は教科外活動である特別活動を対象とした日本型教育のト

ランスファー研究を行った。その研究では、国際スタン

ダード化し、参照される国際モデルの多くが西欧発のもの

であり、国際的な教育モデルの多元化の必要性を述べてい

る。その上で、特別活動を通して、全人的教育としての日

本型教育の国際的な強さを提示した。また、「Edu-Portニッ
ポン」として、2016年から日本型教育を海外へ展開するこ
とを目的とした官民共同のプロジェクト推進事業が始まっ

ている（文部科学省，2023）。「Edu-Portニッポン」として、
高等教育機関がどのように関っているか検討した結果、主

に教師教育について、相手国の高等教育機関同士が連携し

てプロジェクトを実施する取り組みが多いことが明らかに

なった（松本ら，2023）。また、「Edu-Portニッポン」のヨー
ロッパでの実施はなかった。

本研究の目的は、スペインの準公立学校の教師を対象と

した日本型教育との比較である。具体的には、学級経営、

通常学級のインクルーシブ教育、学校保健教育に関する項

目を検討した。本研究の結果、日本とスペインを比較する

ことにより、両国の教育の促進が行われると考える。

研究対象と方法

研究参加者

スペインの準公立学校教師7名である。スペイン17州
の内1州を選んだ。そのうちいくつかの学校に研究依頼を
メールで提出し、承諾のあった2つの学校を研究対象とし
た。いずれも準公立の学校であった。内訳は幼稚園2名、
幼稚学校1名、中学校2名、高校2名である（Table 1）。

データの収集と手続き

データ収集は、WEB調査と集団面接調査で行った。準
公立学校の校長に対して文章および口頭にて調査の説明を

行い、研究協力の依頼をした。校長との話し合いの結果、

WEB調査と集団面接調査を行うことになった。校長から、
教師へWEB調査の依頼文とQRコードを配布し周知した。

WEB調査で「児童生徒の健康的な発達を促す学校保健
教育」「通常学級のインクルーシブ教育・学級経営等」につ

いて、「学校保健・通常学級のインクルーシブ教育・学級経

営をどのように考え工夫しているか」と質問し自由記述で

答えていただいた。その後、詳細な回答を引き出すために

集団面接調査を行い「COVID-19の感染拡大に伴う学校教
育の役割」「いじめ」「学級崩壊」等について、必要に応じて

説明を求めた。なお、質問項目は、日本語を英語にした。

その際、母国語を日本語としている元教師の筆者と、スペ

イン語を母国語としている日本の教育を研究している大学

院生の二人で協議して決めた。また、回答は自由に英語ま

たはスペイン語で答えていただきそれを通訳が日本語にし

た。集団面接の聞き取り調査は、その場にいた教師の「ス

ペインの教育を理解できる」「日本型教育を正しく伝える

ことが出来る」という考えから行った。澤田・南（2001）は、
集団面接の利点として「知り合った同士であれば、面接場

面の緊張が緩和されること、個人では思い出せない出来事

も他の人の話をきっかけに思い出すことが出来る」と述べ

ている。WEB調査と集団面接調査の質的データを分析し
た。調査時期は、2023年3月である。

倫理的配慮

筆者が、個々の教師に研究の主旨と中止の自由、データ

は研究目的でしか使用しないこと、また個人が特定されな

いよう配慮することを書面であらかじめ伝え、承諾を得た。

また、WEB質問のフェースシートに、同様に研究の趣旨と
中止の自由、データは研究目的でしか使用しないこと、ま

た個人が特定されないことを記入した。さらに、質問項目

の最後にも記入した。データ化の際には、ID番号とし、個
人情報に配慮した。また、実施にあたっては、ポンディシェ

リ大学の倫理審査を受けて承認を得た（承認番号202302）。

分析者の立場

筆者の研究者としての立場を開示する。筆者は、36年間
教師として学校現場に所属した。また、同時期に、大学教

師および小学校中学校高校の教師が参加する研究会に所属

し、実践的議論を行った。これらの経験は、本研究の調査

に大きな影響を与えている。

分析の質の担保

客観性を高めるために、日本語のデータを大学教師が参

加する研究会で1回検討した。そのうえで、教育学や心理
学を専門としている大学教師から個人的にスーパービジョ

ンを受けた。執筆後、スペインの大学院生1人、日本の元
教師1名に検討していただいたが、修正はなかった。

Table 1．研究参加者

ID 1 2 3 4 5 6 7

学校種 幼稚園 幼稚園 幼稚学校 中学校 中学校 高校 高校 平均

年齢 57 45 53 48 46 45 57 50.14
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結果

1．学校保健について

学校保健の取り組み

学校保健の取り組みについて、7名全員がアレルギーの
場合のみ対応をしていると答えた。そのうち、1名が“各学
校に看護師が必要だが、教師はできる限りのことをする（2,
幼稚園教師）”と教師による対応の限界を述べた。

学校保健年間計画

学校保健の年間計画については、6名の教師が避難訓練・
消防訓練をあげた。しかし、それ以外のものは述べられな

かった。また、学校保健の記録についても述べられていな

かった。

学校保健教育の実践について

7名 （100％） 全員が感染症予防として、パンデミック中
の活動をあげ、“休憩後の手洗い、感染症の症状がある場合

はマスクの着用”“安全距離”“衛生教育”を挙げた。

パンデミックにおける学校教育の役割

7名 （100％） 全員が“学校は感染症の封じ込めと、通常
への復帰に貢献した（7,高校教師）”“私たちは感染拡大を
防ぐために重要な役割を果たした（6,高校教師）”と述べた。
学校保健の課題

学校保健の課題として、7名（100％）全員が学校保健の
専門家配置と学校保健教育を促進する必要性を述べた。

“研修も担当する医療従事者を組み込む必要があるだろう

（1,幼稚園教師）”“学校に学校看護婦を配置する必要があ
る（2,幼稚園教師）”“説明ビデオを見て、何が起こり得るの
か、何が起こるのかを説明するための専門家を連れてきて

ほしい（3,幼稚学校教師）”と学校保健の専門家配置を訴え
ている。そして “改善されるべきです（4,中学校教師）” “健
康教育の欠如（5,中学校教師）”“応急処置を教えるべきだ
（6,高校教師）”“事故の場合、誰に電話し、どこに行くべき
か対処方法を検討するべきである（7,高校教師）”と教師と
して不安な気持ちを述べていた。

2．通常学級におけるインクルーシブ教育

7名（100％）全員がインクルーシブ教育について、母国
語がスペイン語でない園児児童生徒を対象と考えていた。

そして、“言語の教師が対応している（3, 幼稚学校教師）”と
述べた。インクルーシブ教育について2名の教師が重要な
ことと考え、学校種に関わらず5名（71.4%）が否定的な考
えを持っていた。教師訓練として個別の配慮が必要な子ど

もへの訓練について、6名（85.7%）は受けていないと答え
た。1名（14.2%）が2年に一度研修を受けていると答えた。

3．学級経営の重要性

7名（100％）全員が、学級経営について、“学校でそれを
取り上げることは非常に重要です（5,中学校教師）”“教室
で生徒たちと一緒に活動することが重要です（7,高校教
師）”と述べ、重要であり、不可欠なものと考えていた。し

かし、学級経営の考え方が異なっていた。ある教師は“学

級経営を通し、彼らや生徒たちと協力します。そして、彼

らが何なのかを教えることが必要です。 彼らが何なのか
意味するものと、より良い方向性のために私たちが、彼ら

がどのように実行できるかを考えます（2,幼稚園教師）”と
園児児童生徒の成長のために必要であると考えていた。一

方で、“従うことが重要です。私は自分の科目について生徒

に知らせるために課題を実行します（6,高校教師）”と述べ、
教科指導中心の指導を考えていた。同様に、学級崩壊につ

いても、7名（100％）全員が“回避しなければならないこと”
と問題意識を持っていた。

4．いじめについて

いじめについては、“クラスでの不都合が大幅に軽減され

るため、単なる傍観者としてではなく、積極的に子供たち

と協力する必要があります（2,幼稚園教師）”“早期に発見
すること（6,高校教師）”と、7名（100%）の教師全員が効果
的な指導をするべきと述べていた。一方、その中で“時に

は避けられないこともある。私たちは予防し、助けなけれ

ばなりません（7,高校教師）”“学校は何もしていないこと
で多くの批判を受けていますが、暴力は外部から来るもの

であり、学校内で発生するものではありません、それを制

御する必要があります（3,幼稚園学校）”と述べ、いじめ指
導の難しさを述べた。

5．日本の教育について

7名（100％）全員が“教師の長時間労働に驚いた”と述べ
た。また、“掃除を教師が指導するのか？（5,中学校教師）”
“部活動まであると大変（6,高校教師）”と述べた。

考察

学校保健について

日本の学校保健とは、学校において、児童生徒等の健康

の保持増進を図ること、集団教育としての学校教育活動に

必要な健康や安全への配慮を行うこと、自己や他者の健康

の保持増進を図ることができるような能力を育成すること

など学校における保健管理と保健教育である（文部科学省，

2023）。具体的には、Ishikawa et al.（2022）の調査によれば、
日本の学校は、養護教諭と協力して学校保健を促進する多
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様な教師がいる。また、心身の健康・学校衛生に関わる多

面的な学校保健年間計画がある。そのうえで、学校保健の

取り組みとして「保健指導の教育・健康診断の管理と関連

した教科指導」保護者との協力による「生徒の生活と活動

チェック」などがある。また、関連した学校保健の記録や

感染症予防教育が行われていた。しかし、一部の教師から

時間のなさがあげられた。

一方、スペインの準公立学校の教師は、全員が学校保健

の専門家の必要性と、学校保健教育の促進を述べた。従来

行われていたのは、園児児童生徒のアレルギー対策を学校

保健教育としてでなく、教師が必要にせまられ対応してい

た。あとは、消防訓練と避難訓練のみであった。しかし、

今回のパンデミックを経験して、教師は学校保健教育の重

要性を確認し、専門家の必要性を感じている。スペインで

は平均して生徒 8,497 人に対して学校看護婦が 1人いる。
学校看護婦の数は「明らかに不十分」である（CSC，2023）。
日本の学校には基本的には、学校保健の専門家として養護

教諭が各学校1人以上いる。日本型教育の展開として、養
護教諭等の展開は重要であろう。

通常学級におけるインクルーシブ教育について

スペイン準公立学校の困難を抱えた園児児童生徒につい

ては、両親がスペイン語以外の母国語を持つ、園児児童生

徒がテーマであった。スペインのバレンシア自治州では、

小中高校に関しては、在籍する子供数に含まれる移民の割

合は約 10％である。同自治州での教育的保障は、ニーズ
を有する子供の在籍者が30％以上なら単一教育学校、20
～30％なら教育的保障プログラム、20％以下なら学校の
教育計画に沿って行われる（イネス・江原，2019）。日本の
通常学級において学習面又は行動面で著しい困難を示す学

生は小学校・中学校では、8.8%、高校では、2.2%いる（文部
科学省，2022）。特に、2021年には公立学校に在籍する外
国籍の児童生徒の総数は114,853人（23.3%増）であり、こ
のうち日本語指導が必要な者の割合は41.5%となってい
る（文部科学省，2022）。今後、日本もスペインのように外
国籍の児童生徒のインクルーシブ教育がより一層求められ

る。スペインのインクルーシブ教育が参考になると思われ

る。

スペインと日本の学級経営とチームとしての学校

学級経営の重要性は、スペインの準公立学校の教師も日

本も同じであった。日本は学級経営の重要性を鑑み、教職

大学院で共通（基礎）科目として設置した（文部科学省，

2018）。そして、スペインは、2014年のLOMCE：教育改善
基本法では、児童・生徒の教育に対して家庭と協働するこ

とや、教育の専門機関と協働すること、教師どうしチーム

で協働することが示されている。日本では、2015年文部科
学省は、学校の多様化複雑化する課題に対し「チームとし

ての学校」の実現を目指すとした。それは、教師だけでな

く、地域とも連携しながら多様な職種の専門性を有するス

タッフによる指導体制である。スペインでは、心理学者一

人当たりの学齢期の子供の推定比率は1,294人であると推
定されている（León, 2011）。日本の場合、スクールカウン
セラー配置は進んでいるが非常勤である。いじめ問題の解

決や、学級崩壊の対応にも教師以外の専門家や保護者を含

めた組織対応が必要であろう。

日本の学校の働き方改革への知見

日本では、教師の厳しい勤務実態が問題となっている（文

部科学省，2019）。日本の学校の働き方改革の目的は、教師
が、自らの人間性や創造性を高め、子供たちに対して効果

的な教育活動を行うためである。スペインの教師の研究を

さらに発展させ、日本の改革の知見になると思われる。

結論

本研究の目的は、日本型教育の視点から見たスペインの

準公立学校の検討である。本研究の結果、学校保健につい

てスペインでは日本の学校のように、専門家が必要であり、

学校保健教育の促進が求められていることが明らかになっ

た。また、外国籍の園児児童生徒の対応、教師の働き方に

おいて、スペインの教師の研究を深めることにより、日本

の教育の参考になる可能性があることが明らかになった。

ヨーロッパにおいて、日本型教育のトランスファーは行わ

れていない。したがって、本研究は今後の参考になると思

われる。

付記
本研究はポンデェシェリ大学の研究倫理員会の承諾受け

ている。
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石川

A Study of Spanish Semi-public Schools from the Perspective of Japanese-style Education

Michiko ISHIKAWA

School of Psychology, Tokyo University and Graduate School of Social Welfare （Oji Campus） 
2020-1 San’o-cho, Isesaki City, Gunma 372-0831, Japan

Abstract :  The purpose of this study is to examine the semi-public school system in Spain from the perspective of Japanese-
style education. We conducted an online survey of seven teachers at semi-public schools in Spain and group interviews with 
them, and analyzed the data obtained. It has been found from the results that all seven teachers recommended deploying 
school health experts and promoting school health education, that they emphasized the importance of class management, and 
that they provided inclusive education for kindergarten children whose native language is not Spanish. It is suggested that 
comparing educational activities in Japan and Spain can mutually enhance their effectiveness.
(Reprint request should be sent to Michiko ISHIKAWA）

Key words : � Japanese-Style Education, Spain, School health education, Inclusive education in regular classes, Nursing 
teacher, Class management
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チェンマイとコタバルでの調査報告 
－ 戦時下における日本語学校を中心に －

山口雅代

東京福祉大学 教育学部（名古屋キャンパス）
〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内2-16-29

（2023年10月23日受付、2024年1月25日受理）

抄録：2023年3月に実施したタイ・チェンマイとマレーシア・クランタン州コタバルでの調査報告である。チェンマイ調査
では、バンコクのボルネオ・カンパニーからチェンマイのボルネオ・カンパニーにテレグラムが送られていたこと、田中盛之

助の孫3名がチェンマイ日本語学校で学んでいたことがわかった。また、チェンマイのボルネオ・カンパニーのオーナーが
創設した学校を日本軍が接収し、チェンマイ日本語学校とした可能性が出てきた。コタバル調査では、南方特別留学生と

して日本に留学したコタバル出身の1名は、1943年7月からタイ領であったにも関わらずマレー出身として扱われていた。
また、現Sultan Ismail Collegeは、戦時下日本語学校であったとの情報が寄せられ、コタバル日本語学校であった可能性が
出てきた。コタバルがチェンマイと異なる点は、チェンマイはビルマへの通路として地上戦にはならなかったが、コタバル

は激しい戦闘が行われた場所であることが市内に残されたトーチカから見て取れた。

（別刷請求先：山口雅代）

キーワード： チェンマイ日本語学校、ボルネオ・カンパニー、田中盛之助、コタバル日本語学校、トーチカ

緒言

1．はじめに

戦時下の資料は、敗戦直後、日本軍が後難を恐れて日本

でも現地でもすべて焼却してしまい、保存されていないと

言われている。そこで、これまで戦時下を知る年配者に聞

き取り調査を実施し、明らかになったことを発表してきた。

今回報告するのは、2023年3月に実施したタイ・チェンマ
イとマレーシア・クランタン州コタバル（1943年7月から
1945年8月までタイ領）での聞き取り調査である。2020年
2月に聞き取り調査を実施し、課題として山口（2021）で以
下3点をあげた。

課題1） チェンマイのボルネオ・カンパニーと南機関チェ
ンマイ支部について

課題2）チェンマイ国立公文書館検索
課題3）田中写真館孫娘への聞き取り

ビルマ独立義勇軍設立に関わった諜報工作機関南機関の

本部は、日本軍が接収したバンコクのボルネオ・カンパ

ニーに置かれ、チェンマイにも支部があったが、どこにあっ

たのか、わかっていない。課題1）は、チェンマイのボルネ
オ・カンパニーが南機関チェンマイ支部であったかどうか

である。課題2）に関しては、チェンマイ在住の翻訳・通訳
の川口泰広氏（以下川口氏）に依頼し、2023年2月に行って
いただき、チェンマイ日本語学校に関する書類や資料がな

い旨の報告を受けたので、課題から除外する。課題3）につ
いては、前回の調査で田中写真館のオーナーである田中盛

之助の孫娘宅を探し当てたが売りに出されていた。孫娘と

コンタクトを取ることができたが、日程的に会うことは叶

わなかった。その後、COVID-19により海外渡航が難しく
なったため、2020年9月25日（金）に研究協力者でチェン
マイ大学のWalaiporn Kanjanakaroon（以下ワライポーン）
先生とThananat Panyo（以下タナナット）1）先生、川口氏に

聞き取りをお願いした。今回、再度の聞き取りとお礼方々

訪問し、その後ボルネオ・カンパニーにあったチェンマイ

日本語学校跡地に一緒に行っていただいた。本稿では、課

題1）と課題3）について報告する。
また、コタバルについては、日タイ文化会館 2）バンコク

日本語学校の分校である、コタバル日本語学校があったこ

とが先行研究により明らかになっている。しかし、どこに

あったのか、わかっていない。2020年2月の調査において

東京福祉大学・大学院紀要 第14巻 第1-2合併号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare） pp49-55 (2024, 3)
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コタバルに出向くことを考えていたが、外務省の危険情報

においてレベル3の渡航中止勧告が出ていたため、渡航を
断念した。今回は、チェンマイと同様レベル1となってい
たため、コタバルでの調査に踏み切った。コタバルでは、

戦争博物館から戦時下のコタバルについて調査している、

Zafrani Arifin3）（以下ザフラニ）氏を紹介していただき、調

査を補助していただいた。残念ながらコタバル日本語学校

の場所の特定には至らなかったが、後日有力な情報をいた

だいた。また、調査を通して見えてきた、コタバルがチェ

ンマイと大きく異なる点について言及する。

調査報告の前に、2で先行研究として日タイ文化会館バ
ンコク日本語学校の分校であるチェンマイ日本語学校とコ

タバル日本語学校について、3で補足として自明となって
いる戦時下のタイと日本の関係について簡単に紹介し、そ

の後チェンマイとコタバルでの調査について報告する。結

論で、調査で明らかになったことと今後の課題について述

べる。

2．先行研究：チェンマイ日本語学校とコタバル日本語学校

チェンマイ日本語学校については、釘本（1944）による
と、教室が2つある、床の高い小ざっぱりとしたバンガロー
の建物で、北泰最初の日本人

ママ

学校たるにふさわしい建物だ

としている。北村・川口（2021）は、チェンマイ日本語学校
学習者の証言から、1944年までの2年間勉強していたこと、
戦争が始まりボルネオ会社の西洋人が逃げたため、ボルネ

オ会社に日本語学校を置き、お金を払わなかったこと、木

造の建物で前面に1棟、後方に1棟あったことを報告して
いる。さらに、田中盛之助の孫娘の婿であるソムラック氏

がチェンマイ日本語学校で日本語を勉強していたとの証言

も紹介している。北村（2019）は、戦前・戦中においてチェ
ンマイ領事館書記生であった西野順治郎氏のインタビュー

から1943年3月にチェンマイに日本語学校はなかったと
している。山口（2021）は、チェンマイ日本語学校の場所に
ついて山口（2016）が特定した場所がボルネオ・カンパニー
ではないことについて言及している。

コタバル日本語学校については、北村（2017）が糸原周二
校長の家に保存されていた書類や手紙を公開している。そ

れらから1944年6月20日に日タイ文化会館からバンコク
日本語学校教授の辞令が出され、その後日タイ文化会館教

育部長から1944年12月21日にコタバル日本語学校校長
の辞令が出されたことなどを手紙から読み取っている。山

口（2019）は、コタバルに日本語学校ができた理由として、
北村（2017）が公開した糸原校長の手紙から、マレー人だけ
の日本語学校があり、それを日タイ文化会館が引き継いだ

ことに言及し、教師も設備も揃っていたからだとしている。

コタバル日本語学校との記述はないが、松永（2002）は、
1941年12月にクランタン州立日本語学校がマラヤで最初
の日本語学校で、戦前は英語学校であったことを報告して

いる。

以上の先行研究から戦時下のタイにおいてチェンマイ日

本語学校やコタバル日本語学校があったことが明らかに

なった。しかしながら、依然としてわかっていない点は多

い。チェンマイ日本語学校については、いつ開校されたの

か不明である。これまでの先行研究から1943年3月から
12月までの間に設立されたと考えられる。コタバル日本
語学校については、日タイ文化会館の辞令から糸原校長が

赴任した1944年12月21日から1945年8月までコタバル
日本語学校として開校されていたと思われるが、どこに

あったのか、わかっていない。今回、これらを含めて調査

したが、残念ながら明らかにすることはできなかった。し

かし、調査を通して見えてきたことを報告する。

3．補足：戦時下のタイと日本の関係

第二次世界大戦が始まる前の1941年5月、東京でタイ・
フランス平和条約の調印が行われた。1933年に国際連盟
を脱退して以降、世界から孤立していた日本は、タイを日

本に引き寄せることを目論み、1887年以降にフランスに奪
われたカンボジアの一部の失地を、日本の仲介でタイに回

復させた。

1941年12月8日、日本軍はマレー・ビルマへ攻めるため

図1．日本の南方作戦（榊原（1998：見開き））
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の通路としてタイに図1のように上陸した。タイは日本軍
に抵抗すれば植民地にされるとの判断から8日正午に上陸
を許可したが、「日本軍のタイ国への平和進駐に関する議定

書」へのサインは、ピブン首相が6日から姿を消したため、
タイの外相とタイ日本大使館の坪上大使が調印した。調印

が遅れたため、南タイでは、日本軍上陸時にタイ側が抗戦

し、犠牲者を出した 4）。犠牲者が出たことや、首相のサイ

ンがないことにより、タイは、正当防衛のために抵抗した

ことを後に連合国に示すこととなり、日本と同盟国であっ

たにも関わらず敗戦国にはならなかった。

一方、英領であったマレー・コタバルは、上陸を担った侘

美支隊の侘美（1968）によると、第2次世界大戦は、12月8
日コタバル現地時間午前1時30分のコタバル上陸から始
まったとし、それはハワイ真珠湾攻撃よりも1時間50分早
かったことが報告されている。上陸時の戦闘の激しさにつ

いて侘美（1968）では、トーチカ攻略に苦戦し、掩壕を掘っ
て敵弾を避けたこと、鉄条網の下に壕を掘り潜入したこと、

ガス弾を中に入れたことなどで制圧したと書かれている。

関口（2021）によると、上陸戦における侘美支隊の戦死者は
320人、負傷者は538人であること、波打ち際で溺死した兵
の数が多数で不明であることについて記している。その

後、日本軍は1942年2月15日にマレーを占領した。しかし、
1943年ごろから戦局は日本軍に不利な状況になると、
1943年7月に東条英機首相がタイのピブン首相と会談、そ
の折に「友好関係強化と領土割譲に関する共同声明」を発

表し、ビルマのシャン州（チェントン、ムアン・パン）とマ

レーシアの南部4州（ケダ、トレンスガヌ、クランタン、プ
ルリス）がタイに割譲され、戦争終結時までタイ領であっ

た。クランタン州のコタバルも終戦時までタイ領であっ

た。

チェンマイ・コタバル調査

1．チェンマイ調査

今回報告するのは、2020年2月にも聞き取りを行った、
ボルネオ・カンパニーのオーナーのウィリアム・ベンの孫

娘プラニートさんと、課題3）の田中写真館オーナーの田中
盛之助の孫娘波多野恵美子さんへの聞き取りである。以

下、分けて要点のみ報告する。

1.1　プラニートさんへの聞き取り
2023年3月7日（火）午前にボルネオ・カンパニーのある、
プラニートさん宅で再び聞き取りをお願いした。新たにわ

かったことは以下である。

1） ウィリアム・ベンは、タイの子供のための学校を創設

し、長女エーンが教えた。その学校は、日本軍が来て

接収され、日本語学校になった。

2） バンコクのボルネオ・カンパニーとチェンマイのボル
ネオ・カンパニーはテレグラムで繋がっていた。

3） 日本軍がチェンマイに来る前に、バンコクのボルネ
オ・カンパニーからテレグラムが送られてきた。日本

軍が来るということを周辺の人たちに知らせ、付近に

住んでいた欧米人は、日本軍が来るとの知らせを聞

き、ビルマ方面に逃げた。

1.2　波多野恵美子さんへの聞き取り
松本（1992）によると、田中盛之助にはタイ人の妻との間
にカンプン（日本名：智恵子）という一人娘がおり、1939年
田中写真館を手伝っていた、波多野秀と結婚したとしてい

る。また、波多野秀の長男盛夫について、松本（1992）は、
波多野秀の亡くなった1990年2月9日よりも5か月前に癌
で亡くなったと記している。今回報告する、波多野恵美子

さん（以下恵美子さん）は、波多野秀の末娘である。恵美子

さんへの聞き取りは、2020年9月25日（金）に川口氏とワ
ライポーン先生、タナナット先生が実施したものと、2023
年3月8日（水）11時から恵美子さん宅へ訪問した時のもの
である。その後、チェンマイ日本語学校跡地に出向き、夕

方18時ごろまで調査に協力していただいた。恵美子さん
との聞き取りからわかった家族の構成は、図2の通りであ
る。恵美子さんは、1941年8月8日に6番目の四女（3男4女）
として生まれた。先行研究にあったチェンマイ日本語学校

学習者ソムラック氏と結婚していたのは、5番目三女のか
ず子さんである。聞き取りでわかったことは以下の通りで

ある。

1） 盛夫、やす子とけいじは、ボルネオで日本語を勉強し
た。

2）かず子はソムラックと結婚した。
3） 引っ越し後ダンボールに入れたままにしている荷物
の中に写真があるかもしれない。

聞き取り後、当時ボルネオ・カンパニーがあった場所に

行き、どのような建物だったか、証言を得た。それが、現在

はホテルになっている写真1である。高床式の建物で、そ
の下の一部に写真等が展示され、見学することができる。

しかし、チェンマイ日本語学校や日本軍の写真はなかった。

戦後、タイ在住日本人は財産を没収され、バンコクにある

バングブアトーン抑留所に収容された。田中盛之助と波多

野秀も1946年11月まで抑留された。
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2．コタバル調査

3月12日（日）に戦争博物館検索後、近くのモスクに行き、
戦時下について知っていそうな年配者に声をかけ、コタバ

ル日本語学校について聞いた。しかし、誰もコタバル日本

語学校について知っている人はいなかった。戦争博物館で

ザフラニ氏を紹介していただき、3月13日（月）と14日（火）
に協力を得られることとなった。以下、コタバルの様子と

日本語教育に分けて記す。

2.1　コタバルの様子
コタバル海岸には、日本軍が上陸したことを示す碑が建

てられている（写真2）。市内には、弾劾の痕のあるトーチ
カ（写真3）が至る所に残されている。ザフラニ氏に聞いた
コタバルについては以下の通りである。

1）200以上のトーチカが市内に残っている。
2） 空港近くのマレー軍がいる施設に、当時タイ軍がいた
と言われている。

3） トーチカの窓から日本兵に向けられた弾を、日本兵が
窓の前に立って体で防ぎ、他の日本兵を進撃させた。

2.2　日本語教育について
日本軍は1942年2月15日マレーを占領すると、日本語

教育を導入した 5）。コタバル日本語学校について、ザフラ

ニ氏も初めて聞いたと述べていた。コタバル滞在中は何ら

情報が得られなかったので、帰国時にザフラニ氏に情報の

提供を依頼した。2023年9月8日にザフラニ氏からメール
を受け取り、下記6）の情報を得た。

4） 父親（1926-1995）は、1942年にマラッカで日本語を学
び、「君が代」を毎日歌った。

5） コタバル出身のNik Yusof Ali氏が日本に留学し、広島
の原爆で亡くなった。

6） 日本軍占領時、コタバルにある現 Sultan Ismail 
Collegeにクランタンのメインの日本語学校があり、
それ以前は英語学校であった。

写真1．当時のボルネオ・カンパニー建物（筆者撮影） 図2． 恵美子さん家族図  
（川口氏作成図参考に筆者作成）

写真2．日本軍上陸碑（筆者撮影） 写真3．市内のトーチカ（筆者撮影）
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結論

1．チェンマイ調査とコタバル調査の結果と考察

1.1　チェンマイ調査結果と考察
今回、2020年2月に残された課題に沿って調査した。「課

題1）チェンマイのボルネオ・カンパニーと南機関チェンマ
イ支部について」は、依然として不明ではある。しかし、プ

ラニートさんの証言から、バンコクとチェンマイのボルネ

オ・カンパニーがテレグラムで繋がっており、バンコクの

ボルネオ・カンパニーは、日本軍がチェンマイに入る前に、

チェンマイに転進することをテレグラムで送り、受け取っ

た側は、それを周辺の人々に知らせていたことがわかった。

それにより、日本軍がチェンマイに入ってくる前に欧米人

がビルマ方面に逃げ、日本軍に捕まることから逃れた。

チェンマイ日本語学校は、ボルネオ・カンパニーのオー

ナーが創設した学校を日本軍が接収し日本語学校とした可

能性が出てきた。

「課題3）田中写真館孫娘への聞き取り」では、恵美子さん
の証言から、田中盛之助の孫3名（盛夫、やす子、けいじ）が
チェンマイ日本語学校の学習者であったこと、先行研究に

あった日本語学習者ソムラック氏は三女かずこさんの夫で

あったことがわかった。チェンマイ日本語学校の建物は壊

されて残っていないが、先行研究にあった、床の高いバン

ガローの似たような建物を写真で示すことができた。

1.2　コタバル調査結果と考察
市内には、弾痕の残るトーチカが至る所に残され、戦闘

の激しさが見て取れた。

証言の5）で、コタバル出身のNik Yusof Ali（以下ユソフ）
氏が日本に派遣されていた。それは南方特別留学生 6）のマ

ライⅠ期生であったことが残されている。ユソフ氏に日本

語を教えた上遠野（2002）は、マライⅠ期生を8名とし、ユ
ソフ氏の名前をあげている。ユソフ氏は、河路（2006）によ
ると、1943年7月5日から1944年3月14日まで国際学友
会で学び、1945年4月に広島文理大学に入学、1945年8月
7日に被爆死亡 7）したと記している。一方、タイに割譲さ

れたカンボジアからは、南方特別留学生として2名 8）留学

している。山口・北村（2017）によると、タイの南方特別留
学生12名の中に含まれ、バンコク日本語学校で日本語を学
んだ後、1944年4月8日に国際学友会に入学したとしてい
る。

コタバル日本語学校については、ザフラニ氏からの情報

の6）から場所に関する可能性が出てきた。それは、Sultan 
Ismail Collegeが、1941年12月に設立したクランタン州立
日本語学校で、タイ領となってからコタバル日本語学校に

なった可能性である。以前は英語学校であった点は、松永

（2002）の先行研究と一致する。山口（2019）では、コタバ
ル日本語学校は、マレー人だけの日本語学校を引き継いだ

としている。以上の点から、Sultan Ismail Collegeがコタ
バル日本語学校であった可能性があるが、断定するには、

さらなる調査が必要である。

1.3　まとめ
コタバルがチェンマイと大きく異なる点は、コタバルは

日本軍上陸地として激しい戦闘が行われた場所であるが、

チェンマイはビルマへの通路であり、地上戦 9）は行われな

かった点にある。コタバルが激戦地であった痕跡は今も色

濃く残されている。状況が異なる、この2か所に日タイ文
化会館バンコク日本語学校の分校があった。

2．おわりに

以上、山口（2021）で残された、課題1）と課題3）について
報告し、明らかになったことについて述べた。しかしなが

ら、依然として課題1）は不明であり、チェンマイ日本語学
校の設立年についてもわかっていない。さらに、新たな課

題が出てきた。それは、チェンマイ日本語学校もコタバル

日本語学校も元あった学校を利用した可能性がある点で、

これらの調査が必要となった。また、恵美子さんの証言の

3）にあった引っ越し荷物の中にチェンマイ日本語学校の
写真があるかどうかも確かめなければならないと思う。

今後もチェンマイの研究協力者らと共に残された課題を

追っていくつもりである。それが今を生きる我々が後世に

残していける貢献であり、タイにおける日本語教育史の蓄

積につながるからである。

附記

チェンマイでは、プラニートさんと波多野恵美子さんに

貴重な証言をいただきました。チェンマイ調査は、チェン

マイ大学日本語科のWalaiporn Kanjanakaroon先生と
Thananat Panyo先生、翻訳・通訳の川口泰広氏、友人の
Yaowamarl Ratanamarno氏に同行いただきました。コタ
バル調査は、Zafrani Arifin氏の協力を得ました。ご尽力い
ただきました皆様に深謝申し上げます。尚、今回の出張は

科学研究費19K13240の助成を受け行いました。

注

1） 2022年8月Teerat Panyo先生からThananat Panyo先
生に改名。

2） 日タイ文化会館は、1943年3月に日タイ文化研究所バ
ンコク日本語学校（1938年12月に設立）を併合した（ア
ジア歴史資料センターRef.B04012364500）。
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山口

3） Zafrani Arifin氏は、1971年9月17日生まれ、マラヤ歴
史グループに所属しながら第二次世界大戦の遺品収集

を行っている。コタバルの戦争博物館には、ザフラニ

氏が発見した日本軍の遺品が展示されている。

4） タイ側の承認が得られる前に上陸が行われたことから
タイ側との武力衝突が発生し、タイ側だけで計222人
の犠牲者を出すことになった（柿崎（2014：136））。

5） マレーの日本語教育については、松永（2002）を参照の
こと。

6） 南方特別留学生は、昭和18（1943）年2月大東亜省の指
示により、南方文化工作特別指導者育成のために南方

諸地域から特別留学生を招致・教育し、1943年と1944
年に205名が来日した（江上（1997：23-24・54-62））。

7） マライⅠ期生のSyed Omar氏も被爆死している（江上
（1997：326））。

8） カンボジア出身タイの南方特別留学生のインタビュー
が、藤原・篠原・西出（1996：237-245）にある。

9） チェンマイは連合軍から空爆を受けた。1942年4月6
日にチェンマイ空港に配備されていた隼3機とその他
の戦闘機4機が中国にいた米義勇航空隊カーチスP40
戦闘機に爆撃され（玉山・ジョン（2002：120-121）、
1943年12月に敵機によりチェンマイ鉄道駅が爆撃を
受けた（吉川（2010：88-90））。
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Investigation Report in Chiang Mai and Kota Bharu: Focusing on the  
Japanese Language Schools in Chiang Mai and Kota Bharu during World WarⅡ

Masayo YAMAGUCHI

School of Education, Tokyo University and Graduate School of Social Welfare （Nagoya Campus） 
2-16-29 Marunouchi, Naka-ku, Nagoya City, Aichi 460-0002, Japan

Abstract :  The research in Chiang Mai revealed that the Borneo Companies in Bangkok and Chiang Mai were connected, 
that three of Morinosuke Tanaka’s grandchildren were studying at Chiang Mai Japanese Language School, and that the 
Japanese military took over the school founded by the owner of the Borneo Company.One of the Southern Special Students 
from Kota Bharu was treated as a Malay native, even though Kota Bharu had been part of Thai territory since July 1943. The 
possibility has emerged that the Kota Bharu Japanese Language School could be located at Sultan Ismail College. Kota 
Bharu was the site of a fierce battle, as seen by many of the tochkas remaining in the city.
(Reprint request should be sent to Masayo YAMAGUCHI）

Key words : � Chiang Mai Japanese Language School, Borneo Company, Morinosuke Tanaka, Kota Bharu Japanese School, 
Tochka
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鉄棒運動における「前方支持回転」の指導の実践

佐藤友樹

東京福祉大学短期大学部（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831 群馬県伊勢崎市山王町2020-1

（2023年5月11日受付、2023年9月14日受理）

抄録：小学生を対象とした鉄棒運動の指導事例を示すことは、小学校体育における鉄棒運動の指導現場に役立つ知見を提

供することにつながると考える。本研究では小学1年生1名を対象に鉄棒運動における「前方支持回転」の指導を実践して
その事例を示し、この技の指導に役立つ知見を得ることを目的とした。指導の実践では、「前方支持回転」の技術に着目し、

その技術を獲得するための練習を実施した。その結果、本研究の対象者は、「前方支持回転」を成功させることができ、本指

導で実践した練習方法が「前方支持回転」を習得するのに妥当なものであったと考えられた。そして、本指導で用いた練習

方法について学習者のレベルに合わせた工夫ができれば、より多くの子どもたちが「前方支持回転」を習得することができ

るようになると考えられた。

（別冊請求先：佐藤友樹）

キーワード：前方支持回転、技術、指導

緒言

鉄棒運動における「前方支持回転」は、小学校学習指導要

領解説体育編（文部科学省，2018）に例示されている技であ
り、学校体育の現場でよく取り扱われている技といえる。

また、この技は「け上がり」という技の予備技に位置付けら

れており（金子，1984）、鉄棒運動の学習において、「前方支
持回転」という技を習得することの重要性がわかる。

佐藤（1990）は、技の指導において運動技術の認識の必要
性を述べており、鉄棒運動における「前方支持回転」の指導

においても、その運動技術を把握することが重要であると

いえる。そして、この技の運動課題を解決するための技術

については、金子（1984）によってすでに明らかにされてお
り、「回転開始の技術」、「前屈技術」、「握りなおし技術」の3
つが挙げられている。運動課題を解決するための技術が把

握できれば、技術を獲得するための練習方法を設定し、そ

れを実施することで習得へと辿り着けるものと考えられ

る。そして、技を指導する際に指導者が求める情報の1つ
は、学習者がどのような指導あるいは練習を経て、動きが

どのように変容したのかという習得あるいは習熟過程につ

いての情報であると思われる。

鉄棒運動における「前方支持回転」についての先行研究

を調べてみると、三輪ら（1992）や田口（2006）は指導方法
あるいは練習方法について言及しており、村田（2003）は実

践を通して「前方支持回転」の授業の取り組み方を紹介し

ている。また後藤・伊藤（2014）は、大学生を対象に「握り
なおし技術」に着目して指導を実践し、「前方支持回転」の

指導に関して有意義な知見を得ている。しかし、学習者が

どのような指導あるいは練習を経て、習得までに辿り着く

ことができるのかという点では、鉄棒運動における「前方

支持回転」の指導について十分な情報を示すことができて

いる状況ではないと考える。そして、長谷川ら（2019）の研
究における小学校、中学校、高等学校の教員を対象とした

「器械運動の実施状況について」のアンケート結果では、「前

方支持回転」は「逆上がり」に次いで鉄棒運動で指導が困難

な技として挙げられていた。これらのことを踏まえれば、

小学生に対して鉄棒運動における「前方支持回転」の指導

を実践し、その事例を示すことは、現段階においても十分

に意義があるものと思われ、小学校体育における鉄棒運動

の指導の一助になることが期待できる。また阿川ら（1993）
によると、小学生において低学年より高学年のほうが、鉄

棒運動が嫌いという児童が多く、さらに鉄棒運動が嫌いな

理由としては、できないからと答える児童が多いというこ

とであるが、それらのことを踏まえると低学年で様々な鉄

棒運動の技ができるようになることが、鉄棒運動が嫌いな

児童を減らすことにつながるのではないかとも考える。

そこで本研究では、小学1年生1名を対象に鉄棒運動に
おける「前方支持回転」の指導を実践してその事例を示し、
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佐藤

この技の指導に役立つ知見を得ることを目的とした。

研究対象と方法

1．対象者

対象者は、スポーツクラブに通う小学1年生1名（年齢6
歳、身長122cm、体重28 kg）注1）とした。対象者の身体特性

は保護者より報告を受けた。また本研究への協力について

は、保護者より同意を得た。そして、本研究の実施につい

ては、東京福祉大学倫理・不正防止専門部会の承認を得た

（東福大倫審2018-08）。
なお対象者が「前方支持回転」を習得できていないこと

は、指導開始前に確認した（図1）。

2．指導期間

2018年12月1日から2019年3月15日の期間において
原則、週1日注3）、対象者に「前方支持回転」の習得・習熟の

ための指導を行った。なお2018年12月1日の最初の練習
日は、「前方支持回転」のできない原因の確認を行い、次の

練習日より本格的な練習を開始し、毎回15分～25分程度
の練習時間とした。

3．記録

原則、運動経過に対して横方向（真横）よりデジタルカメ

ラ（Nikon COOLPIX A100）を用いて撮影した。また、運
動学の研究方法として位置づけられた他者観察における印

象分析および自己観察における主観的報告（佐野，1990）に
ついて、本指導におけるそれらの内容をできる限りノート

に記録した。

4．抽出された技術

金子（1984）は、「前方支持回転」の技術として以下の3つ
を挙げている。

（1）回転開始の技術
両腕をしっかりと伸ばした支持の状態から下肢を後ろに

振り上げると同時に上体を勢いよく前に倒す。

（2）前屈技術
上体と下肢で鉄棒のバーを挟むように鋭く前屈する。

（3）握りなおし技術
鉄棒のバーを親指球の下に移し変える。

図1．指導開始前の対象者の前方支持回転（失敗）注2）
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 「前方支持回転」の指導

5．技術獲得のための練習方法

（1）回転開始の技術
鉄棒で支持の体勢となり、そこからできるだけ身体を一

直線にしたままの状態で勢いよく回転し、技を開始した側

に下りるようにした（図2）。

（2）前屈技術
とび箱の上で背倒立の体勢になり、そこから勢いよく前

へ起き上がる練習をした。その際、1）から3）の順で、徐々
に練習課題の難易度を上げた。

1） とび箱の上で背倒立の体勢になり、そこから勢いよく
前へ起き上がる練習をした。

2） 1）と同様の運動経過においてバーの代わりとなるも
の注4）を持たせ、前へ起き上がる際にそれを上体と下肢

で挟むように実施した。

3） とび箱を斜めに設置して坂をつくり、2）と同様の仕
方で背倒立から勢いよく前へ起き上がる練習をした

（図3）。

（3）握りなおし技術
バーを握って直立した体勢から跳び上がってバーに対し

て支持した体勢になることで握りなおしの感じを意識させ

た（図4）。

結果

1．技術の獲得

（1）回転開始の技術の獲得
まずは回転開始の技術の獲得を目指して図2の練習を開
始した。村田（2003）を参考に「前方支持回転」の成功を見
据え、「技を開始した側に下りる」という課題を設け、図2の
練習を行った。金子（1984）がいう下肢を後方へわずかに
振り上げると同時に上体を一気に前方へ倒して回転の加速

へつなげていくということについては、図2の練習開始後、
躓くことなく「できている」と感じる実施が見受けられた

ため、次の練習へと移行した。

図2．回転開始の技術獲得のための練習方法
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（2）前屈技術の獲得
回転開始の技術の獲得を目指した図2の練習を終えた後

は、前屈技術の獲得を目指し、「とび箱の上で背倒立の体勢

になり、そこから勢いよく前へ起き上がる」という練習を

開始した。まずは上体をしっかりと起こすことを意識させ

前屈動作の習熟を図った。また、この練習に慣れてきたと

ころで、鉄棒のバーの代わりとなるもの注4）を持たせてそ

れを上体と下肢で挟むようにしながら上体を起こすように

実施させた。これは実際に鉄棒で実施する時の「前方支持

回転」の前屈動作を意識させるために必要であると考えた

ためであった。これらの練習を通して前屈技術の習熟レベ

ルの向上を図ったが、その時点では「前方支持回転」の成功

には至らなかったため、課題の難易度を上げ、図3のよう
に起き上がる際に坂を上がるような仕方でこの練習を実施

した。金子（1984）は前屈技術の説明において「鋭く前屈す
る」と述べており、対象者の運動経過を確認すると鋭い前

屈動作ができているとはいえなかったため、鋭い前屈動作

獲得のために図3の練習を実施して、より前屈技術の習熟
レベルを向上させていくべきであると考えた。

（3）握りなおし技術の獲得
前屈技術獲得のための図3の練習回数を積み重ねて前屈
動作の習熟レベルが向上してきたところで、この練習に加

えて握りなおし技術獲得のため図4の練習を開始した。跳
び上がってバーに対して支持の体勢になってもらうという

課題であるが、この時に金子（1984）がいう「指だけでバー
を下に押さえているところから、バーを親指球の下に移し

変える（p.339）」ということを口頭で対象者に意識させ、実

図3．前屈技術獲得のための練習方法

図4．握りなおし技術獲得のための練習方法
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施させた。そして図4の練習においては、躓くことなく金
子（1984）がいう「指だけでバーを下に押さえているところ
から、バーを親指球の下に移し変える（p.339）」という動作
が「できている」と感じる実施がすぐに見受けられた。

2．「前方支持回転」の習得

各技術獲得のための練習方法を実施しながらその練習の

成果を確認するため、「前方支持回転」にも挑戦し続けてき

た。最初にあともう少しで「前方支持回転」ができそうで

あると感じた実施が見受けられたのは、前屈技術獲得のた

めに鉄棒のバーの代わりとなるもの注4）を持たせて「とび

箱の上で背倒立の体勢になり、そこから勢いよく前へ起き

上がる」という練習を開始してすぐのことであった。その

後、なかなか「前方支持回転」が成功するまでには至らな

かったが、対象者に実施の感じを尋ねてみると「上手になっ

ている感じはする」という旨の報告を受けることはできた。

しかし、対象者が上手になっていると感じているにも関わ

らず「前方支持回転」を成功させることができなかったた

め、改めてできない原因について検討した。そして、「前屈

のタイミングが早い」と感じる実施が見受けられたため、

前屈するタイミングで対象者の体を両手で支えるという幇

助を行うことで前屈のタイミングを指導し、前屈のタイミ

ングの修正を図った。その結果、「成功に限りなく近い」と

思われる実施が増えていき、さらに図3の練習で前屈技術
の習熟レベルの向上を図りつつ、それに加えて握りなおし

技術を獲得するために図4の練習を実施したタイミングで
本指導において初めて「前方支持回転」を成功させること

ができた。この成功は指導開始から約3ヶ月の時点であっ
た。最終的には、指導開始から約3ヶ月半の時点で複数回
の成功の実施が確認できたことより習得できたと判断し

た。なお、図5は本指導終了後の対象者の「前方支持回転」
である。

考察

1．「前方支持回転」の習得過程

鉄棒運動における「前方支持回転」の技術について、金子

（1984）が明らかにした回転開始の技術、前屈技術、握りな
おし技術の3つの技術に着目し、「前方支持回転」ができな
い小学1年生1名を対象にそれらの技術獲得を目指して指
導を実践した。

まず回転開始の技術の獲得を目指して図2の練習を行っ
た。この練習は、金子（1984）がいう下肢を後方へわずかに
振り上げると同時に上体を一気に前方へ倒して回転の加速

図5．指導終了後の前方支持回転（成功）
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へつなげていくという動作を習熟させるために実施し、す

ぐに対象者はそれを達成することができたと考えている

が、これは対象者においてこの練習の必要性が低かったと

いうことではない。本指導を実践する前に確認した対象者

の「前方支持回転」注2）においては、回転開始の技術の習熟

レベルはそれほど低いものではなかったが、十分であった

ともいえない。したがって、「前方支持回転」の成功のため

に回転開始の技術の習熟レベルを向上させる必要があり、

図2の練習は対象者が「前方支持回転」を成功させるのに
必要であったと考えている。なお、回転開始の技術の獲得

を目指した図2の練習を実施しただけでは、「前方支持回
転」を成功させるには至らなかったため、対象者がこの技

を成功させるには、さらに前屈技術や握りなおし技術の獲

得を目指した練習が必要であったといえるであろう。

回転開始の技術を獲得するための図2の練習を終えた後
は、前屈技術を獲得するための練習を行った。金子（1984）
が「前方支持回転」における前屈動作においては「鋭く前屈

する」ということを述べていることより、単に前屈動作を

覚えれば良いということではなく、「前方支持回転」の成功

にはより習熟した前屈動作が求められるという認識でこの

技術獲得のための練習を実践した。他の回転開始の技術や

握りなおし技術を獲得するための練習と比べると、前屈技

術を獲得するために実践した練習が最も苦戦したのではな

いかと考えている。実際に対象者の練習の過程を振り返る

と、「とび箱を斜めに設置して坂をつくり、そのとび箱の上

でその坂を上がるように背倒立の体勢から持たせた鉄棒の

バーの代わりとなるもの注4）を上体と下肢で挟むようにし

て勢いよく起き上がる」（図3）といった動作の練習におい
ては、上手く実施するこができていない様子も見受けられ

た。しかし、全く歯が立たないような状況は確認できな

かったため、回転開始の技術や握りなおし技術を獲得する

ための練習と比べると苦戦した様子が見受けられたが、前

屈技術を獲得するための練習についても順調に習熟レベル

を高め、指導開始前に比べて鋭い前屈ができるようになっ

ていったと考えている。

そして、回転開始の技術や前屈技術を獲得するための練

習を実施しても、なかなか「前方支持回転」を成功させるに

は至らず、さらに握りなおし技術を獲得するために図4の
練習を実施した。実際に回転開始の技術や前屈技術を獲得

するための練習を経て、挑戦した「前方支持回転」の実施に

おいて、鉄棒のバーの握りなおしができていないと感じて

いた。この練習の課題である金子（1984）がいう「指だけで
バーを下に押さえているところから、バーを親指球の下に

移し変える（p.339）」という動作は、それほど難しい動作で
はないと考えられ、それゆえに対象者は図4の練習を問題

なく進めることができ、すぐに握りなおし技術の獲得に

至ったと考えている。そして、対象者は握りなおし技術を

獲得するための練習（図4）を実施してすぐに「前方支持回
転」を成功させることができた。後藤・伊藤（2014）は、握
りなおし技術が欠落すると回転後半に手首が背屈位で固定

され、それゆえに上昇回転が阻害されてしまう失敗が起こ

ると指摘しているが、それを踏まえれば本指導では、握り

なおし技術獲得のための練習（図4）を実施したことで、上
手く握りなおしができず上昇回転が阻害されてしまってい

たということが改善され、それゆえに「前方支持回転」の成

功につながったのではないかと推察する。対象者も「握り

なおしが大事だと思う」という旨の発言をしており、さら

に「前方支持回転」を成功させた要因について対象者に尋

ねると「握りなおしができて上体を起こせたこと」という

旨の報告を受けた。もちろん、それらのことは回転開始の

技術獲得のための練習や前屈技術獲得のための練習で、そ

の習熟レベルが高まり、その状態で握りなおし技術の習熟

レベルを高めることができたため、上手く握りなおしがで

きず上昇回転が阻害されてしまっていたということが改善

されて「前方支持回転」の成功に至ったという認識であり、

握りなおし技術の習熟レベルを高めることだけで「前方支

持回転」の成功に至るということや、「前方支持回転」を成

功させるのに握りなおし技術の獲得が一番重要であったと

いう考えではない。金子（1984）によれば回転開始の技術
と前屈技術が上手くいくとまがりなりにも支持になること

ができ「前方支持回転」ができてしまうということである

が、本研究の対象者については、握りなおし技術獲得のた

めの練習を実施するまで「前方支持回転」ができなかった

ことを踏まえると、回転開始の技術と前屈技術については

練習を通して習熟レベルは向上していたものの、それら2
つの技術の実現だけで「前方支持回転」を成功させるレベ

ルには達しておらず、握りなおし技術の習熟レベルの向上

が加わって「前方支持回転」の成功に至ったと考えられる。

つまり、「前方支持回転」を成功させるためには、金子

（1984）が「前方支持回転」の技術として挙げている回転開
始の技術、前屈技術、握りなおし技術のどの技術について

も習熟レベルを高めていくことが、まずは重要であるとい

える。そして、本指導ではそれらの技術の習熟レベルを高

めるための練習方法を設定して指導を実践したが、最終的

に対象者が「前方支持回転」を成功させることができたこ

とを踏まえれば、本指導で実践した練習方法は「前方支持

回転」の習得において妥当なものであったと考えられる。

2．「前方支持回転」の指導

鉄棒運動における「前方支持回転」は、小学校学習指導要
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領解説体育編（文部科学省，2018）において中学年（3年生
および4年生）で発展技として例示されているため、低学年
（1年生および2年生）で学習し、この技を習得していくこ
とは難しいと思われる。しかし、本研究の対象者が6歳で
あったことを踏まえれば、小学校低学年であっても「前方

支持回転」を学習し、習得することは十分に可能であると

いえる。ただし、本研究の対象者はスポーツクラブに通っ

ているため、そうではない同い年の者と比べて運動能力が

長けており、それゆえに「前方支持回転」を習得することが

できた可能性もある。したがって小学校低学年における

「前方支持回転」の学習について、一概には本研究のように

大きな問題がなく習得まで展開していけるとはいえない。

しかし、本研究の指導の実践で用いた練習方法については、

その課題達成が難しいものはあるが、いわゆる運動遊びと

して取り扱えるものであり、それゆえに小学校低学年の子

どもにも取り組みやすいものであると考えている。そし

て、課題達成が難しいものについては、課題の難易度を下

げるような工夫をすることで十分対応できるものと考え

る。例えば図3の前屈技術獲得のための練習は、坂をつく
らないあるいは坂を上がるように実施させるのではなく下

りるように実施させるなどの仕方であれば、課題の難易度

は下がりより取り組みやすいものになると思われる。実際

に本指導においても上述したように、前屈技術獲得のため

の練習において最初から図3のようにとび箱を斜めに設置
して坂を上がるようにして首倒立から起き上がる動作をさ

せたのではなく、まずとび箱を平らな場所に設置し、その

状態で首倒立から起き上がる動作をさせて、段階的に課題

の難易度を上げている。本指導で用いた練習方法を学習者

のレベルに合わせて課題の難易度を調節するといった工夫

をすれば、小学校低学年においてもより多くの子どもたち

を対象に「前方支持回転」の学習を取り入れ、指導していく

ことができると考える。そして、それが実現されれば小学

校低学年で「前方支持回転」を習得する子どもを増やすこ

とができると考える。

結論

本研究では、小学1年生を対象に鉄棒運動における「前
方支持回転」の指導を実践してその事例を示し、この技の

指導に役立つ知見を得ることを目的とした。その結果、対

象者は本指導を通して「前方支持回転」を成功させること

ができ、本指導で実践した練習方法が「前方支持回転」を習

得するのに妥当なものであったと考えられた。そして、本

指導で用いた練習方法について学習者のレベルに合わせた

工夫ができれば、より多くの子どもたちが「前方支持回転」

を習得することができるようになると考えられた。

注

1）2018年11月27日の段階で報告を受けた。
2） 「前方支持回転」の実施を求めた試技であり、失敗の
ため技の経過が「前回り下り」となっている。

3） やむを得ない事情により練習の頻度が一定でない期間
もあったが、できるだけ週1回の頻度で練習するよう
に努めた。

4）紙を使用して作成した円筒。
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Coaching of  “Front Hip Circle” on the Horizontal Bar

Yuki SATO

Junior College, Tokyo University and Graduate School of Social Welfare（Isesaki Campus） 
2020-1　San’o-cho, Isesaki City, Gunma 372-0831, Japan

Abstract :  We consider that presenting case studies of coaching elementary school students on the horizontal bar exercise 
provides useful insights into its coaching site in physical education in elementary schools. This research aims to obtain use-
ful insights into coaching the “front hip circle” on the horizontal bar by showing an example of coaching an elementary 
school student on this skill. We focused on the technique of “front hip circle” and devised specific training drills for the 
subject to acquire it. The result shows that the subject was successful in performing the “front hip circle”, concluding that 
these drills are appropriate for acquiring the “front hip circle”. We believe that more children could acquire the “front hip 
circle” by adjusting the drills outlined in this study according to the different levels of various learners.
(Reprint request should be sent to Yuki SATO）

Key words : � front hip circle, technique, coaching
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わらべうた『はないちもんめ』の地域的特徴の比較から見えてくるもの

本野洋子

東京福祉大学 短期大学部（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831　群馬県伊勢崎市山王町2020-1

（2023年10月31日受付、2024年1月25日受理）

抄録：わらべうたの『定義』づけに関してはいまだ定まっておらず、各研究者が研究上の観点から自ら定義づけてわらべう

たを論じていることが多いように思われる。各地域で日常的に遊ばれていた「はないちもんめ」に関する文献から「はない

ちもんめ」の地域的特徴を調査し、その旋律、歌詞、リズム等の比較から現代において子供たちが「わらべうた」を歌う意義

を検証し、これからの「わらべうた」の在り方について明らかしようと試みた。その結果、言葉の抑揚とメロディの結びつ

きなど、いくつかの特徴を有する曲も見られたが、一方、メディアなどの影響もあり、地域において日本語が標準語化され

ていく中で、わらべうたの地域性も徐々に薄れていっているのではと危惧される。その為、今後の保育や教育現場での地域

性を生かしたわらべうたへの取り組みの意義やあり方についての方向性を示す。

（別冊請求先：本野洋子）

キーワード：わらべうた、はないちもんめ、方言、メロディ、リズム

1．はじめに

安藤（2017）は、わらべうた 1）について「日本の伝統文化

としての歌を伴う伝承遊びであり、子ども 2）の日常生活の

遊びの中で創造、継承されるものである。常に子どもの創

造性によって作り替えられていく、正に生き物として捉え

られている。」と定義づけている。しかし尾見（2001）が「わ
らべうたの定義・分類は単一ではなく諸説ある。」と述べて

いるように、『定義』づけに関してはいまだ定まっておらず、

各研究者が研究上の観点から自ら定義づけてわらべうたを

論じていることが多いように思われる。そして、このこと

がわらべうたを独自の判断で解釈して誤った指導している

教育者、保育者がいることにも繋がっているのではないか

と危惧せざるを得ない。実際、「アルプス一万尺」を「わら

べうた」としたり、伴奏付きの「わらべうた」を保育で使う

提案がなされたりしている。

小泉（1986）は「あんたがたどこさ」「かごめかごめ」「と
おりゃんせ」などのわらべうたについて「大人が子どもに

教えたわらべうたは死んでしまうのです 3）。型にはまって

動きが取れなくなるのです。だから、われわれはそういう

ものはわらべうたとは考えません。」と述べている。また、

坂井（2010）は「わらべうたは、子どもの話す方言音声の特
徴を反映して歌われており…」と述べている。さらに二宮

（2017）は「わらべうたは口承で歌い継がれてきたものであ

り、遊びの中から動作とともに歌われ、歌詞も変化し、地域

によって歌われる言葉もイントネーションも違うというこ

とがある。」とあるように、わらべうたは、話し言葉に即し

て歌われるため、本来方言を反映しているが、近年楽譜化

されたり、メディアで取り上げられることによって、わら

べうたは標準語化されているのではないかだろうか。

本研究では、子供の集団遊びとしてのわらべうた『はな

いちもんめ』を取り上げることによって、先行研究にある

わらべうたの特徴を検証するとともに、現代におけるわら

べうたの問題点を明らかにしていくこととする。

この『はないちもんめ』は『日本わらべ歌全集』4）に多く

掲載されているが、採譜された地域によって歌詞や旋律が

少しずつ異なっていることから、この書籍が出版された

1980年前後あるいはそれ以前各地域によってどのように
歌われていたのかを知る良い資料となると考えた。また尾

原昭夫は、「日本のわらべうた　戸外遊戯歌編」の中で、『は

ないちもんめ』の構成上の比較を行っていることから、参

考の資料として使用することとした 5）。

この曲の発祥は、目下のところ文献上で特定できる最初

の例は、昭和10年発行の『続日本童謡民謡曲集』6）中にある

遊戯歌「はないちもんめ」とみるのが一般的である。これ

は京都市で歌われていたとされているが、それが、各地方

に広がり、時代を経て変化していったと考えられている。

また、静岡県沼津市辺りで縄跳び遊びとして歌われていた
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という記録もある。マスメディアが今日ほど発達していな

かった時代に、この『はないちもんめ』がどの様にして全国

に広まったのかは不明であるが、昭和初期のラジオ放送で

この曲が流されたという説 7）がある一方、小泉（1986）は「3
年前、利根川流域の調査をしたとき『カボチャの種』という

お手合わせ歌を発見しました。－中略－昨年夏、四国の土

佐（高知県）の手結という町で一クラス全員がそれを知っ

ているのを私たちの仲間の調査員がつきとめました。－中

略－調べたところ、そのクラスに一人の少女が東京から父

親の転勤によって編入されてきたことが分かりました。彼

女がはるばる運んだのです。」と子供同士の遊びの中でわ

らべうたが広まっていったという話を紹介している。

2．研究目的

現存する「わらべうた」に関する文献から各地で歌われ

ていた「はないちもんめ」の旋律、歌詞、リズムの地域的特

徴を分析し比較することで、嘗ては各地域で日常的に遊ば

れていた「はないちもんめ」に関し、地域性を明確にする。

そして、標準語化されつつある現在のわらべうたに関して、

今後の保育や教育現場で地域性を生かした「わらべうた」

の取り組みの意義や「わらべうた」の在り方についての方

向性を示す。

3．研究方法

浅野ほか監修『日本わらべ歌全集』、および尾原編著「日

本のわらべうた　戸外遊戯歌編」に掲載されている『はな

いちもんめ』のなかの『勝ってうれしいはないちもんめ』『負

けてくやしいはないちもんめ』の部分を取り出し、旋律、歌

詞、リズムを比較する。この部分は、どの地域でも遊び方

や歌詞的には大きな相違がないことから、比較に適してい

ると考えたからである。

抽出した『はないちもんめ』は、全国で32曲あり、北海道・
東北が6曲（北海道1、岩手2、秋田1、山形1、青森1）、関東
が4曲（群馬1、埼玉2、東京1）、中部が７曲（岐阜２、山梨2、
愛知1、静岡1、長野1）、近畿が4曲（京都1、大阪2、奈良1）、
中国・四国が6曲（島根2、香川2、愛媛１、高知1）、九州が5
曲（鹿児島２、福岡２、大分１）であった。

なお、音名については絶対的な音の高さを表すためには

アルファベットを使用し、相対的な音の高さを表すために

階名を用いることとした。

また、原譜の一部分を切り取って作成したり、移調した

りすることに困難を生じたので、楽譜に関しては、今回は

筆者自身の手書きとした。

4．結果

各地方ごとに採譜されて文献に掲載されている調号、終

止音、拍子を見てみると表1のようになった。調号では、
23曲（72％）がＧ（ト長調）8）で示されている。特に中部地

方では7曲すべてがＧ（ト長調）で示されている。
関東ではＧ（ト長調）は2曲で、2曲がＣ（ハ長調）である。

また中国・ 四国地方ではＧ（ト長調）が3曲で、Ｃ（ハ長調）
が1曲、Ｆ（ヘ長調）が2曲となっている。
また、曲の最後の『はないちもんめ』の終止音を見ると、

A4が24曲（75％）である。次いでG4が4曲あるが、いず
れもＦ（ヘ長調）もしくは、調子記号が記されていないＦ（ヘ

長調）である。

拍子について見ると、2/4拍子、4/4拍子、6/8拍子と、す
べて2拍子系であり2/4拍子が24曲と圧倒的に多い。近畿
と中国・四国では6/8拍子がそれぞれ2曲ずつある。また、
4/4拍子は北海道・東北及び中部で各1曲、九州で2曲ある。
次いで「勝ってうれしいはないちもんめ」と「負けてくや

しいはないちもんめ」の部分の開始音が前拍9）か、後拍9）か、

または西洋音楽理論でいうシンコペーション的 10）である

表1．地域別の調号・終止音・拍子の種類と数
調　号 終 止 音 拍　子

Ｇ Ｃ Ｄ Ｆ A4 D5 B4 E4 G4 2/4 4/4 6/8

北海道・東北 4 1 1 0 4 1 1 0 0 5 1 0

関東 2 2 0 0 3 1 0 0 0 4 0 0

中部 7 0 0 0 7 0 0 0 0 6 1 0

近畿 3 0 0 1 3 0 0 0 1 2 0 2

中国・四国 3 1 0 2 4 0 0 0 2 4 0 2

九州 4 0 0 1 3 0 0 1 1 3 2 0

計 23 4 1 4 24 2 1 1 4 24 4 4
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のかを調べた。

「勝ってうれしいはないちもんめ」の部分では、北海道・

東北、中部、九州で後拍から始まっている曲があり、関東、

中国・四国でシンコペーション的な始まり方をした曲が

あったが、全体の7割近くの22曲が前拍から始まっていた。
しかし「負けてくやしいはないちもんめ」では、4割弱の12
曲しか前拍で始まっていなかった。そして後拍から始まっ

ている曲が5割の16曲を占めており、関東では前拍から始

まる曲はなかった。

開始音については、「勝ってうれしい・・」も「負けてくや

しい・・」どちらもA4とG4 がほぼ2分していた。また終
止音はどちらも9割以上がA4 であった。
曲の終わりの「はないちもんめ」のメロディについては

32曲中14の異なるメロディおよび異なるリズムパターン
が見られた。特に近畿は最後の3音が同じA4 の連続であ
る。この3音の連続は山梨、愛知、愛媛、岐阜においてもみ

表2．「勝ってうれしい・・」と「負けてくやしい・・」の始まりと終わり部分

実際にはない
が西洋音楽理
論上の記譜に
よる

勝ってうれしいはないちもんめ 負けて悔しいはないちもんめ

歌い始め部分
syn:
シンコペーション的

開始音 終止音 歌い始め部分
syn:
シンコペーション的

開始音 終止音

核音をA4とした場合 核音をA4とした場合

前拍 後拍 Syn A4 G4 E4 A4 E4 前拍 後拍 Syn A4 G4 E4 A4 E4

北海道・東北 3 3 0 3 2 1 6 0 1 4 1 2 4 0 6 0

関東 3 0 1 4 0 0 4 0 0 2 2 0 3 1 4 0

中部 5 2 0 5 2 0 7 0 1 5 1 6 0 1 7 0

近畿 4 0 0 1 3 0 3 1 4 0 0 1 3 0 4 0

中国・四国 5 0 1 2 4 0 6 0 4 2 0 2 4 0 6 0

九州 2 3 0 0 4 1 4 1 2 3 0 4 0 1 4 1

計 22 8 2 15 15 2 30 2 12 16 4 15 14 3 31 1

図1．曲の最後「はないちもんめ」のメロディ（リズム）（筆者作成　以下図2.3同）
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られる。また、山形は下から4E・4G・4Aと上昇して終わっ
ている。福岡は逆に4A・4G・4Eと下降して終わっている。

5．考察

友野（1988）は「日本のわらべ歌全集23上、福岡のわらべ
歌」の凡例の中で「1.子供の声域に適する音域に移調し、な
るべく単純な調号になるように配慮した。」としているが、

ハ長調に移調したものは核音が5Dとなり、子供が無理な
く出せる最高音は岡村（2001）の調査で5歳男児の平均で
4Aくらい、5歳女児の平均は5Dとなっている。女児の場
合半数以上がいわゆるファルセットで出していたので、こ

ういう結果となっている。しかし女児も含めて5Cと5D
の連続的な歌唱は、子供にとってかなり無理な音域であり

子供の声域に適しているとは言えないのではないだろう

か。

次に「2.リズムは付点8分音符と16分音符の組み合わせ
と3連符の2：1あるいは8分の6拍子の8分音符2拍と1拍
の組み合わせが判然としない場合が多い。」とあるが、換言

すれば、この曲集の拍子、リズムに関しては、採譜者の主観

に任されているといってよいであろう。

その次には「3.また遊び方も譜面通りとは限らない。テ
ンポも成立時とはかなり異なった状況で採集されることも

多かったが、演奏者の歌ったテンポを参考のために表示し

てある。」ということで、演奏者が子供のころに歌ったとし

て思い出しながら歌っている場合と、学校の教室で教師の

指導の下歌っている場合とでは、テンポなどは当然異なっ

てくるであろう。したがって記載されているテンポという

ものは、書かれているように参考程度と捉えるべきであろ

う。

今回調査した文献は、すべて西洋音楽の理論をもとにし

た採譜及び記譜である。従って示された調号の調であると

いうことではなく、わらべ歌の音階構成音であるペンタト

ニックのラドレミソの核音としてのレを子供が歌いやすい

音高A4に当てたので、A4が西洋の音階音を使用してレな
らばト長調ではA4ととらえたと考えている（図２東京都
参照）。また採譜した際に歌っていた音高を当てはめ、ト

長調よりも1音高いメロディとなったときＡ（イ長調）と記
譜しないで4Gに♯のつかないＤ（ニ長調）で記譜したと考
えられる（図２岩手県参照）。

ハ長調で記譜してある楽譜（図3埼玉県）では、歌ってい
る声の高さを考慮せずに移動ド読みしたままハ長調で記譜

しようとしたのではと考えられる。またもう一つのハ長調

（図3奈良県）は一見ハ長調のようであるが終止音が4Gと
なっていることから、ヘ長調として採譜されたことがわか

る。これは実音をト長調で記譜したときよりも1音下げて
示そうとしたためと考えられる。

このように、各地域で採譜された「はないちもんめ」は採

譜者の判断で、実際に西洋音楽の楽譜に当てはめていった

と考えられる。

図2．東京都（核音4A）と岩手県（核音4B）の子供の歌ったメロディ

図3． 埼玉県浦和市の子供が歌ったメロディを調号のないハ長調に移調した楽譜（核音5D）と奈良県吉野郡の子供が歌っ
たメロディを調号のないへ長調に移調した楽譜（核音4G）
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それは、拍子にもみられることで、本来2拍子のこの曲
が、4拍子と捉えられたり、8分の6拍子と捉えられたりし
ている。二宮（2018）は付点八分音符と十六分音符の組み
合わせ（3対1）のハネルリズムと、8分の6拍子の2拍と1
拍（2対1）のハネルリズムについて、小泉の説を引用して
「わらべうたにはハネルリズムが多くみられるのだが、こ

れは2対1でハネルか3対1でハネルかは遊びに乗ってき
たときの気分の高揚度によるという」としているが、特定

の採譜者の場合、採譜した曲すべてが8分の6拍子になっ
ていることと、友野が凡例の中で述べていることを重ね合

わせると、子供が実際にどのように歌っていたかというよ

りも採譜者の判断ということになるであろう。

次に、「勝ってうれしい…」と「負けてくやしい…」という、

相対する言葉の部分について見てみると、メロディやリズ

ムの動きは、各地域の言語的特性を表している個所がある

ということである。

「勝って」の部分は、関東の言葉でも関西の言葉でも違和

感なく、前拍からでも後拍からでも、言葉がつけられる。

しかし、「負けて」の言葉は多くの地域で「ma・ke‐・te」と
「け」の音を延ばすのに対して（図2東京都、図3埼玉県参
照）、近畿では「ma‐・ke・te」と「ま」の音を伸ばす傾向が強
い（図3奈良県参照）。従って、近畿地方では延ばす「ま」の
部分を前拍として拍の頭から入って1拍延ばしている。こ
れは、愛媛や香川でも同じ言葉の付け方である。これに対

して、中部地方より東では「ま」を短く言うことから出だし

が後拍となったりシンコペーション的な拍になったりした

と考えられる。ただ、長野県南佐久郡では「負けたら」と

なっており、また岩手県一関市では、「負けて…」ではなく

「負けたと」とそれぞれ4文字からなるので、前拍から入っ
ている（図2岩手県参照）。
メロディについてみてみると（図1京都、大阪、奈良参
照）、近畿は最後の3音「mo・n・me」が同じA4の連続であ
る。これは明らかに、近畿地方の方言からきている。すな

わち「もんめ」の抑揚は、同じ高さの連続である。一方関東

や東北・北海道、また九州は「n」の音が「mo」よりも1音下
がって、「me」で再び1音上がる。ただ、近畿地方の方言に
基づく抑揚としての3音の連続は山梨、愛知、愛媛、岐阜に
おいてもみられる。愛媛はアクセントやイントネーション

が近畿地方の方言に近く、愛知・岐阜の方言も近畿地方に

隣接していることから、一部近畿地方に近いイントネー

ションのところがある。山梨でそのように歌われていたと

いうことに関しては不明である。また、福岡県柳川市で「も

んめ」が4A、4G、4Eと下降する音になっていることはこの
地方の方言からきているのではと考えている。山形県米沢

市では逆に「もんめ」が4E、4G、4Aと上昇して終わってい

るが、これもこの地方の方言からきているのではと考えら

れる。しかし、九州や東北の他の地域の「はないちもんめ」

の最後の部分が、柳川や米沢の歌のような抑揚とはなって

おらず、標準語の抑揚になっていることから、すでにこれ

らの地域でも、1980年前後には日本語の標準化が進んでい
た可能性が有るのではと推察される。

6．結論

今回の文献調査から見えてきたことは、元が同じわらべ

うたであっても、全国に広がっていく中で、変化していく

ということである。方言としての言葉の影響も考えられる

が、同じ地方、あるいは同じ県の中でも、異なったメロディ

やリズムになっているのは、その子供たちにとって遊びの

中で歌いやすいように変えられていったということがいえ

る。尾原昭夫は『はないちもんめ』を構成上五つの型に分

類しているが、同じ地域であっても、異なった型の曲を歌っ

ているところがある一方、「となりのおばさん型」のように

関東に多いといわれているが、全国各地域で見受けられる

型もある。これらの採譜された楽譜は、採譜された時期に

採譜された地域で歌っていた子供の歌声である。したがっ

て生きているわらべうたとは、子供たち自身の、主として

その地域での遊びの中で生まれ育っていくものであり、本

来大人が作曲して与えたり指導するものではないというこ

とである。すなわち、最も自然体であるのは、共通語とし

ての標準語ではなく、地域の方言のままで歌うのが本来の

わらべうたの姿であろう。この方言によるわらべうたを子

供たちが歌うことによって、子供たちが住んでいる地域に

対する愛着が育まれていくことに意義があると考える。

その子供たちが自然に遊んでいるものには全国一律のも

のとなる固定した楽譜は必要なく、さらには拍子や音高な

どを示す必要もないと考える。また子供たちが遊びのなか

で歌っているということは、子供にとっては伴奏も必要な

いし、話し言葉のままの音高で出だしを歌いだすので、音

高を示すもの（ピアノなどの楽器類）は必要ないと言える。

また、その時々のトピックスが言葉の中に入ったアレンジ

されたわらべうたもあるようであるが、変化を否定しない

こともまた大切であると考える。それこそが生きたわらべ

うたと言えるだろう。

本研究のように、文献として、自然と歌われているもの

を視覚的に比較できるようにするためには、楽譜化し、拍

子や音高を明示することの意義は大きく、資料として残す

ことも文化の継承の一端を担っていると考えられる。した

がって、資料としてのわらべうたの楽譜と、子供が日常で

遊ぶなかでのわらべうたは、一線を画しておくべきではな
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いかと考える。わらべうたの遊びを通じて、音楽理論の内

容等、教育的観点を含めて指導を行う際には、わらべうた

が本来持っている意味を理解したうえで、慎重に行われな

ければ、本末転倒になってしまうのではないか。幼稚園教

育要領 11）や小学校学習指導要領 12）に「わらべうた」を取り

入れるよう書かれており、すでに多くの幼稚園、小学校で

わらべうたを取り入れた音楽教育を行っているが、これら

は、いわゆる教育であって、本来の子供のわらべうた遊び

とは異なるものと考えなければならない。

上述したように方言で歌われているのが本来のわらべう

たであるが、今日各地域では話し言葉自体が標準語化され

つつあることから、わらべうたも方言と標準語の混じった

ものになりつつあることが考えられる。実際、大阪でも高

齢の人が小さいころ歌っていた歌い方と、現在の子供の歌

い方に相違があるということを坂井（2010）は述べたうえ
で、このように、わらべうたの方言性が失われている原因

として、「わらべうたがテレビ等において主に共通語アクセ

ントによる旋律で歌われるほか、教科書や子どもの歌の曲

集にもわらべうたが楽譜つきで掲載され、旋律が固定化さ

れることが影響していると思われる。」と述べている。

ただ、社会的変化により子供たちが外遊びできなくなっ

たり、しなくなったりする現状、―ともすれば、受動的にマ

スメディアの洗礼を受けざるを得ない現状があるからこ

そ、伝承を守り育てる手伝いとして、地域の方言によるわ

らべうた遊びを小学校教育・幼児教育・保育現場で行って

いくことが必要なのではないだろうか。

7．今後の課題

過去の文献の調査から見えてくるものとしてのわらべう

た「はないちもんめ」について論じてきた。この曲に関し

ては、昨今では人を選ぶことでいじめが誘発されるという

理由で歌うことを禁止しているところもあると聞くなか

で、現在どの地域の幼児教育・保育現場などでこの「はない

ちもんめ」が歌われているのか、また、わらべうたは全体と

してどの程度保育・教育関連施設などで取り入れられてい

るのか、今後、実際の保育・教育関連施設などで調査をして

いく予定である。

さらに、保育者養成校でのわらべうた指導に関して、幼

児教育・保育施設に就職する学生に対して、「子供たちに伝

統ある各地のわらべうたをどのように教え、伝えていくか」

を研究し、検討していく必要があると言えよう。白石・齋

藤（2021）は「遊びやしぐさが複雑になっていく幼児期のわ
らべうたを豊かに展開するためには、日々の研修が必要で

ある。そして、残念なことには、保育者養成校においてわ

らべうたを学べる機会がほとんどないことである。」と述

べているが、学生に対して具体的な指導として、①地域の

伝統文化としてのわらべうたの位置付け、②地域的特徴を

持った選曲と曲についての知識、③わらべうたの歌わせ方、

などについてさらに研究していく必要があるであろう。

日本の伝統を守りながら、次世代の文化を築いでいくれ

る一助としてのわらべうたを保育者が子供たちに与えるの

ではなく、子供たち自身で歌い遊ぶことができるよう、さ

らに子供たちが「標準語」ではなく普段話している言葉（方

言）で歌い遊ぶことができるような援助の在り方に関して

全国の保育者が考え、実践していくきっかけとなればと考

えている。

付記

本研究は、全国大学音楽教育学会関東地区2023年度第1
回研究会および第38回全国大会においての研究発表を再
構成し、加筆修正しまとめたものである。

なお、本研究に関し利益相反はない。
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注

1） 小泉文夫に従って「わらべうた」は平仮名表記にした
が、引用文献上で「わらべ歌」となっているものはその

まま原文表記にした。

2） 文部科学省は、公用文を作成する上での参考にするた
め，一般に留意を要する用字用語の標準を示すとして

2010年「文部科学省用字用語例」を作成したが、その
中で「こども」の書き表し方として「子供」としている

ので、本論中においては「子供」としたが漢字書きで示

した語についても、場合によっては仮名書きにしても

差し支えないと記述してあるので、引用文献中におい

ては、原文に記載通りに「子ども」とした。

3） 「子供」と同様、本論中においては常体（だ・である調）
で記述したが、引用文献中においては原文に記載通り

に記述したので敬体（です・ます調）の文章と常体の文

章が混在する。

4） 浅野建二・後藤捷一・平井康三郎監修（1979-1992）の
『日本のわらべ歌全集全27巻39冊（柳原書店）』は全国
的規模で各地域において、その時点その地点で歌われ
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 「はないちもんめ」の地域的特徴の比較

ていたわらべうたを採譜し記録したわが国唯一の全集

で、全国各地の研究家80数名の協力と、15年余の歳月
をかけて集めた10,000余曲を楽譜付きで収録したも
のである。

5） 尾原昭夫は『はないちもんめ』を構成上五つの型に分
類した。

 （1） 基本型：全国的「勝ってうれしい‥、負けてくやし
い‥」のみ

　　　 秋田、福岡、大阪（1）、鹿児島（2）
 （2） ふるさと型：ほぼ全国的。「ふるさともとめて‥」

という歌が基本形の前に入ってくる。（「黒砂糖求

めて」「花束まとめて」「ふるさとまとめて」など聞

き間違いからくる別のバージョンも多くある）

　　　  北海道、青森、山形、埼玉（1）、長野、岐阜（1）、京都、
大阪（1）、島根（1）、香川（2）、愛媛

 （3） 隣のおばさん型：主として中部以東。基本形の後
に「となりのおばさんちょいときておくれ、鬼が怖

くていかれない・・・」という歌が入る

　　　  岩手（2）、群馬、東京、埼玉（1）、山梨（1）、静岡、岐
阜（1）、愛知、奈良、高知、福岡

 （4） タンス長持ち型（物まね型）：主として中部以西。
「タンス長持どのこがほしい・・・」の歌が基本形の

後に入ってくる。

　　　 山梨（1）、大阪（1）、島根（1）
 （5） 複合型：主として中部地方。今回の文献には掲載

されていなかった。

6） 『続日本童謡民謡曲集』（1935）」に京都市で歌われてい
た歌（p.65）が確認でき、昭和初期に広がったとされる。
また、同書には静岡県沼津地方の縄跳び唄としても掲

載されており（p46）、両方の歌の元歌が大正末頃に
あったと考えられる。

7） 日本初のラジオ放送は、1925年3月22日、社団法人東
京放送局（JOAK：現在のNHK東京ラジオ第1放送。
略称：AK）が東京・芝浦の東京高等工芸学校（千葉大学
工学部の前身）内に設けた仮送信所から発した。なお、

ラジオ聴取契約者は1931年に100万を、1939年1月
には400万を突破した。

8） Ｇ（ト長調）としているが、西洋音楽としてのＧ（ト長
調）ではなく、あくまでも記譜する際に便宜上、この調

性を使用していると考えている。

9） 前拍・後拍：小泉（1994）は「各拍の性格からくる音価
と、時間的変化における位置、すなわち前とか後とか

いう前後の連続した相対的関係からくるものだとし前

拍と後ろ拍の交代が日本伝統音楽の2拍子の原則であ
ると説いた。

10） シンコペーションとは、西洋音楽において、本来弱拍
となるところに強拍のアクセントをつけ、強拍のとこ

ろを弱拍とするなど、故意に拍子やリズムをちがわせ

て、曲の印象を強くする音楽上の手法であり、わらべ

うたのような日本の曲では小泉が9）で前拍後拍と述
べているように本来強拍弱拍アクセントはないとされ

ているので、シンコペーションのようなリズムになっ

ている箇所をシンコペーション的とした。

11） 幼稚園教育要領の「第２章 ねらい及び内容」の中の領
域「環境」の３．内容の取扱いにおいて「文化や伝統に

親しむ際には、正月や節句など我が国の伝統的な行事、

国歌、唱歌、わらべうたや我が国の伝統的な遊びに親

しんだり、異なる文化に 触れる活動に親しんだりする
ことを通じて」とある。

12）小学校学習指導要領第6節「音楽」の内容B「鑑賞」では
「（2）鑑賞教材は次に示すものを取り扱う。ア我が国
及び諸外国のわらべうたや遊びうた、行進曲や踊りの

音楽など身体反応の快さを感じ取りやすい音楽、日常

の生活に関連して情景を思い浮かべやすい楽曲」とあ

る。
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らべ歌．柳原書店，p.4
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 「はないちもんめ」の地域的特徴の比較

What can be Seen from a Comparison of the Regional Characteristics of  
the WARABEUTA “Hanaichimonme”

Yoko MOTONO

Junior College, Tokyo University and Graduate School of Social Welfare（Isesaki Campus） 
2020-1　San’o-cho, Isesaki City, Gunma 372-0831, Japan

Abstract :  The “definition” of “WARABEUTA” has not yet been settled, and it seems that researchers often define and 
discuss WARABEUTA from their own research viewpoints.　We attempted to investigate the regional characteristics of 
“Hanaichimonme” from literature on “Hanaichimonme” that was played on a daily basis in various regions, to verify the 
significance of having children sing “WARABEUTA” in modern times by comparing its melody, lyrics, and rhythm, and to 
clarify the ideal form of “WARABEUTA” in the future. As a result, we found some characteristic songs, such as the connec-
tion between the inflection of words and melody. On the other hand, we fear that the regional characteristics of WARA-
BEUTA may be gradually fading away as the Japanese language becomes more standardized, partly due to the influence of 
the media. Therefore, further efforts should be made to promote WARABEUTA in childcare and education.
(Reprint request should be sent to Yoko MOTONO）

Key word : � WARABEUTA, Hanaichimonme, Dialect, Melody, Rhythm
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高齢者福祉サービスと管理専攻の教育改革に関する研究 
－ 集寧師範学院を事例として －

曲 建輝 
 

指導教員 
中島恒雄

東京福祉大学大学院 社会福祉研究科 博士課程（池袋キャンパス）
〒170-8426 東京都豊島区東池袋 4-23-1

（2023年10月31日受付、2024年2月13日受理）

抄録：中国は2000年度に高齢化社会に突入した。社会・経済の発展に伴い、社会の高齢化問題が深刻化するにつれ、高齢化
福祉サービスの専門人材の需要は増え続けている。そこで高齢者福祉サービスのニーズは、単なる日常生活のケアから、精

神的な面を含む多様なニーズへと変化してきた。この背景の下で、高齢者福祉サービスと管理専攻の学生たちは、高齢者

サービス業界での主力として、ニーズが高まり、高齢者福祉サービスのニーズに対応する必要がある。本論文で筆者は集寧

師範学院の高齢者福祉サービスと管理専攻の学生5期にわたる8年間の教育経験をもとに、高齢者福祉サービスと管理専攻
の人材育成目標、カリキュラム体系構造、専門教材作成、教員チームの強化と職場実習の拡充の5つの方面で研究を行い教
育の長所と短所を明らかにした。結果、不足している点については解決策を提案し、また、高齢者福祉サービスと管理専攻

の教育改革が必要であることが示唆された。

（別刷請求先：曲 建輝）

キーワード：高齢者福祉サービス、養老、サービスと管理、教育改革 

緒言

1．研究の背景

中国は、2000年から2020年まで実施された3回の人口
センサスの結果からもわかるように、2000年に実施した第
5回人口センサスでは、総人口が12.95億人に達し、60歳以
上の人口はすでに1.26億人に達し、総人口に占める割合が 
9.73%であることが分かった。また、65歳以上の人口がす
でに0.88億人に達し、総人口に占める割合が 6.96％であ
る（中国国家統計局，2001）。
国際連合の高齢化に関する基準によると、特定の地域に

おいて60歳以上の高齢者が総人口の10％以上、または65
歳以上の高齢者が総人口の7％以上を占める場合、その地
域は高齢化社会（aging society）とみなされる（中国国家統
計局，2023）。しかし、中国では2010年に実施した第6回
人口センサスでは、総人口が13.70億人に達し、60歳以上
の人口がすでに1.77億人に達し、総人口に占める割合は 
13.26%であった。また、65歳以上の人口がすでに1.18億
人に達し、総人口に占める割合が 8.87%である（中国国家

統計局，2011）。さらに、2020年に実施した第7回人口セン
サスでは、総人口は14.43億人に達し、60歳以上の人口が
すでに2.64億人に達し、総人口に占める割合が 18.70%で
あり、65歳以上の人口がすでに1.90億人までに達し、総人
口に占める割合が13.50％である（中国国家統計局，2021）。
図1が示すように2000年の6.96%から2010年の8.87%
に達し、さらに 65歳以上の高齢者の割合が 2020年の
13.50%に上昇していることが分かる。人口の実数から見
ても、割合から見ても、2010年～2020年の10年間は2000
年～2010年の10年間と比べると、高齢者人口増加のスピー
ドの速さと人口規模の膨大さが分かる。老人の生活を支え

るためのサービスの需要が大きくなると想定できる。

したがって、老人の生活を支えるための社会サービスに

おける量的整備が必要である（羅，2022）。
2025年までに中国の60歳以上の高齢者人口が約3億人
に達し、総人口の約5分の1を占めると予想される。また、
2033年には4億人を超え、総人口の約4分の1を占めるこ
とになるだろう。さらに、2050年頃には高齢者人口が4.87
億人に到達し、総人口の約3分の1を占め、人口数と割合の

東京福祉大学・大学院紀要 第14巻 第1-2合併号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare） pp75-81 (2024, 3)
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両面でピークを迎えると予測されている。（中华人民共和

国中央人民政府，2018）これは、中国が将来、より深刻な高
齢化問題に直面することを意味する。

高齢化が進行するにつれて、当然高齢者および介護が必

要な老人が年々増加している状況である。しかし、中国の

伝統的な文化では、「孝行」という価値観が中心にあり、高

齢者への尊重と家族によるケアが強調されてきた。そのた

め、介護は主に家族の役割として捉えられてきた。しかし、

中国では、1979年から2015年までの間、一人っ子政策を実
施していた結果、一人っ子家庭の増加で、伝統的な家庭養

老の機能が弱まっている。いわゆる「4-2-1」家庭モデル（夫
婦が4人の老人を扶養しながら1人の子供を育てる）介護
形態により、家庭養老を担うことができなくなり、社会養

老機構への需要が高まっている（黄，2012）。一人っ子政策
は現在では中止されているが、その影響はまだ続いている。

高齢者の介護需要と実際の家族介護の供給量の間には大き

な隔たりがあり、これにより、家族介護のリスクが増大し

ている。さらに、中国の都市部では、大多数の家庭が夫婦

共働きで、高齢者の世話をすることがますます困難である

ことが明らかになっている（劉，2005）。

2．研究の目的

高齢化の進行が加速するにつれて、高齢者福祉サービス

業の発展が促進され、高齢者福祉サービス専門の人材需要

が急増している。高齢者福祉サービス需要に応えるため、

中国政府は多くの高齢者福祉サービス業人材育成のための

多様な政策を打ち出している。2013年の「介護サービス業

の発展を加速するための若干の意見」と2014年の「介護
サービス業人材育成を加速するための意見」では、大学に

おける高齢者福祉サービス関連の専攻やコースの増設を支

援し、人材育成の規模を拡大し、高齢者サービスの専門人

材を迅速に育成することが提案されている（葉ら，2016）。
現在、中国でこの専攻分野における人材の数と質は、養

老産業の本専攻人材に対する需要を満たすことができな

い。高齢者福祉サービスと管理専攻の設置は比較的遅く、

現在高齢者サービスと管理専攻に対する研究はまだ少ない

状況である。特に、経験と理論的参照が不足しているため、

集寧師範学院は高齢者福祉サービスと管理専攻を開設して

以来、多くの困難に直面している。

ここで本論文では高齢化の背景と高齢者福祉サービスと

管理専攻の現状を分析し、集寧師範学院の高齢者福祉サー

ビスと管理専攻に対する考察を行ったのである。その中

で、高齢者福祉サービスと管理専攻の運営経験を研究し、

人材育成目標、カリキュラム体系構造、専門教材作成、教員

チームの強化と職場実習の拡充の5つの方面から分析を
行った。

したがって、本論文の目的は集寧師範学院の高齢者福祉

サービスと管理専攻の教育研究を通じて、現存する問題を

発見し、それらの原因を分析し、これらの5つの側面に対
する改善策を提案することである。また、高齢者福祉サー

ビスと管理専攻の教育革新を推進し、この専攻の今後の発

展に示唆を提供することである。

図1．2000年，2010年，2020年の人口の数と割合の比較
出典：中国国家統計局：2000，2010，2020年全国人口普查の主要データ公報
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 高齢者サービスと管理専攻の教育改革の研究

研究対象と方法

1．研究の対象

本論文において文献研究の対象は高齢者福祉サービスと

管理専攻の教育改革に関するものである。この文献には学

術論文、政府報告、政策文書、専門家の論文などが含まれて

いる。

集寧師範学院の高齢者福祉サービスと管理専攻の現状、

問題、改革などである。

2．研究方法

文献研究法：データベースとしては、日本の J-STAGEと
CiNiiなどと中国の「知網」と「知網」などのデータベース
を利用する。

比較研究法：8年間の教育資源と経験を比較して、文献と
案例を比較して研究する。

結果と考察
　

1．高齢者福祉サービスと管理専攻の概况   

研究の対象である集寧師範学院は内モンゴル自治区ウラ

ンチャブ市に位置している。学校には19の学部があり、在
籍教職員の数は 798人であり、全日制の在学生の数は
12,404人である。筆者はその学校の教師で、2015年9月に
高齢者福祉サービスと管理専攻を開設し、これにより内モ

ンゴルの高等教育における高齢者福祉サービスと管理の専

攻人材育成の空白を埋めた。2019年まで、その専攻は毎年
1クラスを募集し、合計で168人を募集した。さらに、2022
年までに合計で154人の学生が卒業した。
だが、中国ではその専攻の学生が非常に不足しているた

め、高齢者サービス業を選ぶ学生は、就職率が100％であ
る。その後、内モンゴル建築学院、内モンゴル化工学院な

ども相次いで高齢者福祉サービスと管理の専攻を設立し、

現在までに多くの高齢者福祉サービスと管理の専攻人材を

供給している。しかし、この専攻は内モンゴル自治区で開

設されてから時間が短く、建設はまだ初期実践の段階にあ

るので、今後に発展の余地が存在する。

2．高齢者福祉サービスと管理専攻の実態

2.1．専攻の募集情報 
高齢者福祉サービスは急速に増加する段階に入り、専門

の人材需要も，人口高齢化が進むにつれて年々増大してい

る。様々な大学や訓練機関が育成した関連専門人材は業界

の需要を遥かに満たしていない。中国では今後、高齢者福

祉サービスに従事する人材の需要は1,200万人以上である
と推定される。しかし、現在高齢者福祉サービスに従事す

る人はわずか30万人（有資格者）で（李，2019）、現在の従業
員総数と社会の実際の需要との間には大きなギャップが存

在する。

2018年3月30日現在、教育部が発表した全国の高等教
育機関は計2,879校で、各級大学のうち、181校が養老関連
専門を開設しておりこれは全国の大学総数の6.2%を占め、
年間学生募集計画数は2,500人程度にすぎない（刘，2019）。
集寧師範学院の高齢者福祉サービスと管理専攻を例にと

ると、2015年から2019年まで、学科を開設して以来、新入
生は最低20人、最多時は40人である。その中で、2015年
には、新入生のうち6人が専攻を変更した。その後、年々
減少し、2019年には専攻を変更する学生はなくなった（表
1）。研究を通じて、専門育成学校が少なく、学生募集が難
しく、学生の流出問題が明らかになった。

2.2． 職業ニーズに基づき、カリキュラムの調整と教育リ
ソースの配置

専攻分野としては新設であり、まだ統一された基準がな

い。各学校は自らの特色に応じて、独自の特徴を持つ専攻

を設置しているが、統一された規範や要求が欠如している

ので、多くの問題が存在している。集寧師範学院は2015
年に高齢者福祉サービスおよび管理の専攻を設立した当

初、この専攻の職業ニーズを十分に調査研究せず、急いで

人材育成計画を策定し、カリキュラムを設定した。その後

に教育や研究の中で多くの問題点などが発見された。そこ

で学校の条件を踏まえて徐々に改善を加え、比較的に以下

のような合理的な対策を提案することになったのである。

第一に、教育人材育成目標が広すぎてあいまいなので、

量的な評価が困難である。集寧師範学院の高齢者福祉サー

ビスと管理専攻の人材育成目標は、高齢者の福祉向上とプ

表1．集寧師範学院の高齢者サービスと管理専攻の学生人数比較 単位：人

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

入学人数 36 40 38 34 20

専攻の変更人数 6 5 2 1 0

卒業人数 30 35 36 33 20

注：2015―2022年集寧師範学院の高齢者サービスと管理専攻の教育データに基づいて筆者作成
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ロのケア提供者を育てることである。学生には高齢者の

ニーズを理解し、実践的なスキルを備え、専門的な知識を

身につけることを目指す。教育人材育成目標が広すぎてあ

いまいなので、量的な評価が困難である。職業ニーズに基

づき、教育目標を明確に定めるべきである。2015年に専攻
を開始した当初、第一期の入学生は36人は、彼らに明確な
目標を提供できず、希望を見出せなかった。専攻について

十分に理解できず、一部分の学生は専攻について十分に理

解できず、この専攻を卒業した後の仕事はみっともなく、

収入が低いと考えていた。6人の学生が別の専攻に変更し
た （表1）。学生、教師、学校が時間を限定し、生活や学習な
どの各方面で、常に明確かつ合理的な目標を持つようにす

べきである。例えば、筆者は自分の学生に対して、第一年

度は運転免許、コンピュータの資格、栄養士の資格を取得

し、第二年度は心理カウンセラーの資格や英語の資格を取

得することを勧めた。

第二に、カリキュラムの構造が不合理であり、理論と実

践が連動していない。また、一部の教育内容が理論に偏り

すぎており、実際の仕事のニーズから乖離している。学生

は実践の機会や経験が不足しており、学んだ知識を実際の

仕事に応用するのが難しく、専門能力の育成に影響を及ぼ

している。専門基礎科目と専門技術科目のバランスが崩れ

ている。改善策として学生を学校、業界、企業が主催する

各種技能コンテストに参加させることで、学生の理論学習

と実践訓練の意欲を刺激できる。学生はコンテストで学

び、学習を通じてコンテストで競うことで、学びと競技の

相互発展を実現し、学習を促進する目的を達成する（孫、

2020）（表2）。
第三に、教材の質が低く、業界のリアルタイム情報の更

新が不足している。高齢者福祉サービスと管理業界は急速

に発展しており、ポリシー、法規、サービスモデルなどの更

新と変化が頻繁に行われている。しかしながら、一部の教

育内容が業界の発展に遅れをとり、最新の業界動向の教育

更新が不足している（李，2019）。そのため、一部の使用時
間が長く、内容が時代遅れの教材は、学生の学習効果と業

界への理解に影響を与えている。業界の発展傾向を追跡

し、分析し、教材の内容が業界の実際のニーズと同期する

ようにする必要がある。

2.3．実践教育の強化
多くの学校では、限られた授業時間や多忙な理論カリ

キュラム、専門実践トレーナーの不足などの理由から実践

表2．高齢者福祉サービスと管理専攻のカリキュラム（2015年）

総合教育のカリキュラム

職業教育のカリキュラム

職業基礎コース 職業技術コース 職業拡張コース
職業技能と総合実務
トレーニングコース

思想道徳修養と法律基盤
毛沢東思想と中国特色社会主義
理論体系概論
民族理論と民族政策
状況と政策（講座）
大学英語（1）（2）
大学体育（1）（2）（3）（4）
コンピュータ応用基本（1）
コンピュータ応用基本（2）
大学生の職業発展と就業指導1
大学生の職業発展と就業指導2
大学生の職業発展と就業指導3
大学生の心理健康教育
軍事理論（講義）
安全教育（講義）
大学の言語
応用文の執筆
芸術鑑賞
人文社会科学のクラス
自然科学と現代科学技術クラス
芸術と軍事体力健康のクラス

経営学原理
高齢者学概論
薬理学基礎
高齢者介護学
伝統中国医学基礎
高齢者栄養学
高齢者経済学
高齢者社会政策と法律規
制
高齢者産業マネジメント
サージ
高齢者の運動保健
高齢者コミュニティケア
高齢者一般疾患の予防と
介護

高齢者心理リハビリテー
ションカウンセリング
伝統中国医療リハビリ
（推拿とマッサージ）
高齢者の運動保健
高齢者コミュニティケア
高齢者一般疾患の予防と
介護
経営学の原理
高齢者学概論
薬理学基礎
高齢者介護学
伝統中国医学基礎
高齢者栄養学
高齢者経済学
高齢者社会政策と法律規
制
高齢者産業マネジメント

高齢者の財務分析
孫育てと心理育成
高齢者活動の計画
と組織

軍事トレーニングと入学
教育
実務教育（専攻研修を含
む）（1）
実務教育（専攻研修を含
む）（2）
実務教育（専攻研修を含
む）（3）
総合実務トレーニング
教育インターンシップ
（専攻インターンシップ）
フィールドワーク
就業ガイダンス（1）
就業ガイダンス（2）
卒業教育
社会実践（休暇中）

注：2015年の集寧師範学院の高齢者サービスと管理専攻育成プログラムより抜粋し筆者作成
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教育を軽視しており、実践の授業時間を大きく削減してし

まい、理論と実践のバランスが著しく崩れている。学校は、

様々なレベルの学生のための実習やトレーニング拠点とな

るプロジェクトを設立し、専門分野と産業、職種間の連携

を実現すべきである。同時に、専攻の位置合わせと産業界

の人材需要のトレンドを考慮に入れ、大学と企業の共同プ

ロジェクトを通じて、校内外のトレーニング施設の整備を

強化し、人材育成の要件を満たすべきである。

職場実習は、高齢者サービスと管理を専攻する学生が専

門スキルを学ぶ上で重要な要素であり、また、学生が職場

に適応するための重要な架け橋である。高齢者ケア産業で

の企業の人材需要は、この専攻の育成目標と密接に関連し

ているため、地域実情に合わせて学校と企業との協力を深

め、良好な学校企業間のコミュニケーションメカニズムを

確立することで、学校と企業の双方の利益を共有できる。

2.4．教師チームの強化
優秀な教師チームはカリキュラム体系の設計と実施の鍵

となる重要な要素である。そのため、学校の高齢者福祉

サービスおよび管理専攻は専門教師チームを強化し、合理

的な構造の専門教師チームを組織するべきである。専門教

師チームの構造が単一である問題に対し、学校の高齢者福

祉サービスおよび管理専攻は高齢者福祉業界企業の専門技

師を本専攻の非常勤教師として積極的に導入し、豊かな実

務経験を持つ高齢者福祉業界の従業員にカリキュラムの実

践教育への完全な参加を促すべきである。専門教師の実践

能力が弱い問題に対し、学校は専門カリキュラム、実践技

能カリキュラム、そして教育実施の3つの面から、高齢者
福祉サービスおよび管理教師の訓練を強化すべきである。

カリキュラム教育討論会や教育技能訓練など様々な方法を

通じて、高齢者サービスおよび管理専攻教師チームの総合

的な質と専門教育水準を向上させるべきである。

結論

高齢化が進むことによって、ケアが必要な高齢者、すな

わち要高齢者が年々増加している。一方では一人っ子家庭

の増加で、伝統的な家庭養老の機能が弱くなっている。し

かし、高齢者福祉サービス業の発展が促進され、高齢者福

祉サービス専攻の人材需要は急増している。現在、養老

サービス職業教育は相対的に遅れており、学校の高齢者福

祉サービス関連専攻の人材育成と企業が人材を採用する過

程にもつながる問題がある。

本研究はまず高齢化の厳しさ、養老の困難、専門養老人

員が需要を満たすことができない3つの方面からその背景

について分析を行い、それから文献研究と比較研究法を用

いて、集寧師範学院のサービスと管理専攻を研究対象とし

て、高齢者福祉サービスと管理専攻の人材育成目標、カリ

キュラム体系構造、専門教材作成、教員チームの強化と職

場実習の拡充の5つの分野で研究を行った。
研究の考察から今後需要が高まってくる高齢者福祉サー

ビス人材の教育育成のために以下の教育改革の対策を提案

したい。

一つ目はまず、人材育成目標として専門の人材育成目標

を確定し、学生の専門知識、実践的なスキル、総合的な素養

を育成する。そして高齢者福祉サービスおよび管理専門職

の期待に関する業界に調査を行い、社会の専門人材に対す

る需要を理解する。その後さらに、学生の卒業後の雇用状

況および職業的なキャリアパスを評価し、育成目標を調整

する必要がある。

二つ目はカリキュラム体系構築に関することであるが、

まずは現行のカリキュラム設定を分析し、高齢者サービス

および管理分野の中核的な知識とスキルを確実にカバーす

る。その後に、複雑な領域の要求を満たすために、多学科

の授業を導入し、学生が多岐にわたる専門的な素養を身に

つけるようにする。最後に、カリキュラムの内容が業界の

最新の動向とベストプラクティスに合致していることを確

認する。

三つ目は専門教材作成のこととして、現在使用中の教材

を評価し、最新の理論と実践に適合し、実用的であること

を確保する。次に、教材の更新計画を策定し、学生が最新

の理論と実践に触れることを保証する。最後に、教師が積

極的に地域や学生のニーズに適した専門教材の作成に参加

することを奨励する。

四つ目は教員チームの強化に関する内容である。まずは

教師チームが豊富な実務経験と専攻的な知識を有している

ことを確認する。次に、定期的な教育トレーニングおよび

学科の最新動向を追跡する機会を提供し、教師が新しい分

野の発展を追求することができるようにする。最後に、教

師が業界実践に参加し、実践的な経験と理論的な教育の橋

渡しを行うことを奨励する必要がある。

五つ目は職場実習の拡充のことであるが、まずは職場実

習の協力範囲を拡大し、学生が十分な実践経験を得られる

ようにする。次に、社会機関との緊密な連携を確立し、職

場実習が最新で実用的な実践環境を提供できるようにす

る。最後に、定期的に職場実習の品質を評価し、学生や実

習機関のフィードバックに基づいて改善を行うことが重要

である。

以上の対策提案の実施を通じて、高齢者福祉サービスと

管理専攻教育に存在する問題を徐々に解決し、教育の質と
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曲

実践効果を高めることができる。同時に、業界と緊密に協

力し、教育内容を継続的に更新することで、専攻の適応性

と実用性を確保し、高齢化社会の高齢者サービスと管理専

攻人材に対する需要を満たすことができると思う。今後

は、以上に述べた対策提案に基づき、集寧師範学院の教育

体系の改善に着手し、その教育効果について、さらに検討

を重ねて行きたい。
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Abstract :  China entered the aging society in 2000. With the development of society and economy, the demand for profes-
sionals in aged welfare services continues to increase as society becomes more serious. Then, the needs of the welfare ser-
vice for the aged have changed from the care of mere daily life to various needs including the mental aspect. Under this 
background, it is necessary to support the needs of the elderly welfare services and the management majors as the main 
power in the elderly service industry and to cope with the needs of the elderly welfare services. The purpose of this study 
was to clarify the strengths and disadvantages of education for five years, based on the experience of eight years in the wel-
fare service for the aged and the five years of student majoring in the management of the school of education. As a result, it 
was suggested that the solution should be solved and the reform of the welfare service for the aged and the reform of the 
management education are necessary.
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孤女学院の設立場所と転出に関する考察

荻野基行

東京福祉大学 社会福祉学部（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831 群馬県伊勢崎市山王町2020-1

（2023年10月30日受付、2024年1月25日受理）

抄録：本稿では石井亮一が設立した滝乃川学園の前身である孤女学院の仮院を志方之善宅（旧荻野医院）に設けた要因と、

滝乃川の新舎完成前に志方宅を転出した要因について史料を用いて考察した。前者について石井と志方、そして志方の妻

である荻野吟子はキリスト者としての繋がりがあったが、それ以外にも要因がある筈と考えた。その結果、小児科に精通

していた荻野の力を必要としたため、また孤女50人を受け入れるスペースがあったためではないかと考察した。後者につ
いては当初滝乃川の新舎が落成するまでは志方宅を仮院とするとしていたが完成の約1か月前に石井の家がある王子村へ
移っている。しかも石井家の隣家をも賃借して不便を凌いだ。そうまでして志方宅を転出しなければならなかった要因と

して、経済的に切迫していた志方・荻野にとって再渡道まで孤女を受け入れると資金調達を含めた準備が儘ならなくなるた

め、志方から転出を願い出たのではないかと考察した。

（別冊請求先：荻野基行）

キーワード：石井亮一、志方之善、荻野吟子、孤女学院

緒言

石井亮一（1867-1937）（以下、石井と記す）は我が国初の
知的障害児施設「滝乃川学園」を創設したことで知られて

いる。この滝乃川学園は1891（明治24）年10月28日に発
生した濃尾地震で親や家をなくした女児（以下、孤女と記

す）を受け入れたことが始まりとされ、当時は「孤女学院」

と呼ばれていた。津曲（2008a）によればこの孤女学院は同
年12月1日に開設され、同年12月30日「西黒門町22番地
の『志方之善方』を『仮院』とし、二名の孤女を受け入れる

ことで事業を開始したことが明らかにされている。

（p.30）」としている。
熊谷市教育委員会（2023）によると志方之善（1864-1905）

（以下、志方と記す）は新島襄に師事し、後に北海道に渡り

「キリスト者の理想郷を目指してインマヌエル村（北海道

今金町）の開拓に励（p352）」んだ。そして彼の妻は1885（明
治 18）年に我が国の公認女医第一号となった荻野吟子
（1851-1913）（以下、荻野と記す）その人であった。また上
記の東京上野の西黒門町22番地は荻野医院の住所でも
あった。

大日本婦人衛生会発起人の一人であり、東京婦人矯風会

の副会頭でもあった荻野の生涯は渡辺淳一の小説『花埋み』

（1970（昭和45）年）で取り上げられ、その後1980（昭和55）

年には舞台化もされた。また児童向けの伝記や人物辞典な

どにも取り上げられている。しかしこうした書籍等には荻

野らが孤女を引き取り、それが後に我が国初の知的障害児

施設となったということについては殆ど触れられていな

い。

孤女学院に関する先行研究には、菊池（1979）、清水・宗
沢（1996）、小川（2001）、津曲（2004）、津曲（2008a）、津曲
（2008b）、葛井（2009）、能田・高橋（2017）、能田（2022）等
がある。これらの先行研究及び志方・荻野に関する文献を

調査するにあたり、筆者は二つの疑問を抱いた。一つは石

井が志方宅に孤女学院の仮院を設けた要因である。石井・

志方・荻野の三者はキリスト者としての繋がりがあった。

しかしキリスト者の中には志方・荻野以外に仮院設置に協

力する人物がいたとしても不思議ではなかろう。石井に

とって孤女受け入れに際して、志方宅がベストであった理

由があった筈である。

もう一つは、石井らが滝乃川の院舎が完成するまで志方

宅に滞在しなかった、或いはできなかった要因である。

1892（明治25）年1月23日発行『女学雑誌』第301号に掲載
された「孤女学院設立の告白」の「定則」の中に「元瀧の川

に於ける院舎新築未だ落成せざる内は下谷西黒門町二十二

番地志方之善方を仮校舎となせり。（p.3）」（大須賀，1892）
と記載されている。しかし石井は滝乃川の院舎が完成する

東京福祉大学・大学院紀要 第14巻 第1-2合併号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare） pp83-90 (2024, 3)
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前に志方宅を出て、石井の家がある北豊嶋郡王子村に再度

仮院を設けている。その転出の理由として、孤女が増えて

手狭になったからと記されている史料があるが、調べてい

くうちにいくつかの疑問が出てきた。

こうした志方宅への孤女学院設立と転出の具体的な要因

や考察については、上記の先行研究等には殆ど触れられて

いない。そこで本稿では、志方宅における孤女学院設立の

要因と、滝乃川の新舎完成前に志方宅を転出した要因を中

心に考察する。

研究対象と方法

調査は一次史料として『女学雑誌』や『石井十次日誌』な

ど、二次史料は荻野や石井、滝乃川学園に関する先行研究

及び伝記などを中心に行った。なお石井及び孤女学院につ

いては、滝乃川学園・津曲裕次監修・編集 2011年発行 
『 滝 乃 川 学 園 百 二 十 年 史 = 120 YEARS OF THE 
TAKINOGAWA GAKUEN :知的障害者教育・福祉の歩み 
上』に、荻野については、熊谷市教育委員会編集2023年発
行『熊谷市史　調査報告書　荻野吟子－その歩みと出会い

－』においてそれぞれ膨大な史料が纏められている。参考

文献として活用したが極力出典にあたった。

なお本稿の対象となる年代において石井は結婚前の旧姓

大須賀であったが、石井亮一で名が通っているので本稿で

は引用箇所を除いて石井姓で記す。また荻野については、

結婚後志方吟子と記載された史料がある 1）が、殆どの史料

が荻野姓で記されているので本稿でもそのように記す。

結果と考察

1．1891年から1892年の石井・志方・荻野の動向

1891（明治24）年10月28日濃尾地震が起こった。そし
てその翌1892（明治25）年は石井・志方・荻野の三者にとっ
て激動の年となった。ここでは史料や先行研究を整理し

て、1891年から翌年の志方再渡道までを中心とした三者の
動向を時系列で整理する。

熊谷市教育委員会（2023）によると志方と荻野は1891（明
治24）年1月25日に志方の故郷である肥後山鹿にて結婚式
を行い 2） 3月27日入籍した（p.382）。志方は27歳、再婚の
荻野は40歳であった。その後志方は「北海の新天地に於て
基督教村を建設せんことを企図し」（宇田川，1905）4月21
日に当時17歳の丸山要次郎と二人で東京を出発。5月3日
に北海道利別町中焼野、現在の北海道瀬棚郡今金町神丘に

到着、開墾に入った（広報いまかね，1992，p.3）3）。その後

秋になって志方は本格的な移住の準備のために上京し（白

井，2004，p.3）、現地報告（奈良原，1984，p.36）をしている。
志方が渡道した約2か月半後、荻野は7月4日発行『女学
雑誌』第272号に「再開業　下谷西黒門町　（女医）　荻野
ぎん子」の広告を出している。ただしいつから休業してい

たか、そして休業理由も不明である。その後濃尾地震発生

の3日後となる10月31日発行『女学雑誌』第289号に「女
医　下谷西黒門町廿二番地　荻野吟子」の広告を出した。

そして津曲（2008a，p.31）によると11月3日・5日・7日の
朝日新聞に「子宮病諸姉に告ぐ　私儀是れ迄診察時間ハ午

後ニ致候以来午前九時より十二時迄と改め候間　此段御報

知申上候也　下谷区西黒門町二十二番地　女医　荻野吟

子」の広告を出している。診察時間の変更が地震の影響に

よるものかは不明である。

可愛子（1891，p.24）によると11月23日夜、本郷春木町中
央会堂にて「震災地実況幻灯並同地伝道及報告会」が開か

れ、星野慎之助、飯野吉三郎、巌本善治の三氏が地震に対す

る所感、警戒、並びに伝道の急務を訴える演説を行った。

傍聴者には婦人が多く、婦人矯風会からは矢島楫子、横井

とよ子、そして荻野が臨席した。この会を石井・志方も傍

聴した可能性は否定できない。この報告会の内容は12月
28日発行『女学雑誌』第293号に掲載され、次号第294号巻
頭で「社説　孤女院の設立　大須賀亮一君の決意信念」が

掲載されている。

中西（2007，p.90）によると11月25日には藤井米八郎が
9名の孤児をつれて帰京し東京救育院に託している。そし
て藤井は立教女学校などで被災地の状況を伝える講演会を

行っている。東京救育院や立教女学校において石井らは被

災地の状況を聴取していたと思われる。

津曲（2004）によれば弧女学院（滝乃川学園）の設立年月
日は同年12月1日としている。そして1892（明治25）年9
月3日発行『女学雑誌』第326号乙の巻（p25）畜耡子編「孤
女学院の略歴」（以下、孤女学院の略歴と記す）によると、石

井は12月30日に「假に学院を下谷西黒門に設」け、「當時二
児を教育せら」れた。同日石井は巖本善治と朝二番の汽車

で名古屋へ向かい夜10時半に着いた。その後二人は石井
十次と3時まで会談した（著者不明，1892a，附録）。石井十
次（1960a）によるとその内容は「（一）孤児院月報告を爾来
女学雑誌に掲載しくるること（二）大須賀君同道岡山に行

かるること（p.429）」であった。翌日12月31日に石井は岡
山孤児院に行った（著者不明，1892a，附録）。石井十次
（1960b）によると年明け1月1日は「六時神戸にて山陽に乗
替大須賀君とともになれり（汽車中にて談話）互ひに胸襟

を抜きて談話実に愉快なりき（p.1）」との記載がある。翌1
月2日に石井は「今午岡山より帰り不得止事故あり先んじ
て帰京」（著者不明，1892a，附録）した。
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 孤女学院の設立場所と転出に関する考察

石井十次（1960b）によるとその3週間後となる1月23日
に志方が被災地へ行き（p.17）、 1月24日（p.17）と1月31日
（p.23）に石井十次と会ってる。そして2月5日「志方君孤
女十五名を伴ふて東京に向（p.28）」った。
志方が連れて帰った孤女の人数にはばらつきがある。多

川（1936，p.57）と吉岡弥生女史伝記編纂委員会（1967，
p.143）は12名、石井（1960，p.28）と巖本（1895，p.18）は15
名、東京都（1967）は「石井亮一もまた孤女二十四名をつれ
かえり（p.189）」と記されていた。筆者が調べた中で最も
多かったのは、著者不明（1892b，p.21）、巖本（1895，p.19）、
滝乃川学園・津曲（2011，p.122）に記されていた14名であっ
た。孤児の最年長は12歳、最年少は生後15日だった（著者
不明，1892b，p.21）。
荻野は2月6日発行『女学雑誌』第303号及び2月13日発

行『女学雑誌』第304号に「女医　下六番町六番地明治女学
校内にて外来患者を診察す　荻野ぎん」の広告を出した。

そして校医及び舎監として「寄宿舎二階に住みこゝを監督

し」（多川，1943）た。これらのことから荻野は志方らが帰
京する前に西黒門町22番地から明治女学校へ転居したこ
とが伺える。荻野が明治女学校に転居するのを待って志方

が孤女を連れて帰京したという表現が適切か、志方が孤女

を連れて帰京するのに合わせて荻野が明治女学校に転居し

たという表現が適切か不明だが、いずれにしても旧荻野医

院に仮孤女学院が設立されたと言った方が正しいだろう。

3月9日には震災地孤女4名を「幸便ヤグマン氏歸京の日
之を迎へたり、其后猶追々入院児の數を増し」（孤女学院の

略歴）手狭になったため、その4日後となる「三月十三日よ
り、北豊嶋郡王子村六百廿一番地大須賀亮一君の宅に於て

廿名の孤女を教育（p.21）」（著者不明，1892c）し始めた 4）。

そして4月9日に滝野川村へ移転した（孤女学院の略歴）。
志方宅での滞在は約1か月 5）、王子村では「廿有九日」（孤女

学院の略歴）の滞在であった。石井は1891（明治24）年6月
に築地立教女学校教頭、翌1892（明治25）年3月に浅草顕
華女学校校長に就いているが、同年10月「孤女並ニ白痴教
育ノ為立教女学校顕華女学校ヲ辞（p.188）」（東京都編，
1967）している。
そして志方は、孤女を連れて帰京した約2か月後の4月

に姉等総勢5人で再渡道（奈良原，1984，p.138）6）し、5月1
日「北海道中焼野に着いている（p.36）」（津曲，2008a）。

2．志方宅における孤女学院仮院設置の経緯について

なぜ石井は志方宅に孤女学院の仮院を設けたのだろう

か。その理由として石井・志方・荻野の三者はキリスト者

としての繋がりがあったと考えるのは自明であろう。しか

しそれだけでは孤女学院の仮院を志方宅に設けた理由が弱

いと思われる。キリスト者の中には志方・荻野以外に仮院

設置に協力する人物がいたとしても不思議ではなかろう。

この要因について筆者は二つの考察を立てた。

一つは孤女学院開設時における「入院資格の撤廃」の関

与である。滝乃川学園・津曲（2011，p.120）によると、志方
が孤女を引き取って帰京の途に就いたのは2月5日であり、
地震発生から孤女受け入れまで3か月以上かかっている。
これに対して津曲（2004，pp.23-25）によると、岡山孤児院
の石井十次は、地震発生の3日後となる10月31日に新聞
で惨状を知り、翌11月1日に被災孤児救済を決意し小橋勝
之助を現地に派遣させ、11月18日には孤児20名を連れて
大垣を出発している。岡山孤児院は地震発生から1か月た
たずに孤児を受け入れていることからみれば、孤女学院に

おける受け入れに要した月日は長い。また岡山孤児院だけ

でなく地震発生直後からいくつかの機関が孤女の受け入れ

をしている。津曲（2004）によれば「11月29日、大阪慈恵
女学院、被災無告孤女（6-12歳）5、6名の引き受けを岐阜県
へ照会（p.26）」「12月4日、岐阜県救済本部委員長、被災地
各郡市長へ『震災孤女8、9歳から12、3歳までの少女を東
京慈恵医院が引き取り教育を申し出た』ことを通知し、該

当者の通報を依頼した。（p.26）」「12月5日、大阪慈恵女学
院（院主岡無外）、被災無告孤女（6-12歳）40名の引き受け、
5年間の教育、養育広告（岐阜）日々新聞（p.26）」等を記し
ている。そしてこうした機関が救済した孤児・孤女は「当

時偶々岡山孤児院其多に於て之が救済に当りたるも、是皆

六歳以上の者にあらざれ救養せられず」（孤女学院の略歴）

であった。

一方孤女学院の受け入れについては「孤女学院は各孤児

院に入院の資格なき、無告の憐むべき孤児が救濟に當れ

り。」（孤女学院の略歴）と記されている。この入院資格の

撤廃について能田・高橋（2017）は、志方らが救済を開始し
た時期が「1891（明治24）年10月28日の震災直後から活動
しているグループと比して時期的に3か月程のズレがあ
（p.143）」るということに着目し「石井や藤井が震地伝導隊
の報告を受けて、他団体の救済対象とならない孤児の保護

を考えていた点で、他の救済団体と一線を画しており、太

田徳代を含む『あはれなる孤女の内にも、最も憫なるもの

拾四名』を救済するに至ったことが考えられる。（p.143）」
「石井や志方らは、現地の様子を見聞きする中で、様々な困

難を有する孤児集団のなかでも最も困難度の高い孤児を収

容する視点を持つに至ったのではないかと考えられる。

（pp.143-144）」と述べている。
このような「無告の憐むべき孤児」を引き取って養育す

るにはそれ相応の環境や専門知識をもった人材が必要とな

るであろう。そこで石井は荻野に白羽の矢を立てたのでは
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ないかと考える。荻野は1885（明治18）年5月に本郷三組
町八十四番地に婦人科医として医院を開業したが、荻野吟

子女史顕彰碑建設期成会（1967）によると「そのほか小児
科、小外科も扱ったようである（p.22）」。また奈良原（1984， 
p.186）によると、後に荻野が札幌に移り医院開業に際して
新聞に出した広告には婦人科と小児科が併記されている。

そして1887（明治20）年には明治女学校校医となり 7）土曜

日の講談会において衛生演説をし、その筆記が同年1月8
日発行『女学雜誌』第79号に「論説　一日間の衛生」として
発表されている。このような情報を得ていた石井は「最も

困難度の高い」「無告の憐むべき孤児」を引き取り養育する

上で荻野の力が必要と考え、旧荻野医院である志方宅に仮

院を設置することになったのではないかと考察した。この

辺りのことについて清水・宗澤（1996）は「荻野医院での仮
校舎の時期でもすでに（中略）生活と教育だけではなく、医

師としての吟子の協力にも見られたような医療・療護との

連携、などがあった。（p57）」と記している。
もう一つは、石井十次（1960b）によると当初志方は「孤
女五十名程救済の目的（p.17）」とのことから、孤女50名を
収容できる場所を探した結果、志方宅になったのではない

かと考えた。前出の通り「孤女学院設立の告白」の「定則」

の中に「元瀧の川に於ける院舎新築未だ落成せざる内は下

谷西黒門町二十二番地志方之善方を仮校舎となせり。

（p.3）」（大須賀，1892）と記載されている。この西黒門町22
番地は元々荻野の住宅兼医院であったと思われ、両者が結

婚したことで22番地は志方之善宅となったと思われる。
なお旧荻野医院・志方之善宅の間取りは一次史料に見つ

けることはできなかったが津曲（2008a，p.34）が『花埋み』
を参照して「荻野医院想像図」を記している。これによる

と一階は6畳と8畳の診察室、10畳の待合室、8畳の荻野自
室、それ以外に薬局・受付と8畳の部屋があった。また二
階は入院患者用の病室が4部屋あった。二階の広さは不明
だが一階は40畳以上の広さがあったということになる。
石井は荻野が医院をたたみ明治女学校に移ることで独居と

なった志方宅に当初予定していた50名の孤女を収容でき
るスペースが確保できるとみて、旧荻野医院である志方宅

を仮校舎にしたのではないかと考察した。

3．志方宅からの孤女学院の転出について

前出の通り「孤女学院設立の告白」に「元瀧の川に於ける

院舎新築未だ落成せざる内は下谷西黒門町二十二番地志方

之善方を仮校舎となせり。」記されている。そして2月5日
志方は孤女と帰京の途についた。しかし「孤女学院の略歴」

によると3月9日「幸便ヤグマン氏歸京の日之を迎へたり、
其后猶追々入院児の數を増し（中略）猶追々入院児の數を

増し、今は手狭にして萬事不都合を感じ來」たため、石井は

3月13日に王子村に再び仮院を設けている。この記述によ
れば石井側から志方宅を転出していったように受け取るこ

とができる。そして「孤女学院の略歴」によると石井が王

子村から滝乃川に移転したのは4月9日であった。滝乃川
の院舎完成まで1か月を切りながらなぜ石井は志方宅をあ
とにしたのだろうか。

上記の通り、手狭になったため志方宅から転出すること

をヤグマン帰京後4日で決定したとすればいささか早急で
はないかと考える。また「猶追々入院児の數を増し」とあ

るが、著者不明（1892c）によると「三月十三日より（中略）
大須賀亮一君の宅に於て、廿名の孤女を教育せらる」と記

されていることから約14名いた孤女が20名に増えたとい
うことになる。しかし、上記の通り当初は「孤女五十名程

救済の目的」であったとされており、志方宅に50名の孤女
を収容する予定でいた筈である。先述した津曲（2008a，
p.34）によって、一階は40畳以上の広さがあり、二階の広さ
は不明だが4部屋あったと仮定した場合、これだけの居住
スペースがありながら孤女20名と志方、石井、そして前か
らいた2名の孤女を合わせた人数で手狭になったのだろう
か。

また石井筆子他（1940）によると「一時王子石井家に隣接
せる一家を賃借して不便を凌ぎ（p.16）」と記されている。
志方宅を賃借していたかは不明であるが、石井宅だけでは

孤女を収容しきれず、お金を払ってでも借家が必要な状況

で転出したのだろうか。

そして孤女受け入れから1か月というこの時期は孤女の
対応に慣れてき始めた頃ではないかと思われると共に、こ

の時期に居住環境を変えるのは石井や孤女らにとって大き

な負担であっただろうとも想像する。逆に言えばそのよう

な負担を覚悟してでも転居しなければならない事由があっ

たのではないかと推測する。

そこで筆者は津曲（2008a）の「まだ明かではないが、荻
野吟子・志方之善の北海道渡道と関わる事情が散見する。

（p35）」「推測ではあるが、それまで借りていた志方之善宅
（荻野医院）の側の事情が考えられる。（p36）」「荻野側の事
情の変化により、急遽移転先を必要としたときには、滝野

川の院舎はまだ建設途中であり、利用出来ず、緊急避難と

して、亮一の自宅を充てることになったのだろう。（p37）」
等の見解に賛同する。では石井に滝乃川の新舎完成前に志

方宅を転出してもらわなければならなかった志方・荻野側

の理由とは何だろうか。筆者は志方らの再渡道に伴う資金

調達を含めた準備が大きな要因だったのではないかと考え

る。

上記の通り石井が王子村から滝乃川に移転したのは
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1892（明治25）年4月9日とされ、志方が姉シメとその家族
と共に再渡道したのは4月から5月上旬とされて（熊谷市
教育委員会，2023）おり、時期が重複する。この頃石井は立
教女学校教頭及び浅草顕曄女学校校長であったことから、

孤女の世話に付きっきりという訳にはいかなかったのでは

ないだろうか。そしてこの状況は荻野も同様の筈である。

吉岡弥生女史伝記編纂委員会（1967）には「義侠心の強い荻
野さんは西黒門の病院を石井さんに提供して、十二人の孤

児を収容、病気の子供は自分で診察して治療してやりまし

た。なかには生後わづか十五日ばかりの赤ん坊もゐました

から、荻野さんは毎日抱いて寝て、牛乳からおむつの取り

かへから、みんな自分の手でして、夜もおちおち眠るひま

がありませんでした。（p.143）」と記されているが、当時明
治女学校の校医及び舎監となっていた荻野が孤女に付きっ

きりで世話ができたのか疑問である。それに明治女学校か

ら志方宅まで現在の道のりで5km弱、徒歩で約1時間かか
る。校医及び舎監をしつつ孤女の世話をするために毎日2
時間かけて往復するのは現実的ではないと思われる。これ

らのことから石井や荻野が昼夜を問わず孤女の世話ができ

た可能性は低く、そうなると志方への負担が相当あったと

考えられる。荻野が明治女学校に移った際、志方も明治女

学校に移ったという記録は見当たらなかった。このことか

ら志方は孤女らと共に生活する中で世話をしていたと考え

る。

そして、志方・荻野にとっては渡道に際して資金調達の

問題があった。上記の通り志方は1891（明治24）年4月21
日に丸山要次郎と渡道しているが、秋になって志方は本格

的な移住の準備のために上京し現地報告をしている。熊谷

市教育委員会（2023）によるとその後も「代行権の仮契約や
本契約のために、之善は東京と北海道を行き来していた

（若林功（1964）:北海道開拓秘録3，時事通信社 .）がその都
度の旅費やインマヌエルに家を建てる費用も必要で、吟子

は経済的に切迫していたと思われる。（p.24）」（（　）内は
筆者加筆）と記している。

実際に「経済的に切迫していたと思われる」例として秋

山（1962）によると、荻野が校医在任時、星野天知に「近日
後志国利別の開墾地へ移住して理想村を起し、伝道に従事

しようと準備中であります。それにつき、どうか旅費中へ

百円貸して下さらぬか（p.120）」と依頼したとされる資料
がある。また多川（1943）は「中々未開の地を開拓すること
ではあり、人手のみならず、資金も容易でなく吟子も資金

調達に苦心したことも一再ならず所持の丸帯や衣類など賣

拂つたこともあつた。（p.25）」と記している。1894（明治
27）年4月6日発行『婦人矯風会』第6号（pp.38-40）には東
京婦人矯風会事務所建築費の寄附者の一覧が掲載されてい

る。その中で巖本善治が30円、矢島楫子が60円寄附の記
述があり、寄附者95人の総額は856円5銭、一人平均約9
円であった。荻野も寄附をしているが、その金額は「金壱

円」で、他の寄附者と比べて明らかに少なかった。因みに

荻野はこの年に志方を追ってインマヌエルへ移住してい

る。

そもそも荻野が明治女学校に移って校医及び舎監となっ

たのも、渡道に関わる資金調達のためだったのではないか

と考える。荻野医院の経営については奈良原（1984）の「か
なり繁盛したであろうことは推測できる（p.118）」や、島本
（1966）の「荻野医院は成功といえるものであったろうか。
すくなくとも外からはそう見えていた（p.73）」といった盛
況ぶりを伝える文献が散見した一方で、紀田（1969）の「す
でに彼女の医院は一時の人気も去っていた（pp.168-169）」
や、秋山（1962）の「其頃女医は余り珍らしくもあり、又男
尊女卑の余弊で、流行はしなかったようだ（p.121）」といっ
た資料もある。吉岡弥生女史伝記編纂委員会（1967）には
明治女学校「校長の巖本善治さんの懇望もだしがたく

（p.143）」と記されているが、仮に荻野医院が繁盛していた
ら明治女学校に移って校医及び舎監になる必要はなかった

のではないかと考える。

一方、熊谷市教育委員会（2023）には「石井亮一に孤女学
院として提供した後に（p.115）」「荻野医院を麻生覚斎とい
う人物に譲っている（p.125）」可能性があると記している。
これについて麻生覚斎という人物に荻野医院を譲ること

で、志方は代金を得られるので滝乃川の新舎完成前に石井

に転出してもらった可能性もあるのではないかと考えた。

しかし、いつ譲ったか、旧荻野医院が持ち家であったか借

家であったか、譲渡の際金品の授受があったかなどは不明

である。また麻生覚斎という人物については樋口（2007）
の「荒川重平回想録」（p.183）にその名前が記載されている
だけで、詳細は分からなかった。

いずれにしても経済的に切迫していたと思われる志方・

荻野にとって、再渡道まで孤女を受け入れ続けると準備が

儘ならなくなる。そこで石井に滝乃川完成前の転出を願い

出たのではないかと考察した。

ただし石井らが志方宅を転出後も、志方・荻野と孤女学

院の関係は継続していたようである。滝乃川学園・津曲

（2011）によると石井らが転出した同年10月に「物品では、
志方之善からも『アン一袋、水飴二カン』が贈られている。

（pp.153-154）」と記されている。また「孤女学院の略歴」に
よると荻野は同年6月石井らが劇症のチフスに罹って入退
院した後に学院の大消毒を行っている。
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結論

本稿では石井が志方宅に孤女学院の仮院を設けた要因

と、石井らが滝乃川の院舎が完成するまで志方宅に滞在で

きなかった要因について考察した。

前者については、石井は岡山孤児院をはじめとする他の

機関よりも遅れて孤女の受け入れを始めた際「入院の資格

なき、無告の憐むべき孤児が救濟に當」った。そのような

孤女を引き取って養育するにあたり、石井は婦人科のみな

らず小児科にも精通していた荻野の力を必要としたのでは

ないか、また当初50人の孤女を受け入れる予定でいた石井
は、荻野が明治女学校へ移り独居となった志方宅にスペー

スが確保できるとして仮院を設けたのではないかと考察し

た。後者については、経済的に切迫していたと思われる志

方・荻野にとって、再渡道まで孤女を受け入れ続けると、資

金調達を含めた準備が儘ならなくなるため、転出を願い出

たのではないかと考察した。

注

1） 例えば1891年12月19日発行『東京婦人矯風雑誌』第
44号には「廃娼同盟の委員を志方吟子氏に委託す」と記
されている。

2） 奈良原（1984，p.129）によると1890（明治23）年11月
25日となっている。

3） 吉岡弥生女史伝記編纂委員会（1967）には3月に「単身
北海道の後志の原野に出かけて、開墾と傳道に從事

（p.142）」したと記されている。
4） 王子村への移転の日について「孤女学院の略歴」には
「三月十二日王子村に亦假院を置き」と記されている。

5） 津曲（2008a）は「西黒門町24番地の荻野医院時代は、2
月16日から数えて、25日間と言うことになる。（ｐ.34）」
と記している。

6） 志方の再渡道の日にちについて、津曲（2008a）は「志方
之善の渡道はそれ（4月18日　筆者追記）以降のことで
あったかも知れない（pp.36-37）」と記している。

7） 荻野吟子女史顕彰碑建設期成会（1967）では「1889（明
治22）年に明治女学校教師（生理・衛生）校医（p.85）」と
記されている。
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Consideration Regarding the Establishment Location and Transfer of Kojo Gakuin

Motoyuki OGINO

School of Social Welfare, Tokyo University and Graduate School of Social Welfare （Isesaki Campus） 
2020-1 San’o-cho, Isesaki City, Gunma 372-0831, Japan

Abstract :  In this paper, I use historical documents to examine the main causes that led to the establishment of the provi-
sional Kojo Gakuin  （orphanage for girls） founded by Ryoichi Ishii, predecessor of the Takinogawa Gakuen, at the resi-
dence of Yukiyoshi Shikata  （formerly the Ogino Clinic）. And will also explore why Ishii moved from the Shikata residence 
before the Takinogawa new building was completed. Ishii, Shikata, and Shikata’s wife Ginko Ogino were connected as 
Christians, but other factors must have been at play with regard to the founding of the orphanage. The result I considered that 
the shift might have been because they needed the help of Ogino, well-versed in pediatrics, and because there was space to 
receive 50 orphan girls.With regard to the latter, the initial plan was to use the Shikata residence as a temporary location 
until the new Takinogawa building was completed. However, it was moved to Oji Village, where the Ishii family was based, 
about a month before the new building was completed. Moreover, they also rented the house next door to the Ishii house to 
make things more manageable. I believe that one of the reasons they had to move out of the Shikata residence in this hurried 
manner was continue to accepting orphans before their return to Hokkaido would make financing and other preparations 
impossible for the cash-strapped Shikata and Ogino. So I considered that Shikata asked Ishii to transfer.
（Reprint request should be sent to Motoyuki OGINO）

Key words : � Ryoichi Ishii, Yukiyoshi Sikata, Ginko Ogino, Kojo Gakuin
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動物の飼育に関する幼稚園教育から小学校理科教育への系統性と現状の課題について

伊藤宗彦

東京福祉大学 教育学部（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831 群馬県伊勢崎市山王町2020-1

（2023年6月30日受付、2024年1月25日受理）

抄録：動物の飼育活動は、動物愛護の心を育む等により重要な活動である。幼稚園教育から小学校理科教育への飼育活動

の系統性について、幼稚園教育要領解説と小学校学習指導要領解説生活編・理科編の関連する内容を整理した。また先行

研究との比較により動物の飼育に関する課題についての示唆を導出した。幼稚園教育や小学校の生活の授業では小動物と

の触れ合い、小学校の理科では昆虫や魚類の飼育についての事例が記載されている。井坂・中原（2015）は、幼稚園におい
て哺乳類、鳥類、魚類、昆虫等の飼育事例を報告している。一方、中島（2021）、斉藤・吉村（2022）は、鳥インフルエンザ流行
後に、小動物の飼育の減少を指摘している。新型コロナウィルスによる影響により小動物との触れ合う機会のさらなる減

少が懸念され、学習指導要領に記載される幼児・児童と小動物との触れ合いは困難な状況であると推察される。

（別刷請求先：伊藤宗彦）

キーワード： 幼稚園教育要領、小学校生活科学習指導要領、小学校理科学習指導要領、動物の飼育

緒言

教育基本法には「生命を尊び、自然を大切にし、環境の保

全に寄与する態度を養うこと」（教育基本法第2条の4）と
記されており、学校教育では、生命尊重の態度を育成する

活動の一つに動物の飼育がある。また、動物の飼育は幼児

や児童にとって、動物の生態を学ぶ活動でもあると考えら

れる。幼児教育と生活科との接続についての研究（菅沼

2021）や幼児教育から小学校教育への自然遊びに関する研
究（菅沼2022）などはあるが、幼児教育から小学校教育へ
の飼育活動の系統性に着目した先行研究は管見の限り見つ

からない。本稿では、動物の飼育の観点から幼児教育から

小学校教育への系統性について幼稚園教育要領解説、小学

校学習指導要領解説生活編、小学校学習指導要領解説理科

編の関連する内容を整理する。そして先行研究の事例と幼

稚園教育要領解説、小学校学習指導要領解説生活編、小学

校学習指導要領解説理科編を比較し、幼稚園教育から小学

校理科教育への動物の飼育に関する課題についての示唆を

導出する。

研究対象と方法

本稿では、幼稚園教育から小学校教育への「動物の飼育」

についての系統性に関して整理するため、幼稚園教育要領

解説（平成30年3月）、小学校学習指導要領（平成29年告示）
解説生活編、小学校学習指導要領（平成29年告示）解説理
科編を用いた。系統性については動物の飼育に関する「ね

らいと内容」「飼育動物の対象」に着目した。また、動物の

飼育に関する先行研究はGoogle Scholarにより2010年以
降の論文を検索し用いた。

結果と考察

1．幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

まず幼稚園教育における「動物の飼育」に関するねらい

や目標について確認していく。幼稚園教育要領解説には、

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が示されている。

これは幼稚園での教育のねらいや内容に基づいた活動全体

を通して、卒園時に幼児の資質・能力が育まれた姿である。

その中でも動物の飼育に関する内容を以下に記す（文部科

学省，2018a，p.66）。
（7）自然との関わり・生命尊重 
　自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化など

を感じ取り、好奇心や探究心をもって考え言葉などで表

現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自

然への愛情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な

動植物に心を動かされる中で、生命の不思議さや尊さに

気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものと
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していたわり、大切にする気持ちをもって関わるように

なる。

2．領域「環境」のねらいと内容

幼稚園教育要領解説では、幼児の資質・能力を育成する

ため、以下の五つの領域が設定されている。心身の健康に

関する領域「健康」、人との関わりに関する領域「人間関係」

（以下、領域「人間関係」）、身近な環境との関わりに関する

領域「環境」（以下、領域「環境」）、言葉の獲得に関する領域

「言葉」、感性と表現に関する領域「表現」である。これらの

領域の中で動物の飼育と強い関連があるのは、領域「環境」

である。領域「環境」では、「周囲の様々な環境に好奇心や

探究心をもって関わり，それらを生活に取り入れていこう

とする力を養う」と記されている。 
次に、領域「環境」のねらいと内容の一部について記す（文

部科学省，2018a，p.193，p.195，p.198，p.199）。
ねらい

（1）身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な事
象に興味や関心をもつ。

（2）身近な環境に自分から関わり、発見を楽しんだり、考
えたりし、それを生活に取り入れようとする。

内容　

（1）自然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、不思議さ
などに気付く。

（4）自然などの身近な事象に関心をもち、取り入れて遊
ぶ。

（5）身近な動植物に親しみをもって接し、生命の尊さに
気付き、いたわったり、大切にしたりする。

内容と動物の飼育との関連性を考えると、動物を含む自

然との触れ合いや、動物のいる環境との関わりの場面が想

起される。内容（5）では、幼児が周囲の人々が世話をする
様子を見ることや身近な動物に触れ実際に世話をすること

により、生命に親しみを持ち大切にするようになることを

示している。幼児が小動物と一緒に遊び、餌を与える体験

を通して、生命を大切にしようとする心が育まれる。生命

の誕生や終わりに立ち会うことも重要であり、幼児が小さ

な生き物を物として扱ってしまうときには、小さな生き物

にも命があることを繰り返し伝えることが大切であること

が記されている。幼児に生命の大切さを伝えることは困難

であるが、幼児期から動物愛護の心を育む必要があると記

されている。具体的な例として、幼児がウサギを抱くなど

触れ合う活動が挙げられている。

3．幼稚園教育要領における内容の取扱い

幼稚園教育要領解説には、幼児の発達を考慮した指導を

行うために、留意事項として「内容の取扱い」が記されてい

る。領域「環境」での動物の飼育と関連する内容の取扱い

を以下に挙げる（文部科学省，2018a，p.210）。
（3）身近な事象や動植物に対する感動を伝え合い、共感
し合うことなどを通して自分から関わろうとする意欲を

育てるとともに、様々な関わり方を通してそれらに対す

る親しみや畏敬の念、生命を大切にする気持ち、公共心、

探究心などが養われるようにすること。

次に領域「人間関係」での動物の飼育と関連する内容の

取扱いを以下に挙げる（文部科学省，2018a，p.188）。
（4）道徳性の芽生えを培うに当たっては、基本的な生活
習慣の形成を図るとともに、幼児が他の幼児との関わり

の中で他人の存在に気付き，相手を尊重する気持ちを

もって行動できるようにし、また、自然や身近な動植物

に親しむことなどを通して豊かな心情が育つようにする

こと（以下省略）。

4．生活の教科目標と内容

小学校の第1学年と第2学年において生活の授業が行わ
れる。動物の飼育に関する小学校学習指導要領（平成29年
告示）解説生活編の目標と内容を見ていく。生活では、「具

体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考

え方を生かし、自立し生活を豊かにしていくための資質・

能力を次のとおり育成すること」を目指しており、その目

標は次の通りである（文部科学省，2018b，p.12，p.14，
p.16）。 
（1）活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、
社会及び自然の特徴やよさ、それらの関わり等に気付く

とともに、生活上必要な習慣や技能を身に付けるように

する。 
（2）身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、
自分自身や自分の生活について考え、表現することがで

きるようにする。 
（3）身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自
信をもって学んだり生活を豊かにしたりしようとする態

度を養う。

生活の内容は階層の形で表されており、第一の階層とし

て「学校、家庭及び地域の生活に関する内容」がある。第二

の階層として、「身近な人々、社会及び自然と関わる活動に

関する内容」がある。第三の階層として「自分自身の生活

や成長に関する内容」となっている。この中でも「動物の

飼育」と関連のあるのは、次の項目である（文部科学省，

2018b，p.43）。
（7）動物を飼ったり植物を育てたりする活動を通して、
それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心をもって働

紀要14-12_091-096_研究ノート-2-伊藤宗彦_kk.indd   92紀要14-12_091-096_研究ノート-2-伊藤宗彦_kk.indd   92 2024/04/25   18:06:102024/04/25   18:06:10



92 93

 動物の飼育に関する系統性と課題について

きかけることができ、それらは生命をもっていることや

成長していることに気付くとともに、生き物への親しみ

をもち、大切にしようとする。

小学校学習指導要領解説生活編には、児童は日常的に自

然や生命と触れる機会が少なくなってきており、動植物の

飼育・栽培は生き物に親しみを持ち生命の尊さを実感する

大きな意義があると記されている。また、2年間の見通し
を持ち飼育を確実に行い、休日や長期休業中の動物の世話

に関しては、児童や教師、保護者、専門家との連携や生態系

の破壊へ繋がらないよう外来生物の取り扱いには配慮しな

ければならないこと、動物の飼育の前後には感染症予防た

めに手を洗う習慣を付けること、児童のアレルギーについ

ても保護者への確認をとっておくことの必要性が記されて

いる。

5．理科の教科目標と内容

小学校の第3学年から理科の授業が行われる。動物の飼
育に関する小学校学習指導要領（平成29年告示）解説理科
編を確認する。小学校理科の教科の目標は次の通りである

（文部科学省，2018c，p.12）。
自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しを

もって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・

現象についての問題を科学的に解決するために必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
（1）自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験
などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 
（2）観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。
（3）自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする
態度を養う。

児童は昆虫の飼育を通し、昆虫の活動の不思議さや面白

さを感じる。昆虫を大切に育てていても死んでしまう体験

をすることもあるが、飼育の意義を児童に振り返らせるこ

とにより生物を愛護する態度が育まれてくる。動物の発生

や成長について観察し、生命の連続性や神秘性に思いをは

せ、自分自身を含む動物の繋がりや周囲の環境との関係の

中で生きていることを考え、生命を尊重しようとする態度

が育まれてくる、と記されている。

小学校の「生命」の内容で動物の飼育と関わる単元では、

第3学年の「身の回りの生物」がある。この単元では、昆虫
の育ち方には幼虫、蛹、成虫などの一定の順序があり、成虫

の体は頭、胸及び腹からできていることを飼育により理解

する。第4学年の「季節と生物」では、身近に見られる動物
を探し育てる中で、動物の活動や季節の変化に着目する。

例としては、魚類や両生類は季節による水温の変化により

活動が異なること。また、鳥類は季節により見られる種類

が異なり、季節によっては産卵、巣立ちなどが見られるよ

うになることが挙げられている。この単元で現実的に飼育

できるのは、魚類や両生類だろう。第5学年では、「動物の
誕生」がある。この単元では、魚を育て観察し、魚の産んだ

卵の様子を継続して観察することが記載されている。

6．幼稚園教育から小学校教育への系統性

幼稚園教育要領解説、小学校学習指導要領解説生活編・

理科編から動物の飼育に関する内容を整理する。幼児教育

では、実際に小動物と一緒に遊ぶことや餌を与えることを

通して触れ合うことが記されている。小学校の生活の授業

では、飼育を通して生息場所、動物の様子の変化、成長の様

子に関心を持つことが新たな視点として加わっている。小

学校の理科の授業では、メダカの卵などを対象とし、動物

の発生や成長について観察する。そして、子孫を残してい

くことから生命の連続性や自分自身を含む動物の繋がりや

周囲の環境の中で生きていることに気付くことが新たに加

わっている。飼育対象の動物は、幼児や小学校の低学年で

はウサギやモルモットなどの小動物が記され、理科では、

昆虫や魚類となり対象が小さくなっている。幼児は自分達

だけでは、動物の飼育活動は困難であるが、小学生からは

自分達の手で飼育活動を行うようになっていく。また、幼

児教育から小学校教育までの発達段階に合わせて命を尊重

する心を育成していくことも重要な点である。

7．幼稚園における動物の飼育に関する先行研究

近年の動物の飼育に関する幼稚園での現状と課題に関す

る論文は極めて少ない。井坂・中原（2015）では、茨城県の
私立幼稚園での動物飼育の現状と課題について報告されて

いる。過去に動物を飼育したことがあり、現在飼育してい

ない幼稚園では、その理由について、飼育していた生物が

亡くなったこと、動物に対するアレルギーの児童がいるこ

と、飼育動物からヒトへの病気の感染の懸念を挙げている。

動物の飼育経験が全くない幼稚園では、飼育を行わない理

由として、飼育場所がないこと、長期休暇中に世話をする

人がいないこと、動物に対するアレルギーの児童がいるこ

と、飼育動物からヒトへの病気の感染の懸念を挙げている。

幼稚園で飼育している動物については、哺乳類、鳥類、爬虫

類、両生類、腹足類 、魚類、昆虫類、甲殻類である。飼育に
関する悩みに関しては、動物に対するアレルギーの児童が

いること、土日や休業中に飼育動物の世話をする人がいな

いこと、飼育動物の罹病時の対応などが挙げられた。動物

を飼育することの効果に関しては、幼稚園での動物飼育は、

「やさしさ・思いやりが育つ」が最も多く、命の大切さや動

物愛護の心を育むという回答が次に多かった。
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8．小学校における動物の飼育に関する先行研究

中島（2021）は、小学校での動物飼育に関する現状を報告
している。その報告では、2003年～2012年と2017年～
2018年の状況を比較し、動物を飼育していない学校が6.6%
から14.2%への増加を報告している。その理由として、
2003年に全国的に鳥インフルエンザの流行が原因である
と指摘している。鳥インフルエンザウィルスを保有する野

鳥から学校で飼育する鳥類に感染し、さらに学校の児童へ

感染する可能性が懸念されたためである。そのため、長期

休業中の動物の世話当番を教職員が行う割合が15年間で
増加し、飼育動物はニワトリ、ウサギ、モルモットなどの割

合が減少し、魚類の飼育の割合が上昇していることを報告

している。また、アンケート結果から動物を実際に飼育す

ることで、児童の動物への愛着が増加することも報告して

いる。

斉藤・吉村（2022）では、仙台市の小学校でも鳥インフル
エンザの流行後に動物の飼育を止めた事例が多いことを指

摘している。また、動物の飼育を行わない理由として、飼

育動物からヒトへの病気の感染の懸念があること、土日や

休業期間中の世話が困難であること、児童の動物アレル

ギーの懸念等が報告されている。これらのことから、様々

な課題により小動物を飼育している学校は減少傾向にある

ことが示唆される。

9．新型コロナウィルスによる動物飼育への影響

2020年に新型コロナウィルスの流行により、3月から全
国での一斉休校が行われた。オンライン授業も地域によっ

ては実施され、教職員の動物の世話をする負担は増加した

と思われる。これらのことから新型コロナウィルスによる

動物飼育への影響は少なくないと思われる。2021年の中
島の報告 1では、新型コロナウィルスの流行による小学校

での動物飼育の影響を報告している。新型コロナウィルス

による休業中の動物の世話はほとんどが教職員であった。

再開後は、飼育委員などの児童が世話をしていることが報

告されている。しかし、動物との触れ合いに関しては、直

接動物に触れずに世話をしていることや世話をする人は密

にならないよう動物に触れるなどの回答がある。コロナ禍

が長期化することによる動物飼育を行う上での問題点に関

しては、飼育動物から児童への新型コロナウィルスの感染

する懸念、三密の状況による新型コロナウィルスの感染、

動物の世話に対する負担である。三密とは、換気の悪い密

閉空間、多数の人が集まる密集場所、間近な会話や発声を

行う密接場面の三つの条件のことであり、これらの条件が

揃う場所がクラスターの発生するリスクが高いとされてい

る。

ヒトから動物への感染は生じるのだろうか。厚生労働省

の「動物を飼育する方向けQ＆A」では、新型コロナウィル
スに感染したヒトからネコやイヌへの感染が報告されてい

る。他には動物園の飼育員からトラやライオンへの感染も

報告されている。一方で、ペットからヒトへの新型コロナ

ウィルスの感染は報告されていないが、ミンクからヒトへ

感染した可能性はあるとされている 2。

結論

幼稚園教育から小学校理科教育への飼育活動の系統性に

ついて、幼稚園教育要領解説と小学校学習指導要領解説生

活編・理科編を対象として「ねらい・目標」「内容」の観点か

ら整理した。幼児期では、幼児が動物の餌を与えることや

触れ合うことにより、生命を尊重する心を育成する。小学

生の生活の授業では、児童が動物の生態に関心を持ち、飼

育ができるようになり、成長の様子や変化に関心を持つ。

理科の授業では、動物の飼育を通し発生や成長の観察から

生命の連続性に気付く。また、自分自身を含む動物の繋が

りや周囲の環境との関係の中で生きていることを考える。

これらの内容が記されている。

幼稚園教育や小学校の生活の授業では、幼児や児童はウ

サギなど小動物との触れ合い、小学校の理科では、昆虫や

魚類の飼育についての事例が記載されていた。井坂・中原

（2015）では、幼稚園では、哺乳類だけでなく鳥類、魚類、昆
虫など多様な飼育がなされていることが報告されている。

このことから、幼稚園教育要領解説と小学校学習指導要領

解説生活編・理科編に記載されているよりも多様な分類群

の動物が実際に飼育されていることが示唆される。一方、

中島（2021）では、鳥インフルエンザ流行の後に、飼育動物
が哺乳類や鳥類の割合が減少し、メダカなどの魚類の飼育

の割合の上昇が指摘されている。斉藤・吉村（2022）も小
学校において、鳥インフルエンザ流行後に小動物の飼育を

止めた事例が多いことを指摘している。これらのことか

ら、幼児や小学校低学年の児童は、以前に比べ小動物との

触れ合いが難しくなっていることが考えられる。小学校学

習指導要領解説生活編では、動物園に行き触れ合うなどの

短期的な取り組みだけではなく、継続的な飼育の重要性が

記されているが、現状を考えると小動物の飼育について困

難な学校が多いのではないだろうか。2020年初頭から始
まった新型コロナウィルスの流行により、幼稚園や小学校

での動物の飼育機会のさらなる減少が懸念される。2022
年秋期から2023年春期にかけて鳥インフルエンザが日本
全国で流行した。今後もこれらのウィルスは周期的に流行

するかもしれない。
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幼稚園教育要領における領域「環境」のねらいと小学校

学習指導要領における理科や生活の目標を読む限り、幼

児・児童は小動物と触れ合いではなく、魚類や昆虫の飼育

による活動によっても「ねらい・目標」を達成することは十

分可能であると考える。次の学習指導要領では、動物の飼

育に関する内容を修正し、幼稚園や小学校等の実態に則し

た内容にするのが良いのではないだろうか。

注1： 第1回緊急事態宣言に伴う小学校休業と学校動物飼
育への影響「第23回学校飼育動物研究大会」https:// 
www.schoolanimals.jp/file/800（2023/5/31 accessed）

注2： https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/ 
kenkou_iryou/doubutsu_qa_00001.htm（I 2023/5/31 
accessed）

引用文献

井坂みさき・中原史生．（2015）：茨城県内の私立幼稚園に
おける動物飼育の現状と課題．コミュニティ振興学部

紀要20（20）
文部科学省（2018a）「幼稚園教育要領解説（平成30年3月）」 
フレーベル館

文部科学省（2018b）「小学校学習指導要領（平成29年告示）
解説生活編」東洋館出版

文部科学省（2018c）「小学校学習指導要領（平成29年告示）
解説理科編」東洋館出版

中島由佳．（2021）：学校教育における動物の役割と現状．
心理学ワールド92，9-12．

菅沼敬介．（2021）：幼児教育の領域「環境」と小学校教育
の「生活科」との円滑な接続カリキュラムに関する研

究．福岡教育大学紀要．第 4 分冊，教職科編（70），
53-64．

菅沼敬介．（2022）：小学校入学までに幼児教育領域 [環境] 
で経験させたい 自然遊びに関する研究─ 幼保小の円
滑な接続を目指す生活科教育の視点から─．福岡教育

大学紀要．第 4 分冊，教職科編（71），125-137．
斉藤千映美・吉村敏之．（2022）：小学校生活科「動物の飼
育」の課題分析．宮城教育大学紀要．57．

紀要14-12_091-096_研究ノート-2-伊藤宗彦_kk.indd   95紀要14-12_091-096_研究ノート-2-伊藤宗彦_kk.indd   95 2024/04/25   18:06:112024/04/25   18:06:11



96

伊藤

Systematics from Kindergarten Education to Elementary Science Education  
on Animal Raising Activities and Current Issues

Munehiko ITO

School of Education, Tokyo University and Graduate School of Social Welfare (Isesaki Campus) 
2020-1 San’o-cho, Isesaki City, Gunma 372-0831, Japan

Abstract :  Raising animals are important activities for fostering animal welfare and other reasons. I organized the related 
contents of the commentary on the Courses of Study for Kindergarten and the Life and Science section of the Courses of 
Study for Elementary Schools in order to systematize raising animals from kindergarten education to elementary school sci-
ence education. In addition, through comparison with previous studies, suggestions on issues related to raising animals were 
derived. Examples are described for contact with small animals in kindergarten education and elementary school life classes, 
and for insect and fish husbandry in elementary school science classes. Isaka and Nakahara (2015) reported cases of breeding 
in kindergartens for a diverse range of animals, including mammals, birds, fish, and insects. On the other hand, Nakajima 
(2021) , Saito & Yoshimura (2022) noted a decrease in the keeping of small animals after the avian influenza pandemic. It is 
feared that the impact of the COVID-19 will further reduce opportunities to interact with small animals, and it is presumed 
that the interaction between infants and children and small animals as described in the Courses of Study is difficult to 
achieve.
(Reprint request should be sent to Munehiko ITO）

Key words : � Course of study for Kindergarten, Course of study for Living Environment Studies of elementary School, 
Course of study for Science of elementary School, Raising animals
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幼児のレクリエーション活動についての検討 
－ 心の元気づくりの課題と発達に着目して －

佐藤友樹＊1・山本健志郎＊2

＊1 東京福祉大学短期大学部（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831　群馬県伊勢崎市山王町2020-1

＊2 作陽短期大学
〒710-0292　岡山県倉敷市玉島長尾3515

（2023年10月26日受付、2024年2月2日受理）

抄録：健康のためには、心を元気にすることが重要であるといえる。そして、レクリエーションの使命として心の元気づく

りが挙げられていることより、心を元気にするものとして、レクリエーションが挙げられる。レクリエーションは、ライフ

ステージごとの特徴や心の元気づくりの課題を踏まえ、展開していくことが重要であると考える。そこで本研究では、3～
5歳の幼児に着目し、先行研究を整理して年齢ごとに心の元気づくりの課題や発達の特徴を踏まえたレクリエーション活
動について検討することで、幼児期のレクリエーション支援において役立つ情報を提供することを目的とした。その結果、

レクリエーション活動の内容や展開の仕方についてポイントとなることを挙げることができ、それらのことは幼児のレク

リエーション活動において役立つ情報であると考えられた。

（別刷請求先：佐藤友樹））

キーワード： レクリエーション、幼児、発達

緒言

健康については、世界保健機関憲章において定義されて

おり、大学生の健康・スポーツ科学研究会（2014）は、『第5
版 大学生の健康・スポーツ科学』の中で健康の定義につい
て「健康とは、身体的・精神的・社会的に健全である状態で

あり、単に疾病がなく病弱ではないというだけではない

（p.2）」と表記している。公益財団法人日本レクリエーショ
ン協会（2017）は、心を元気づけることが社会全体の課題で
あることを述べており、またレクリエーションの使命とし

て心の元気づくりを挙げている。そして、公益財団法人日

本レクリエーション協会（2017）は心の元気づくりによっ
て、身体的にも精神的にも社会的にも良好な状態に近づく

ことができることも述べている。つまり、健康のために心

の元気づくりが重要であり、その心の元気づくりを担うの

がレクリエーションであるといえる。奥野ら（2013）もレ
クリエーションが心身の活性を高めると述べている。心を

元気にするレクリエーションについては、例えば公益財団

法人日本レクリエーション協会（2021）が『レクリエーショ
ンガイドブック41 心が元気になるレクリエーションゲー

ム BEST31』の中で具体的な活動内容を紹介していたりす
るなどレクリエーション活動において参考となる資料はす

でに多く存在している。しかし、ライフステージごとに特

徴や心の元気づくりの課題が異なる（公益財団法人日本レ

クリエーション協会，2017）ということに目を向けると、必
ずしもレクリエーション活動において参考となる資料が十

分であるとはいえない。つまり、ライフステージごとに特

徴や心の元気づくりの課題が異なることを踏まえ、適切な

レクリエーション活動について言及あるいは検討している

資料の存在が十分な数に達していないと考えている。した

がって、ライフステージごとの特徴や心の元気づくりの課

題を踏まえ、適切なレクリエーション活動について検討し

ていくことは、これからの心を元気にするレクリエーショ

ン支援において価値のあることと思われる。そして、発達

が著しい幼児期については、とくに年齢ごとの特徴を踏ま

えたレクリエーション活動について検討することが重要で

あると考える。

そこで本研究では、3～5歳の幼児に着目し、先行研究を
整理して年齢ごとに心の元気づくりの課題や発達の特徴を

踏まえたレクリエーション活動について検討することで、
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幼児期のレクリエーション支援において役立つ情報を提供

することを目的とした。

方法

1．用語の定義

本研究では、「レクリエーション活動」について以下のよ

うに定義づけ、述べていく 1）。

レクリエーション活動は、「心を元気にする手段として用

いるゲームや歌や踊りやスポーツなどの総称（p.8）」（公益
財団法人日本レクリエーション協会，2017）とした。

2．心の元気づくりの課題の整理

幼児期の心の元気づくりの課題については、『楽しさをと

おした心の元気づくり レクリエーション支援の理論と方
法』（公益財団法人日本レクリエーション協会，2017）にお
いて、エリクソンの発達理論（Erikson & Erikson, 2001）か
ら見たライフステージごとの心の元気づくりの課題が示さ

れており、幼児期の心の元気づくりの課題を確認した。

3．幼児期における年齢ごとの特徴の整理

幼児期における年齢ごとの特徴については、『こころとか

らだがスクスク育つ！ 0～5歳児の発達に合った楽しい！
運動あそび』（栁澤・栁澤，2014）において「体の機能と運動
能力」「言語と認識」「自我と社会性」の3つに分けて3歳児、
4歳児、5歳児の発達の特徴が示されており、それらの内容
を確認した。

4． 心の元気づくりの課題を踏まえた幼児期の発達の特徴

の抽出

日本レクリエーション協会公認レクリエーション・イン

ストラクターの資格を持つ者1名および保育士資格を持つ
者1名の計2名で、幼児期の心の元気づくりの課題（公益財
団法人日本レクリエーション協会，2017）を踏まえ、栁澤・

栁澤（2014）が示した3～5歳児の発達の特徴のうち、各年
齢（3歳児、4歳児、5歳児）でレクリエーション活動におい
て重要であると思われるものをそれぞれ4～5つ抽出した。

資料の整理と検討

1．心の元気づくりの課題

公益財団法人日本レクリエーション協会（2017）は、エリ
クソンの発達理論（Erikson & Erikson, 2001）から見たラ
イフステージごとの心の元気づくりの課題を示している

が、そこで幼児については、前期（1～3歳）と後期（4～5歳）
に分けて心の元気づくりの課題を示しており、幼児前期（1
～3歳）は「自分でできることを時間がかかってもやりとお
すこと（p.29）」、幼児後期（4～5歳）は「自主的に振る舞え
ること（p.29）」であった（表1）。

2．幼児期における年齢ごとの特徴

（1）3歳児の発達の特徴
3歳児の発達の特徴について、栁澤・栁澤（2014）を基に

表2の通りに整理した。

（2）4歳児の発達の特徴
4歳児の発達の特徴について、栁澤・栁澤（2014）を基に

表3の通りに整理した。

表1　心の元気づくりの課題 
（公益財団法人日本レクリエーション協会（2017）を基に筆者が作成）

幼 児

前期 1～3歳
心の元気づくりの課題

自分でできることを時間がか
かってもやりとおすこと

後期 4～5歳
心の元気づくりの課題

自主的に振る舞えること

表2　3歳児の発達（栁澤・栁澤（2014）を基に筆者が作成）

3歳

体の機能と運動能力 言語と認識 自我と社会性

・歩く、走る、跳ぶが安定する。
・片足けんけんができる。
・つま先、かかと歩きができる。
・遊具あそびが活発になる。
・三輪車がこげるようになる。
・「AしながらBする」協応動作ができ始める。
・動作がダイナミックになる。
・ボタン留めなど細かな動きができる。

・幼児語から普通の言葉になる。
・気持ちや経験を言語化する。
・長い文章を話し始める。
・質問に答えられるようになる。
・イメージする力が身につく。
・ルールのあるあそびに挑む。

・友だちの存在が大きくなる。
・自立心と甘えたい気持ちの間で揺れる。
・ 自己主張が激しくなり、友だちとの物の取
り合いが増える。
・友だちと物の貸し借りをする。
・順番、交代などがわかるようになる。
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（3）5歳児の発達の特徴
5歳児の発達の特徴について、栁澤・栁澤（2014）を基に

表4の通りに整理した。

3． 幼児期における心の元気づくりの課題に関連した重要

な発達の特徴

（1） 3歳児における心の元気づくりの課題に関連した重要
な発達の特徴

栁澤・栁澤（2014）が示した3歳児の発達の特徴（表2）に
おいて、3歳児の心の元気づくりの課題である「自分ででき
ることを時間がかかってもやりとおすこと（p.29）」（公益
財団法人日本レクリエーション協会，2107）に関連した重
要な発達の特徴を抽出した。その結果、“片足ケンケンがで

きる”、“つま先、かかと歩きができる”、“ボタン留めなど細か

な動きができる”、“ルールのあるあそびに挑む”、“自立心と

甘えたい気持ちの間で揺れる”といった5つの発達の特徴
を挙げることができた 2）。

（2） 4歳児における心の元気づくりの課題に関連した発達
の特徴

栁澤・栁澤（2014）が示した4歳児の発達の特徴（表3）に
おいて、4歳児の心の元気づくりの課題である「自主的に振

る舞えること（p.29）」（公益財団法人日本レクリエーショ
ン協会，2107）に関連した重要な発達の特徴を抽出した。
その結果、“ルールや約束の大切さに気付く”、“簡単なルー

ルのあそびができる”、“集団あそびを始める”、“自分の気持

ちをコントロールする”といった4つの発達の特徴を挙げ
ることができた 3）。

（3） 5歳児における心の元気づくりの課題に関連した発達
の特徴

栁澤・栁澤（2014）が示した5歳児の発達の特徴（表4）に
おいて、5歳児の心の元気づくりの課題である「自主的に振
る舞えること（p.29）」（公益財団法人日本レクリエーショ
ン協会，2107）に関連した重要な発達の特徴を抽出した。
その結果、“友だちの個性を認め始める”、“友だちと積極的

に関わる”、“集団あそびが増える”、“自立心が高まる”、“集団

の中での役割を考える”といった5つの発達の特徴を挙げ
ることができた 4）。

考察

1．3歳児のレクリエーション活動の検討

3歳児のレクリエーション活動を考える上で心の元気づ

表3　4歳児の発達（栁澤・栁澤（2014）を基に筆者が作成）

4歳

体の機能と運動能力 言語と認識 自我と社会性

・走る動作が安定する。
・全身のバランス力が整い始める。
・一人で着脱ができる。
・四角形が描ける。

・会話を楽しむようになる。
・想像力が豊かになる。
・ルールや約束の大切さに気づく。
・我慢や恐怖を覚える。
・簡単なルールのあそびができる。
・自分の行動を予測、比較し始める。
・好奇心や探求心が育つ。
・友だちの個性に気づき始める。

・友だちとのつながりが強まる。
・性別に分かれて行動し始める。
・何でも手伝おうとする。
・自意識や感情が豊かになる。
・集団あそびを始める。
・自分の気持ちをコントロールする。
・異年齢との関わりを楽しむ。

表4　5歳児の発達（栁澤・栁澤（2014）を基に筆者が作成）

5歳

体の機能と運動能力 言語と認識 自我と社会性

・運動能力の基礎が完成する。
・自転車に乗れるようになる。
・手指を器用に動かす。
・三角形が描ける。
・多様な動きを組み合わせてあそぶ。
・持続力が身につく。

・話し言葉が確立する。
・言葉でイメージを共有する。
・ルールのあるあそびを楽しむ。
・達成感を感じるようになる。
・10までの数字が理解できる。
・文字の読み書きに興味を持つ。
・友だちの個性を認め始める。

・友だちと積極的に関わる。
・集団あそびが増える。
・競争する楽しさを知る。
・自立心が高まる。
・人格の基礎が確立してくる。
・年長としての自覚が生まれる。
・集団の中での役割を考える。
・周りに合わせられる。
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くりの課題を確認すると「自分でできることを時間がか

かってもやりとおすこと（p.29）」（公益財団法人日本レク
リエーション協会，2017）となっている。そして、この心の
元気づくりの課題において、栁澤・栁澤（2014）が示した3
歳児の発達の特徴でまずポイントになってくると考えられ

たのが “片足ケンケンができる”、“つま先、かかと歩きがで
きる”、“ボタン留めなど細かな動きができる”といったこの

時期にできることであった。3歳児のレクリエーションに
おいて発達の観点から3歳児ができる内容で展開していか
なければ、当然のことながらレクリエーションをスムーズ

に展開していくことはできない。また3歳児がひとりでも
できることをレクリエーションの内容に取り入れなけれ

ば、この時期の心の元気づくりの課題を達成することは難

しいと考えられる。したがって栁澤・栁澤（2014）を参考
にすれば、例えば片足ケンケンといった動作を含む内容の

レクリエーションを取り入れたり、つま先歩きやかかと歩

きといった動作を含むレクリエーションの内容を取り入れ

るというのは、3歳児のレクリエーション活動において適
切であるということが考えられる。

また、栁澤・栁澤（2014）が3歳児の発達の特徴として挙
げている“ルールのあるあそびに挑む”についても、心の元

気づくりの課題を踏まえてこの時期のレクリエーション活

動を考える上で重要なポイントになるものとして挙げられ

た。あらゆるレクリエーションゲームにはルールというも

のがある。それゆえにルールのあるあそびに挑もうとする

ことは、より多くのレクリエーションゲームができるよう

になっていくのにとても大切なことである 5）。栁澤・栁澤
（2014）を参考にすれば、ルールのあるあそびができるよう
になっていくのは4歳児以降であると考えられるので、3
歳児の段階ではまだルールのあるあそびができるというレ

ベルにまでは達しておらず、それを成り立たせることは難

しいと考えるが、ルールのあるあそびに挑もうとしていく

姿勢は、できるやできないに関係なく、3歳児のレクリエー
ション活動において大切していかなければならない点であ

ると考える。

さらに、栁澤・栁澤（2014）が3歳児の発達の特徴として
挙げている“自立心と甘えたい気持ちの間で揺れる”につい

ても、3歳児のレクリエーション活動を検討する上でとて
も重要なポイントになると考えられた。3歳児の心の元気
づくりの課題は「自分でできることを時間がかかってもや

りとおすこと（p.29）」（公益財団法人日本レクリエーショ
ン協会，2017）であるため、自分の力で最後までやりとおし
ていけるように展開していくことが大事なポイントである

と思われるが、この時期は栁澤・栁澤（2014）が挙げている
ように、まだまだ甘えたい気持ちもあり、それゆえに支援

者がその気持ちを受けとめ、できるように具体的な指示を

してあげることが大切だと思われる。鈴木・鈴木（2016）
が監修した『U-CANの保育スマイルBOOKS　U-CANの
子どもの発達なんでも大百科』（以下『U-CANの子どもの
発達なんでも大百科』と略す）にも、3歳児について甘えた
い気持ちを受け止めることの重要性が述べられており、「で

きない」と甘えてくるときには具体的な方法を知らせるよ

うにするのが良いということも述べられている。

したがって心の元気づくりの課題である「自分でできる

ことを時間がかかってもやりとおすこと（p.29）」（公益財
団法人日本レクリエーション協会，2017）の達成のために
この時期にできることに着目してその内容を含んだレクリ

エーションの展開で心の元気づくりの課題の達成を目指す

ことは大切であるが、その一方で甘えたい気持ちから自分

でやりとおすことができないということが生じても、それ

を受け止めて対応していくことも重要なことであり、それ

らのことを踏まえ、3歳児のレクリエーション活動を考え、
展開していくべきであると思われる。

2．4歳児のレクリエーション活動の検討

4歳児のレクリエーション活動を考える上で、心の元気
づくりの課題を確認すると「自主的に振る舞えること

（p.29）」（公益財団法人日本レクリエーション協会，2107）
となっている。そして、この心の元気づくりの課題におい

て栁澤・栁澤（2014）が示した4歳児の発達の特徴でまずポ
イントとなってくるものとして“ルールや約束の大切さに

気付く”、“簡単なルールのあそびができる”、“集団あそびを

始める”といった3つのことが挙げられた。ルールの大切
さに気付きルールを守ろうとすることで、より多くのレク

リエーションゲームができるようになることが考えられ

る。また、集団あそびではルールというものが大切になっ

てくると思われるので、ルールのあるあそびができるよう

になることで、多くの集団あそびができるようにもなると

考えられる。そして、鈴木・鈴木（2016）が監修した
『U-CANの子どもの発達なんでも大百科』では、4歳児では
自分たちでルールをつくってあそぶことができるようにな

ると述べられている。つまり、自分たちでルールをつくり、

友だちとあそぶという自主的な振る舞いも現れ、それはま

さしく4歳児の心の元気づくりの課題である「自主的に振
る舞えること（p.29）」（公益財団法人日本レクリエーショ
ン協会，2107）にもつながってくる。これらのことを踏ま
えれば、4歳児のレクリエーション活動では、ルールのある
集団あそびを中心として展開し、場合によっては自分たち

でいくつかのルールを決めてできるような展開が重要であ

ると考える 5）。ただし、集団あそびが増えていけば友だち
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とのトラブルも増えていくことが予想される。例えばルー

ルを守ることの大切さに気付きながら自分の気持ちを優先

してルールを守れなかったりすることもあると考える。そ

こで注目すべき点は、“自分の気持ちをコントロールする”

といった栁澤・栁澤（2014）が示した4歳児の発達の特徴で
あった。鈴木・鈴木（2016）が監修した『U-CANの子ども
の発達なんでも大百科』によれば、この時期に聞く力や考

える力から自制心が生まれるということであり、「「～だけ

ど～する」という感情調整（自制心）が身についていきます

（p.149）」と述べられている。つまり、ルールを守ることの
大切さに気付きながら自分の気持ちを優先してルールを守

れなかったりすることで友だちとトラブルが起きることが

あっても、ずっとそのままではなく少しずつ気持ちのコン

トロールができていくことで集団のあそびにおいて自分の

気持ちよりルールを守ることを優先し、上手に集団あそび

を展開していくことができるようになっていくと考えられ

る。したがって4歳児のレクリエーション活動では、集団
あそびを取り入れていくことが発達の観点からも重要であ

ると考える。

3．5歳児のレクリエーション活動の検討

5歳児のレクリエーション活動を考える上で、心の元気
づくりの課題を確認すると4歳児と同様に「自主的に振る
舞えること（p.29）」（公益財団法人日本レクリエーション
協会，2107）となっている。そして、この心の元気づくりの
課題において栁澤・栁澤（2014）が示した5歳児の発達の特
徴でポイントとなってくるものとして“友だちの個性を認

め始める”、“友だちと積極的に関わる”、“集団あそびが増え

る”、“自立心が高まる”、“集団の中での役割を考える”といっ

たことが挙げられた。鈴木・鈴木（2016）が監修した
『U-CANの子どもの発達なんでも大百科』によれば、5歳児
では集団で何かを達成しようとする姿が現れてくるという

ことであるが、これは栁澤・栁澤（2014）が5歳児の発達の
特徴として示した“友だちの個性を認め始める”、“友だちと

積極的に関わる”、“集団あそびが増える”、“集団の中での役

割を考える”といったことに深く関わることと考える。友

だちと積極的に関わることは集団あそびが増えることにつ

ながり、そこで何かを達成しようとするとき、友だちの個

性を認めることや集団の中での役割を考えることにつな

がっていくものと思われる。例えばレクリエーションゲー

ムにおいては、友だちと課題を共有してそれを達成するた

めに教えあったり、励ましあったりなど協力しながら進め

ていく姿がみられるのではないかと考える。そして、そこ

に心の元気づくりの課題である「自主的に振る舞えること

（p.29）」（公益財団法人日本レクリエーション協会，2107）

が関連してくるものと思われる。さらにこれらのことは、

自立心の高まりが関連していると考える。

5歳児のレクリエーション活動では、4歳児のレクリエー
ション活動と同様に集団あそびを取り入れていくことが発

達の観点からも重要であると考えるが 5）、さらに集団で何

かを達成しようとする姿が現れてくるということを踏まえ

れば、仲間同士で同じ目標や課題を持ち、協力して進めて

いくようなレクリエーションを取り入れることができると

より良いと考える。

まとめ

本研究では、3～5歳の幼児に着目し、年齢ごとに心の元
気づくりの課題や発達の特徴を踏まえたレクリエーション

活動について検討することで、幼児期のレクリエーション

支援において役立つ情報を提供することを目的とした。そ

の結果、年齢ごとに心の元気づくりの課題に対し、とくに

着目すべき発達の特徴があり、それを踏まえ、3～5歳の幼
児のレクリエーション活動について検討すると、年齢ごと

にレクリエーション活動の内容や展開の仕方についてポイ

ントとなることには違いがあった。これらのことは今後の

幼児のレクリエーション活動において役立つ情報であると

考えられ、今後は幼児に対してレクリエーション支援を実

践することで本研究の結果について検証していくことが課

題である。

注

1） 主にはレクリエーションゲームのことに着目し、レクリ
エーション活動について検討している。

2）表2でアンダーラインが引かれている。
3）表3でアンダーラインが引かれている。
4）表4でアンダーラインが引かれている。
5） 「あそび」は「レクリエーション活動」に含まれる1つの
活動として捉えて考察している。
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A Study on Preschooler Recreation: 
Focusing on the Challenges of Mental Well-being and Development

Yuki SATO＊1 and Kenshiro YAMAMOTO＊2

*1  Junior College, Tokyo University of Social Welfare （Isesaki Campus） 
2020-1 San’o-cho, Isesaki City, Gunma 372-0831, Japan

*2  Sakuyo Junior College 
3515 Tamashimanagao, Kurashiki City, Okayama 710-0292, Japan

Abstract :  Mental health is a crucial aspect of well-being. In the conduct of recreational activities, it is important to con-
sider the characteristics of each life stage and the challenges of promoting mental well-being. This study focused on pre-
schoolers age three to five, examining recreational activities based on the challenges of promoting mental well-being and 
developmental characteristics at each age. In doing so, it aimed to provide information that can assist in supporting recre-
ational activities for preschoolers. We concluded that the result of this study can be helpful for recreational activities for 
preschoolers.
(Reprint request should be sent to Yuki SATO）

Key words : � recreation, preschooler, development
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幼児における非認知能力と社会情動的スキル研究の概観 
－ 日本における実践研究に着目して －

増山愛一華 
 

指導教員 
河村明和

東京福祉大学 保育児童学部（池袋キャンパス）
〒170-8426 東京都豊島区東池袋4-23-1

（2023年10月31日受付、2024年1月25日受理）

抄録：非認知能力や社会情動的スキルを育むためには幼児期が特に重要であると示されている。そして、日本の幼児教育

では、育みたい資質・能力として三つの柱を掲げ、その三つの柱を基礎にして更に具体的な保育内容を五つの領域に分類し

て取り上げている（文部科学省，2017）。本研究では、その五つの領域の視点に基づき、幼児における非認知能力と社会情動
的スキルにおいて、先行研究を概観し、保育や幼児教育における特に実践的な研究の現状と課題についての整理を目的とし

た。結果として、五領域から主に忍耐力、粘り強さ、レジリエンス、協調性、協同性、自信、意欲の育みに繋がる実践事例が

見られた。また、①非認知能力や社会情動的スキルを客観的に測定できる指標、②非認知能力の育成に関する理論に立脚し

た実践研究、③子どもの各年齢と発達と非認知能力の結び付け、④認知能力と非認知能力の両方を意識した指導行動の4点
が現状の課題点として確認された。

（別刷請求先：河村明和）

キーワード： 幼児、非認知能力、社会情動的スキル、実践研究、指導行動

緒言

昨今の教育では非認知能力の育成が求められている。そ

の大きな理由の一つは、アメリカの経済学者ヘックマン

（Heckman, 2013）が、「ペリー就学前プロジェクト」の追跡
結果から、幼児期において非認知能力を育てる事により、

所得、昇進、社会的行動等子どもの人生に肯定的な影響を

与える事を示したからである。ベネッセ教育総合研究所

（2018）によると、非認知能力は、OECD（経済能力開発機
構）では社会情動的スキルと言い表され、「長期的目標の追

求、他者との協働、感情のコントロール（p.48）」などに関す
るスキルとして定義されている。また、社会情動的スキル

の習得は幸福感や健康、学習成果、雇用や収入などの個人

的な社会的成果（well-being）と密接に関連していると主張
し、社会情動的スキルを教育政策や社会発展において重要

な要素として位置付けている。また、ベネッセ教育総合研

究所（2018）では「子どもが人生において成果を収め、社会
進歩に貢献するためには、バランスの取れた認知的スキル

と社会情動的スキルが必要である（p.3）」と述べられてい
る。社会情動的スキルの重要性を主張していると共に、社

会情動的スキルは伸ばすことが可能であることが証明さ

れ、社会問題の改善や変化の激しい環境の中で生き残るた

めに、早期段階で社会情動的スキルを伸ばす必要性も示し

ている。そして、社会情動的スキルを育むためには幼児期

が特に重要であることが示唆されている（ベネッセ教育総

合研究所，2018）。
そして、幼稚園教育要領（文部科学省，2017）では、「知識

及び技能の基礎」、「思考力、判断力、表現力等の基礎」、「学

びに向かう力、人間性等」が幼児期に育みたい資質・能力の

三つの柱として整理されている。そのような内容に対し

て、西田ら（2022）は「何を知っているか（知識），何ができ
るか（技能），それら知識・技能をどう使うか（思考力・判断

力・表現力）だけでなく，いかに自ら問いを見出し主体的に

社会と関わりながらより良い人生を送るか（学びに向かう

力・人間性）（p.1，2）」という非認知能力と重なる部分の育
成が強調されている事を示唆している。また、文部科学省

（2015）は「学びに向かう力・人間性」は情意や態度に関わ
るものと示し、自己の感情や行動を統制する能力、協働す

る力、優しさ、思いやり等を指している。そして、無藤

（2016）によると非認知能力は主に「目標や意欲、興味・ 関
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心をもち、粘り強く、仲間と協調して取り組む力や姿勢が

中心になる（p.18）」とされ、幼稚園教育要領で述べている
資質・能力は、非認知能力の内容を指している。つまり、文

部科学省が求めている資質・能力と非認知能力、社会情動

的スキルには関連していることが想定される。

また、幼稚園教育要領解説（文部科学省，2018）では、幼
稚園教育において育みたい資質・能力を幼児の生活する姿

から捉えたねらいと、ねらいを達成するための指導事項を

内容として、五つの領域を編成している。五つの領域には、

「健康」、「人間関係」「環境」「言葉」「表現」があり、それぞれ

「健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出

す力を養う（p.15）」、「他の人々と親しみ、支え合って生活
するために、自立心を育て、人と関わる力を養う（p.16）」、
「周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わり、そ

れらを生活に取り入れていこうとする力を養う（p.18）」、
「経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現

し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育て、言

葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う（p.19）」、「感じ
たことや考えたことを自分なりに表現することを通して、

豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにする

（p.20）」という内容を指している（文部科学省，2017）。
しかし、遠藤（2017）は非認知能力に対して、「『非認知』
なるものへの注視は早くから現在に至るまで一貫して存在

していたとは言えるものの，教育現場への実践的応用とい

う文脈で言えば，それが、学力に密接に関係する『認知』的

能力ほどに，適切かつ十分な扱いを受けてこなかったこと

は否めないところである。（p.15）」と述べており、今まで
の教育現場では非認知能力より認知能力の方が重視されて

きた事を指摘している。

また、西坂・岩立・松井（2017）は日本の幼児教育では、
子どもの心情・意欲・態度が大切にされてきたが、そのよ

うな保育を行う事と非認知能力の育ちとの関連性について

曖昧になっているため、これから明確にする必要があると

課題として述べている。

ベネッセ教育総合研究所（2018）は、国内では社会情動的
スキルまたは非認知能力と認知能力の関連性についての研

究が少ない事を課題の一つとして示唆している。また、「乳

幼児期から児童期にかけての教育の意義や，幼児期の教

育・保育がその後の育ちや学びに与える影響を検討する研

究の蓄積 （堀越，2022）（p.1）」がされていないため、非認知
能力と認知能力の役割は互いにどのように影響し合ってい

るかについて引き続き検討しなければならない。さらに、

乳幼児期において社会情動的スキルを育むことは、児童期

にどのような影響を与えているかについて明確にする事

が、今後の研究に求められていると指摘している（ベネッ

セ教育総合研究所，2018）。
以上のように幼児の非認知能力と社会情動的スキルを育

む重要性が述べられている一方で、非認知能力や社会情動

的スキルに関する研究があまり進んでいるとは言い難く、

幼児教育と非認知能力や社会情動的スキルとの関連につい

ての研究の重要性は高まっていると考えられる。

このような中で、幼児と非認知能力、社会情動的スキル

との関連について概観した研究として、非認知能力に実行

機能を加えて、相互的に関連した研究の概観を行っている

研究や（伊藤・北村，2021）、非認知能力を育む要素や概念
についてまとめた研究も行われている（西田ら，2019）。し
かし、幼児と非認知能力、社会情動的スキルとの関連につ

いて概観し、整理した研究は少なく、また、研究の中で、保

育実践や幼児教育実践と非認知能力、社会情動的スキルと

の関連について実践の視点から検討されている研究や、実

際の効果に関する評価の内容については見られなかった。

幼児期における非認知能力の重要性が指摘されているのに

も関わらず、保育現場、幼児教育で行われている非認知能

力の実践的な研究があまり見られなかったことから、現在、

日本国内で幼児の非認知能力を伸ばすために行われている

実践的な事例も踏まえて幼児と非認知能力、社会情動的ス

キルについての研究を概観することには意義があると考え

る。

よって、本研究では、幼児における非認知能力と概念と

して近似したものと捉えられている社会情動的スキルにお

いて、先行研究を概観し、保育や幼児教育における非認知

能力、社会情動的スキル研究の特に実践的な側面において

の現状と課題について整理することを目的とする。

研究対象と方法

学術論文雑誌検索サイトCiNii Articlesで「幼児　非認知
能力」と「幼児　社会情動的スキル」をキーワードとして、

学術論文を中心に検索した。検索の結果該当件数は「幼児

非認知能力」では72件であり、主に該当した学術雑誌は、
学会誌が6件、紀要、大学紀要が42件、ポスター発表・研究
発表が5件、雑誌が19件であった。主に該当した学術雑誌
は、発達支援学研究、人間文化研究、人間生活学研究、応用

教育心理学研究、家庭教育研究であった。また、「幼児　社

会情動的スキル」では46件であり、主に該当した学術雑誌
は、学会誌が4件、紀要、大学紀要が33件、ポスター発表・
研究発表が2件、雑誌が7件であった。主に該当した学術
雑誌は、応用教育心理学研究、教育医学、美術教育学研究で

あった。検索の結果から、本研究では主に学会誌、大学紀

要を中心に整理を行った。また、これらの学術雑誌に掲載
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されており、論文中で頻繁に引用されている論文、学習指

導要領を始めとする文部科学省から告示された報告書や通

達、学会発表論文集に収録されている発表論文、大学紀要、

雑誌等も含め、本研究に関係する公開されている文献を対

象として抽出した。なお、先行研究において、非認知能力

と社会情動的スキルが近い概念として扱われていることが

多いため、本研究では、非認知能力、社会情動的スキルを併

せて検討を行うこととする。

また、本研究では特に実践研究に着目し、保育所保育指

針、幼稚園教育要領で求められている五領域の視点で整理

を行った。そして、非認知能力の各要素を領域ごとに明確

に取り分ける事ができない研究については実践者の意図や

研究者の知見に基づいて分類を行うこととする。

結果

1．健康

中岡・金高（2021）が質問紙調査を通して非認知能力と
食事に向き合う姿勢との関連について検討を行った結果、

幼児における“嫌いな食べ物を食べる”群は、“嫌いな食べ物

は食べない”群と比べ、「遊びや生活の中で自発的な姿がみ

られる」、「遊びや生活において最後までやりとげようとす

る姿がみられる」、「物事を楽観的に捉える」、「友達と折り合

いをつけることができる」、「思ったことを言葉で友達に伝

えることができる」、「生活力がある」、「友達と一緒に協力す

ることができる」、「友達の気持ちに共感することができる」

という項目の得点が高い事が示された。そして、幼児にお

ける“食べたことがないものも食べる”群と“食べたことが

ないものは食べない”群と比べても、上記の項目の得点が高

いという結果が示された。更に、幼児の保育所における給

食時の様子についても、給食を“いつも全部食べている”群

は、“残すことがある”群と比べ、上記の各項目の得点が高

かった。また、中岡・金高（2021）はこれらの結果から、「嫌
いな食べ物も食べる、食べたことのないものも食べる、給

食を残さないといった、食事に対して前向きな姿勢の幼児

においては非認知能力が高くなること、あるいは非認知能

力の高い幼児では食に対して前向きになること（p.22，24，
26）」を推察している。
また、髙橋・久保田（2021）は実践事例として、子どもが
園庭でニワトリを飼育したり、農作物を育てたり、食材に

触れて調理したりする事により、「生きる力」の学びに繋が

ると示唆している。具体的には、四季の変化を体で感じる

と共に、収穫した農作物を味わうことは、感性・感情・意欲

の発達につながり、「生きる力」に深く繋がると述べている

（髙橋・久保田，2021）。また、子どもの生命や自然の恵み

に対する感謝の気持ちを取り上げており、それらは社会情

動的スキルの育みに繋がると述べている（髙橋・久保田，

2021）。
青木（2016）は、運動スキルは子どもの健康づくり以外

に、社会情動的スキルの様々な要素が含まれていると主張

している。例えば、子どもが「おにごっこ」をしている時に、

全身の筋力を使っていると同時に、「がんばる力ややり遂げ

る力、いろいろな活動を諦めずに取り組む力、仲間と協力

する力、時には仲直りする力等の社会情動スキル（p.11）」
も育む事ができると述べている（青木，2016）。また、杉浦
ら（2021）も、「幼児期において運動遊びをはじめとする日
常生活における様々な活動を通して豊かな経験を積み，何

事にも根気強く取り組むことで忍耐力や粘り強さが育まれ

るとともに認知能力が向上する（p.275）」可能性を示し、そ
のような非認知能力は子どもの今後の学力や知能等の基盤

として、認知能力の発達にも寄与する可能性があると主張

している。

2．人間関係

東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践政策学セ

ンター（2021）による実践事例集の中で、「社会性に関わる
心の力」を取り組み事例の大分類の一つとして取り上げて

いる。また、「社会性に関わる心の力」の中の小分類の一つ

として「協同性」を掲げており、「協同性」を「共通の目標に

向かって他者と協同する力（p.5）」と定義している。具体
的には、年長児同士でグループを作り、ゲームセンター、ロ

ボット、お化け屋敷等、自主的に行動し、様々なものを作っ

て発表する事を通して、そのような協同性が育まれている

事例が取り上げられている。その中で、「グループで一つの

ものを作り上げる楽しさを体験してもらいたい、というね

らいのもと、子どもたちが活動を進める過程で自分たちの

やりたいことを実現できるような工夫が必要である

（p.30）」という留意点について言及されている（東京大学
大学院教育学研究科附属発達保育実践政策学センター，

2021）。そして野澤（2022）はこのような取り組みに対し
て、「多様な考え方をもつ人たちが集まる中で、自分の意見

を伝えたり、意見をすり合わせたりすることや、一つの目

標に向かって協力することは、幼児期以降も、学校や社会

で生きていく上できわめて重要な心の力である（p.13）」と
述べている。

西垣ら（2018）は保育事例を通して子どもの非認知能力
の育っている様子が活動場面でどのように表れるのかにつ

いて検証を行った。結果として、子どもは人的環境を通し

て周りの友達に興味関心を持ち始め、活動等に取り組もう

とする意欲が見られた。そして、物事が思い通りに進まな
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い時に、自分なりの思いと気持ちが生まれ、その思いに従っ

て行動する場面が徐々に増えていくと西田ら（2018）は述
べている。また、上手くいかなかった事を乗り越えられた

時に、その経験は自信につながり、気持ちが安定する事に

より更に大胆な行動に繋がる事が明らかになった（西垣ら，

2018）。
幼児期から必要となる社会情動的スキルに関しては、福

原（2022）は情緒の安定、物事に対する興味関心、粘り強さ、
意思表現力が重要と示唆している。質問紙調査により、こ

れらの力の育成に大きく影響している要素として、両親（保

護者）による関わりが取り上げられており、両親が余裕を

持って子どもの主体性を尊重する事や、幼稚園（または保

育園）による教育の関心度が社会情動的スキルの育成に効

果を果たしている。しかし、これらの調査結果は保護者に

よる主観的な判断によるものであるため、子どもの社会情

動的スキルに関して更に客観的に評価できるような指標が

今後必要となると述べている（福原，2022）。
更に、非認知能力の育ちを支える要因として、西田ら

（2019）は幼児の自己効力感と内発的動機づけを取り上げ
ている。自己効力感も内発的動機づけも幼児期では遊びを

通してあらゆる意欲を獲得する事が可能であるが、その前

に安定的なアタッチメントの形成が重要である事を示唆し

ている。

3．環境

山口ら（2021）は屋外の自然活動に加えて、興味関心に基
づいて試行錯誤しながら活動に取り組む経験は、レジリエ

ンスの育成に繋がる可能性を示唆している。活動に粘り強

く取り組む力を育むには、豊かな経験を得られる就学前施

設を選択する事が一つの方法である。また、自然活動を通

して体力を身につけた運動能力が強い子どもは、社会的自

尊感情が高い傾向が見られ、自分の事をポジティブに捉え

る事ができる。そのため、活動の中で、特に自然体験活動

が、ある程度レジリエンスと自尊感情に影響を与えている

と述べている（山口ら，2021）。
そして、東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践

政策学センター（2021）は、主体性を「自発的、自主的に考
え行動する力（p.5）」と捉えている。そのような子どもの
主体性を育むために、子どもが自らやりたい事を見つけら

れるように物や遊具を多めに用意したり、おままごとや積

木等のそれぞれの遊びのスペースを区切ったりして、一人

ひとりの子どもの興味関心に寄り添うような取り組みが行

われた。そして、この取り組みから見られた効果として、

「一人一人、遊びのコーナーを子どもが主体的に選び、遊び

込んでいる様子が見られる（p.7）」、「友だち同士のいざこざ

も、自分たちの力で解決しようとする姿が多くみられるよ

うになった（p.6）」、「子ども自身がやりたいことを自分で考
えて選ぶことで、 遊びへの意欲も高まっていると感じる
（p.8）」等の内容が記載されていた。また、「個別対応と主体
性のバランスのとり方については、保育者間の話し合いで

意見をすり合わせていくようにしている（p.7）」、「保護者に
見せるための保育が少なくなったため、子どもが園で日々

どんな活動や生活をしているのかを保護者に伝える工夫が

必要だと感じる（p.8）」等の内容を留意点として取り上げ
ている。この事例に対して、野澤（2022）は「子どもたちが
自ら選んで環境や他者と関わり、挑戦していくことを支え

促す取り組みは、そこで意図されている主体性はもとより、

自尊感情・内発的動機づけ・自己効力感や忍耐力など様々

な側面の非認知能力の育ちにつながる（p.12）」と述べてい
る。

また人的環境の中に含まれる保育者による関わりに関し

て、長谷（2012）は質問紙調査の結果から保育者による子ど
もに対する意識的な関わりと援助の重要性を示唆し、保育

者のプラスのストロークは子どもの自己有能感を高める事

に繋がると主張している。それに加えて、上岡（2019）は「関
わりの多くを占める言葉かけが意識されたものであること

が非認知能力の育ちに影響を与える（p.30）」と述べている。
しかし、子どもの非認知能力が、実際の保育でどのように

育つかについては、これまでの研究レベルで取り上げられ

ることは少ないと述べている（上岡，2019）。　
矢野ら（2023）が社会情動的スキルの「他者との関わり

（外向性）」とCRAYON BOOK1）「理解」の対応について、

項目対応分析を行う事により、子どもの社交性を育むため

には、「子どもが自分や他者の文化を理解するための機会を

増やしたり、身近な生活用品や必要な玩具がそろった環境

をつくったりすることが重要（p.59）」であることを示唆し
ている。 

4．言葉

畑山・増田（2019）は絵本を通じた保育に対する保育者
の認識の違いに着目し、二名の保育者に対して半構造化イ

ンタビューを行った。二名の保育者の相違点として、「短期

的な視座では文字や言葉などの認知能力に注目する保育者

と、考えることや新たな発見、挑戦する 気持ちなど非認知
能力に注目する保育者（p.145，146）」に分かれているとこ
ろがあった。そのような違いの中に対して、畑山・増田

（2019）は「保育者の保育経験や保育観の違いとの関連が示
唆される（p.146）」と述べている。また、非認知能力を育む
実践の工夫点として、「話し合いの重視」について言及し、

子どもがそれぞれ考えを発言し、そして友達の意見を聞く
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という話し合いの中で、「自分の意見に自信を持ったり、友

達の考えに共感したり、話し合いに参加したいという意欲

をもったりという非認知能力につながる部分を育てたりす

ることができる（p.146）」と畑山・増田（2019）は主張して
いる。

上記のような、子ども同士が話し合いをしている様子に

ついては、実際の保育場面で見る事ができる。亀山（2022）
が園長先生として子どもたちと関わったエピソードによる

と、保育園内で玉ねぎを収穫した年長児は、その玉ねぎを

使ってカレーライスを作りたいと考え、調味料や具材を揃

えられるようするため、子どもたちの中で討論が展開され

た。材料を揃えるのに必要なお金を園長先生から貰うため

に、「お金をもらうのは諦めようか」、「カレーは他の具材が

必要だから玉ねぎを使った別の調理法を検討しようか」、

またはお手伝いをする事でお金をもらう等、子どもたちは

様々な意見を生み出していた。そのような子どもたちに対

して、亀山（2022）は「こうしたいという目標があるのに、
『できない』『困った』という状況に対して、子どもたちは自

分たちでどうしたらいいのか考え、自ら目標を設定し、そ

れを達成したいという思い（p.77）」から行動していたと述
べている。一方、そのような場面で保育者による関わり方

について、現在は直ちにインターネットから様々な情報が

得られるため、「保育者もそれに負けないような体験を伴っ

た知識を得ておく必要がある（p.77）」と亀山（2022）は述べ
ている。

また、勝浦（2019）は4、5歳の子どもを養育保育している
保護者と保育者を対象にし、「自尊感情が高い子どものイ

メージ」について質問紙調査した。両方の結果の共通点と

して、「自己主張するだけでなく他者を思いやることができ

る幼児の姿が自尊感情が高い子ども（p.3）」として取り上
げられた。他にも、嫌なことを伝えられる子どもや、自分

の良さをアピールできる子どもも自尊感情が高いと示して

いる。また、勝浦（2019）そのような自尊感情は非認知能力
の「自制心」や「やり抜く力」と密接に関係していると述べ

ている。

一方、若山ら（2011）は保育者による乳幼児に対する言葉
かけの重要性が述べられている中、言葉かけにおける重要

性や、言葉かけ研究は今後どの方向に向かって積み重ねら

れていくものなのかについて、議論があまりされていない

ことを指摘している。

5．表現

増野（2022）はマリア・モンテッソーリ教育法を用いて、
糸でんわの造形表現活動・図画工作活動を考案し、未就学

児向けに企業との連携によるワークショップを実行した。

その造形活動の指導方法として、①自分で選ばせる②こど

もを観察する③環境を整える④やり方を示す⑤一人で最後

までやらせてみる⑥見守る事ができるという六つの項目が

取り上げられていた。活動中の子どもの姿については、「問

題なく初対面の幼児同士でも遊びに『入れて』と声をかけ

合う姿や声をかける事を躊躇している幼児を見つけると自

分達から『遊ぼう』と誘う光景が見られた（p.23）」とされ、
この様子が見られた要因として、「普段の幼稚園・保育園で

行われている遊びの活動が大きく影響している（p.23）」と
増野（2022）は主張している。また、活動の際に子どもたち
が楽しみながらイメージをした形を作ることに夢中になっ

ていたが、子どもたちが目の前の作業に集中しているため、

指導者が説明を行っても次の動作や活動に移行できない状

況が見られた。この状況を解決するためには、増野（2022）
は「一度の造形あそびで終わるのでなく，あそびを繰り返

し行い，動作・活動になれさす事で造形あそび全体の活動

に意識が向く環境構成に変える必要がある（p.23）」と示唆
している。この実践から得られた成果として、増野（2022）
は、造形表現活動を通して遊ぶ事により、幼児が積極的に

周りの人と会話を取ることで、コミュニケーション能力と

協調性への効果が見られたと述べている。

また、橋本（2019）は「ごっこ遊び」の実践事例の観点か
ら、「物」や「空間」を創造する造形表現活動を通して、①自

己への気付き、②他者への気付き、③自己のコントロール、

④対人関係、⑤責任ある意思決定という子どもの五つの「基

礎的社会的能力」を向上させる可能性を見出した。課題点

として、橋本（2019）は幼児における社会情動的スキルが評
価しにくいというところを取り上げている。 
矢野ら（2023）は社会情動的スキルとCRAYON BOOK
の大人の教育的関わりの部分である「理解」と「納得」の項

目対応分析を行った結果、大人による「理解」に関する対応

として、子どもの好奇心や創造性を育むために、それぞれ

の子どもが自分の考えを言語化できるような援助が重要で

あると示唆している。一方、大人による「納得」に関する対

応については、子どもが失敗しても大丈夫と思えるような

関係構築が必要であると共に、子どもが自主的に興味関心

のある内容に取り組められるような対応が大事である。更

に、子どもが多様な文化と考え方に繰り返して触れる機会

を設け、自分と異なる物事に対する抵抗感を少なくする関

わりが重要であると述べている（矢野ら，2023）。

考察と結論

五領域の中で、「健康」と「環境」の領域における実践活動

を通した先行研究において、子どもの忍耐力、粘り強さ、レ
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ジリエンスの育成効果が見られた。理由として、食育や運

動が主に取り上げられているため、その活動の中に、子ど

もが根気強く活動に取り組めるような環境が整備されてい

た事が影響している可能性がある。

また、人と関わる中で必要となる協同性または協調性の

育成は、「人間関係」と「表現」の領域における実践研究の中

で見られた。協同性は「共通の目標に向かって他者と協同

する力（p.5）」（東京大学大学院教育学研究科附属発達保育
実践政策学センター，2021）と定義されており、それができ
る前提として、情緒の安定と安定したアタッチメント、友

達に対する興味関心が必要である事が明確になった。「人

間関係」、「表現」における各実践事例の中に、子どもが主体

的に友達に関与している場面や、「子どもが自分の考えを言

語化できるような援助（p.58）」（矢野ら，2023）等の意図的
な援助に触れているため、子ども同士や大人との安定した

信頼関係が協同性または協調性の発達に寄与すると考え

る。

五領域の「言葉」の部分に関して、子ども同士が言葉を使

用して話し合いをし、互いの意見や考えを述べることは子

どもの自信と意欲に繋がるという知見があった。そのよう

な子ども同士による話し合いは、実践事例の中では子ども

たちが、とある問題を解決したい時に見られたため、子ど

もが物事が思い通りに進まないと感じた経験が話し合いの

きっかけとなり、問題を解決した経験が自信と意欲の育み

につながると考える。また、「言葉」の領域においては、言

語に対する理解という認知的な側面と、自分や相手の感情

を理解するという非認知能力の側面が絡み合っている部分

が他の領域より多く見られた。その理由として、「他者との

社会的相互作用が重要である（p.79）（明神，2010）」と主張
しているヴィゴツキーによる発達の最近接領域の概念が、

子どもの言葉の習得と結び付けられているからであると考

える。つまり、ヴィゴツキーの発達の最近接領域の概念か

ら考えると、他者との対話や交流が言語能力の向上に寄与

し、更にこの対話の中で、感情や視点を理解する力も同時

に発達する相互作用があると言える（ヴィゴツキー，柴田

訳2001）。従って、今後は認知能力と非認知能力がどのよ
うに相互作用して子どもの発達に寄与しているかについて

十分理解し、認知能力と非認知能力両方の視点で子どもに

対する援助を考える事が保育者や指導教員に求められると

考える。

幼児の非認知能力の研究を概観した中で、全体的な共通

点として、まず一つ目は年長児に着目して行われた実践研

究が多く、年少児を対象にした研究はあまり見られなかっ

た。その理由として、実践されている活動の一部となる「協

力し合う事」や「話し合う事」は年少児にとってまだ難しい

事が取り上げられる。パーテンによる社会的参加のカテゴ

リーからもみると、年少の子どもの中では一人遊びや並行

遊びが多く、年少児以降に協同遊びが始まり、連合遊びは

年長の方が多い傾向となっている事が分かる（Parten, 
1932）。また、二つ目の共通点として、全体的に子どもの主
体性を意識した実践研究が多く行われていた。具体的に

は、子どもが自らやりたい事選べるようにしたり、自ら目

標を設定したり等、子どもが主体的に活動できる場面を想

定して考案された実践事例が多い傾向となっていた。更

に、そのような実践の中で子どもの主体性や自己効力感な

どが非認知能力の発達に寄与している事が示唆されてい

た。

また、今回整理した実践研究の中で、実践事例、質問紙調

査やインタビュー調査があり、特に実践事例とインタ

ビュー調査が多かった。ところが、幼児の非認知能力につ

いて、実践事例やインタビュー調査を通して研究を行う事

は、必要となる質的データの蓄積に繋がるが、多少デメリッ

トがあると考えられる。まず実践事例研究のデメリット

は、実践事例は個別の実践者や子どもに焦点を当てる事に

なるため、得られた結果と成果が他の実践者や子どもたち

にどれくらい適用できるかについて確認する事が難しく、

一般性が欠けている可能性がある。また、個別的な事例は、

保育者によるどの援助が子どものどの非認知能力の発達に

影響をしているか等について整理する事が難しく、因果関

係が明確になっていないところが多いと考える。一方、イ

ンタビュー調査は、研究対象者（保育者等）の主観的な考え

や記憶に依存している部分があり、客観的なデータが非常

に得られにくいと想定される。

そして、事例の中で、幼児の非認知能力を育てる為の保

育者等による指導行動については、幼児の遊びや行事、発

表等の特定された活動において、「子どもたちが活動を進め

る過程で自分たちのやりたいことを実現できるような工夫

が必要である（p.30）」（東京大学大学院教育学研究科附属
発達保育実践政策学センター，2021）や「それぞれの子ども
が自分の考えを言語化できるような援助が重要である

（p.58）」（矢野ら，2023）等のように記載されていた。だが、
子どもの日常生活において必要となるその他の指導行動の

記載があまり見られなかった。特に、協調性または協同性

が育まれるような、保育者等の指導行動や配慮点に関する

具体的な描写が少なかったため、日々の保育環境や保育者

等による教育的アプローチが子どもの協同性または協調性

にどのような影響を与えているのかについても引き続き検

討が必要であると考える。

結果的に、実践事例を概観した中でいくつかの課題が見

られた。一つ目は、現段階の幼児の非認知能力における研
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究の中で、未だに解決されていない課題として、社会情動

的スキル（非認知能力）を客観的に測定できる指標が必要

とされている事である。二つ目の課題は、非認知能力の育

成に関する理論に立脚した実践があまり見られなかった事

である。2023年12月の時点で、幼児の非認知能力の研究
に該当している学会誌はわずか6件しかなく、幼児の社会
情動的スキルの研究に該当している学会誌は4件であっ
た。そのため、現段階で行われている幼児の非認知能力や

社会情動的スキルに関しての研究は充実しているとは言い

難い。そして、紀要論文の中での実践事例が多くその中で

具体的な理論を引用している内容が少ない事である。三つ

目の課題は、多くの事例の中では、子どもの年齢やその時

の様子についての描写が少なく、その事例の結果にも子ど

もの年齢や発達段階に関連した内容が少ない事である。四

つ目の課題としては、今回の概観した事例の中に、認知能

力と非認知能力が絡み合っている場面が見られたため、こ

れからは認知と非認知を相互作用的に意識した指導がこれ

からの幼児教育に求められる事である。従って、子どもの

非認知能力の研究における信頼性と妥当性を高める為に、

実践事例、質問紙調査、インタビュー調査のほか、実際に再

現性のある追試可能な研究の蓄積がこれから必要となると

考える。また、子どもの各発達段階の特徴を再度見直す事

により、子どもの年齢に合わせると共に、有効性を高めた

非認知能力の育成の実践方法を明らかにする事もこれから

の課題となる。更に、認知能力と非認知能力がどのように

相互作用して子どもの発達に寄与しているかについて十分

理解し、認知能力と非認知能力両方の視点で子どもに対す

る援助を考える事が保育者や指導教員に求められるであろ

う。

最後に、今回の研究における課題としてまず一つ目に取

り上げたいのは、幼児における認知能力と非認知能力の関

連性について全体的にまとめる事ができなかったところで

ある。今回は言葉の領域において、認知的な側面と非認知

能力が絡み合っていると指摘したが、今後は他の領域にお

いても、認知能力と非認知能力がどのように相互作用して

いるのか、それによってどのような発達が見られるのかに

ついて詳しく示す必要があると考える。その上で、認知能

力、非認知能力両方の視点で保育者に求められる援助や指

導行動を追求していきたい。二つ目の課題は、子どもの各

年齢と発達段階が非認知能力の育みにどのような影響を果

たしているかについてあまり触れられなかった事である。

今回は子どもの非認知能力を育む様々な研究を整理してき

たが、子どもの中でも年長児に着目した実践事例が多く、

年少児に関する非認知能力の研究が少ない現状となってい

た。幼稚園教育要領（文部科学省，2017）は幼児教育の基本

として、「一人一人特性に応じ、発達の課題に即した指導を

行う」（p.7）」事を掲げているため、非認知能力の育成にも
特性や年齢、発達に合わせて行う事が必要であると考える。

従って、子どもの各発達段階の特徴を再度見直す事により、

子どもの年齢に合わせると共に、有効性を高めた非認知能

力の育成の実践方法を明らかにする事も今後の課題とな

る。
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An Overview of Non-Cognitive and Socio-Emotional Skills Research in Young Children: 
Focusing on Practical Research in Japan

Aika MASUYAMA 
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Graduate School of Social Welfare （Ikebukuro Campus） 

4-23-1 Minamiikebukuro, Toshima-ku, Tokyo 170-8426, Japan

Abstract :  It has been shown that early childhood is particularly important for the development of non-cognitive and socio-
emotional skills. And early childhood education in Japan has three pillars as the qualities and abilities to be nurtured, and 
based on these three pillars, specific childcare content is further divided into five areas and addressed (Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science and Technology, 2017). Based on the perspectives of the five domains, this study aimed to review 
previous studies in non-cognitive abilities and socio-emotional skills in young children, and to organize the current status 
and issues of practical research in childcare and early childhood education in particular. As a result, we found examples of 
practices that lead to the development of self-confidence and motivation, mainly in the five domains of perseverance, persis-
tence, resilience, cooperation, and cooperativeness. In addition, we identified four issues that need to be addressed at this 
stage: (1) objective measurement of non-cognitive and socio-emotional skills, (2) theory-based practical research on the 
development of non-cognitive skills, (3) linking children’s age and development to their non-cognitive skills, and (4) teach-
ing behavior that is aware of both cognitive and non-cognitive skills. The results of this study confirmed that the following 
four points are required for future research.
Translated with DeepL.com (free version)
(Reprint request should be sent to Akikazu KAWAMURA）

Key words :  young children, non-cognitive skills, social and emotional skills, practical research, leadership behavior
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られたり消去されたりする恐れが強いもの（例：ブログやWikipedia等）は使用しないこと。許諾が必要な場合は、
許諾書のコピーを提出すること。引用する際は著者、発表年、表題、URL、最終検索日を明らかにすること。

 ※ 各省庁等行政機関が一般公開しているコンテンツについては、許諾無しでも利用できるものとできないものが
混在しているため、利用規約等を十分確認し、必要に応じて許諾を得ること。

⑧ 他者が著作権を所有する写真・図・表等をコピーして論文に貼り込む（引用）場合は、原則として著作者の許諾が
必要となるため、必要に応じて「インターネット上で無料公開される論文に使用する許諾」を得ること。また、
引用図表等の下部に出典を詳細に明記すること。また、改編を加える場合は別途その許諾が必要。（「同一性保持権」
及び捏造や改竄防止）

 ※  政府刊行物の一部等のように「本書のデータ、図表を引用・転載する場合は出典を記載すれば可」「加工して
利用する場合は出典及びその旨の記載も明記すれば可」の旨が明記されている場合は許諾書不要。ただし、
根拠情報を必要に応じて提出すること。

（5） 引用文献の表記
① 文献を引用する際は、本文の引用箇所に著者名と発表年を示す。 
  （例）澤口（2010）は～　もしくは　～と報告されている（澤口，2010）。
 和字の著者 2名は「・」でつなぎ、3名以上は第一著者の後に「ら」で略す。欧字の著者 2名は ‘&’ でつなぎ、3名以
上は第一著者の後に ‘et al.’ で略す。

  （例） 2名の著者の場合：澤口・栗原（2010）　（澤口・栗原，2010） 
Sawaguchi & Kuribara（2010） 　（Sawaguchi & Kuribara，2010） 
3名以上の著者の場合：澤口ら（2010）　（澤口ら，2010） 
Sawaguchi et al.（2010）　　 （Sawaguchi et al., 2010）

 本文引用の表記において、同一著者の同一発表年の文献がある場合には、発表年の後ろに a, b, cをつける。
  （例）澤口・栗原（2010a）　澤口・栗原（2010b）
 引用文献に記載されている表記をそのまま引用する場合には「　」で引用箇所を括り、掲載されているページ番号
を記載する。

  （例）栗原（2017）は「・・・（本文引用）・・（p.　）」としている。
② 引用文献（References）欄は、筆頭著者のアルファベット順で並べ、同一筆頭著者では、著者 1名、同 2名、
同 3名以上の順とし、著者 2名では第 2著者のアルファベット順、3名以上は発表年順に並べる。

 雑誌：著者（発表年）：表題．雑誌名* 巻数（太字），頁．
 ＊  雑誌名は、和文誌は「医学中央雑誌収載誌目録」、欧文誌は「Index Medicus」により略記してもよい。
  （例） 澤口彰子・栗原久（2010）：健康に及ぼす環境の影響．東京福祉大学・大学院紀要 1，15-25．  

Sa waguchi, A. & Kuribara, H. (2010): Stress-induced impairment of the mental health. Bull. Tokyo Univ. Sch. 
Social Welfare 1, 27-35.

 単著本：著者（発表年）：書名．発行所，その所在都市名．
  （例） 澤口彰子・栗原久（2010）：健康科学．伊勢崎出版，伊勢崎．  

Sawaguchi, A. & Kuribara, H. (2010): Health Science. Isesaki Pub., Isesaki.
 分担執筆：著者（発表年）：表題．In：編者名（編），書名．発行所，所在都市名，pp.頁．
  （例）澤 口彰子（2010）：血圧の調節．In：栗原久（編），ストレスマネジメント．池袋福祉出版，東京， 

pp.75-90．
Sa waguchi, A. (2010): Control of blood pressure. In: Kuribara, H. (ed.), Stress Management. Ikebukuro 

Welfare Pub., Tokyo, pp.75-90.
 インターネット文献：著者（発表年）：表題 .URL（最終検索日）
  （例）小 野智一（2018）：文献の考察―学術論文の記載について．http://www.tokyo-fukushi.jp/bunken2018.htm

（2018.6.30検索）．
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（6） 写真・図・表とその説明※引用（複製）する場合は上記「（4）引用について」も参照
① 写真・図・表の掲載はＡ４に収まるサイズとする。ただし印刷校正において縮小・拡大される場合がある。
② 写真・図はそのまま印刷できるよう鮮明なものとする。
③ 写真・図・表の番号は掲載順にアラビア数字を使用し、説明に使用する言語は、和文論文では日本語か英語の
どちらかに統一し、英文論文では英語とする。  
（例）写真 1.（Photo. 1.）、　　図 1.（Fig. 1.）、　　表 1.（Table 1.）

④ 写真の使用においてはマスキングする等個人情報の保護に十分配慮する。
⑤ 図をコピーして論文に貼り込み（引用）する場合は③に加え、出典を明らかにする。改編されている場合は、
その旨も明記する（どちらも原則として著作権者の許諾を要す）。

  （例）図 1出典：栗原著、○○出版、p.××図 2
  （例）図 1出典：栗原著、○○出版、p.××の図 2を元に著者が手を加え改変

第5　原稿の受付
（1） 投稿者は、以下の書類およびデータをすべて揃え、「東京福祉大学・大学院学会誌等編集専門部会」へ直接又は書

留郵便で提出する。  
 原稿（表紙、本文）3部（オリジナル１部、コピー 2部）  
 投稿申込書  
 著者チェックリスト  
 本文・構成のチェックリスト  
 デジタルデータ（原稿および写真・図・表等）

 また、必要に応じて以下の書類も合わせて提出する。 
 オーサーシップ確認シート（共著者がいる場合）  
 ネイティブチェック証明書（本文が母語以外で執筆された場合）  
 所属機関等の研究倫理審査結果通知書等、承認が確認できる書類（人を対象とした研究の場合）

（2） 学会誌等編集専門部会は、原稿・投稿要領の確認後、投稿者に受領書を発行する。  
※ただし、本投稿要領に沿わない原稿等は受付不可とし、返却する。

（3） 原稿の締め切りは毎年 5月末日、10月末日必着とする。  
※ただし、掲載に関しては査読結果による。

第6　原稿の取扱い
（1） 原稿の取扱いは、原則として到着順とする。
（2） 原稿の査読は、学会誌等編集専門部会が 2名以上の学内外の専門家に依頼する。
（3） 査読の依頼を受諾した者は、原稿を受け取ってから 2週間以内に、査読結果を学会誌等編集専門部会に連絡する。
（4） 査読者の意見に従って、投稿者に原稿の修正を依頼することがある。
（5） 掲載の採否は学会誌等編集専門部会で決定し、投稿者に通知する。
（6） 修正依頼後、6ヶ月以内に修正原稿の提出がない場合は、投稿を取り下げたものとする。
（7） 査読結果により再査読が必要となった場合、著者は修正等に関する査読者のコメントに対する回答書（書式自由）

と併せて、修正原稿を提出する。
（8） 掲載決定後、重大な誤り等が判明した場合には、掲載が取り消しになることがある。

第7　校正
投稿者による校正は、原則として二校までとし、指定期間内に返却すること。校正に際して、誤植以外の訂正は許され

ない。

第8　経費の負担
（1） 投稿原稿にカラー写真を含み、カラー印刷を希望する場合は、その経費全額を投稿者が負担する。
（2） 別冊作成の経費は投稿者負担とする。

第9　責任
紀要に発表した論文の内容に関して生じた問題の責任は投稿者が負う。
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第 10　その他
紀要の編集、その他細部は、学会誌等編集専門部会の協議により決定する。編集の関係で、編集部において原稿を

一部変更することがある。

第 11　個人情報の保護
（1） 紀要の刊行に関し、個人情報の秘密やプライバシーの保護については十分に配慮する。
（2） 個人のプライバシー侵害・名誉毀損の可能性が推測されるようなケースでは、姓名、名称のイニシャル記載は

不可とする。
（3） 個人情報の記載が同意、承認された場合においても、第三者によって問題となることも想定されるので、注意を

要する。
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研究不正行為防止について

文部科学省による「研究における不正行為・研究費の不正使用に関するタスクフォース」の取りまとめや科学技術・

学術政策局に設置された「「研究活動の不正行為への対応のガイドライン」の見直し・運用改善等に関する協力者会議」

での審議の結果（平成26年2月3日）を踏まえて平成26年8月26日、「研究活動における不正行為への対応等に関する
ガイドライン」が文部科学大臣により制定された。これに基づき、本紀要では以下の行為を禁止する。

1.　捏造
存在しないデータ、研究結果等を作成すること

2.　改ざん
研究資料、研究機器又は研究過程を変更する操作を行い、データ、研究活動によって得られた結果等を真正でない

ものに加工すること

3.　盗用
他の研究者のアイディア、分析若しくは解析方法、データ、研究成果、論文又は用語を当該研究者の了解又は適切

な表示なく流用すること

4.　特定不正行為
故意又は研究者としてわきまえるべき基本的な注意義務を著しく怠ったことによる投稿論文等発表された研究成

果の中に示されたデータ又は調査結果等の捏造、改ざん又は盗用

5.　二重投稿
他の学術誌等に既発表又は投稿中の論文と本質的に同じ論文を投稿すること

6.　不適切なオーサーシップ
論文著作者を適正に公表しないこと

　＊オーサーシップ（authorship）とは、「原作者」「原著者」の意味。
　　例として、論文が共著者の合意のないまま投稿され、採択されてしまうなど。

7.　不正行為
研究者倫理に背馳し、研究活動及び研究成果の発表において、その本質又は本来の趣旨を歪め、科学コミュニティ

における正常な科学的コミュニケーションを妨げる行為

＊研究者は研究データを論文等を発表のときから5年間保存する義務を負い、必要なときは開示しなければならない。
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東京福祉大学・大学院紀要における倫理指針

研究者がより円滑に研究を行えることができるように、また研究対象者の個人の尊厳と人権が守られるように、

この倫理指針を定める。

この指針は、我が国の個人情報の保護に関する法律や、世界医師会によるヘルシンキ宣言等を踏まえ、研究の実

施に当たり、研究対象者に説明し、同意を得ることなど個人情報の保護を原則とする。また、研究にはきわめて多彩

な形態があることに配慮して、この指針においては、基本的な原則を示すにとどめる。

一方、研究者等が研究計画を立案し、その倫理的な適否についての判断は、本学倫理・不正防止専門部会によって

行われる。

細則

研究計画書に記載すべき事項は、一般的に以下のとおりとするが、研究内容に応じて変更できる。ただし、指針に

おいて記載することとされている事項及び倫理・不正防止専門部会の審査を受けることとされている事項については

必ず記載しなければならない。

・研究対象者の選定方針

・研究の意義、目的、方法、機関、個人情報の保護の方法

・研究機関の名称（共同研究機関を含む。）

・研究者等の氏名

・  インフォームド・コンセントのための手続（インフォームド・コンセントを受けない場合はその理由及び当該
研究の実施について公開すべき事項の通知又は公表の方法）

・インフォームド・コンセントを受けるための説明事項及び同意文書

・研究に参加することにより期待される利益及び起こりうる危険並びに必然的に伴う不快な状態

・危険又は必然的に伴う不快な状況が起こりうる場合の、当該研究に伴う補償等の対応

・当該研究に係る資金源、起こりうる利害の衝突及び研究者等の関連組織との関わり

・  研究対象者からインフォームド・コンセントを受けないで試料等を利用する場合、研究が公衆衛生の向上のた
めに特に必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難である理由。代諾者を選定する場合にはその

考え方

・資料の保存及び使用方法並びに保存期間

・研究終了後の資料の保存、利用又は廃棄の方法（他の研究への利用の可能性と予測される研究内容を含む。）
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投稿申込書

東京福祉大学・大学院紀要　学会誌等編集専門部会　殿

　下記論文を貴誌に投稿いたします。この論文は他誌に未発表であり、また投稿中でもありません。採用

された場合には、この論文の著作権を東京福祉大学に委託すること、また学術リポジトリに要旨及び全文

を収載すること、同大学と契約を交わしたWeb上に英文あるいは和文の要旨を収載することに同意いた
します。なお、本論文の内容に関しては、著者（ら）が一切の責任を負います。

年　　月　　日

署名　　　　　　　　　　　　　　印　

論文表題（必須）：  

サブタイトル（任意）：  

ランニングタイトル（必須）：  

署名： 共著者全員の署名が必要です。欄が足りない場合はコピーして2枚提出してください。

① 　　　　　　　　　　　年　　月　　日 ② 　　　　　　　　　　　年　　月　　日

③ 　　　　　　　　　　　年　　月　　日 ④ 　　　　　　　　　　　年　　月　　日

⑤ 　　　　　　　　　　　年　　月　　日 ⑥ 　　　　　　　　　　　年　　月　　日

論文の種類： ○で囲んでください。

　総説　　原著　　報告　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

連絡先： 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　（所属　　　　　　　　　　　　　）

 〒　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 TEL　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　MAIL　　　　　　　　　　　　　　

料金請求先： （上記と同じ場合は、署名のみで結構です）

 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　（所属　　　　　　　　　　　　　）

 〒　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 TEL　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　MAIL　　　　　　　　　　　　　　

学会誌等編集専門部会記入欄：

　　論文受付日　　　　年　　月　　日

　　論文受理日　　　　年　　月　　日

　　受付番号

切

り

取

り
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東京福祉大学・大学院紀要への論文投稿の著者チェックリスト
＊ 最新版の「投稿要領」を熟読してから、下記の項目にチェックしてください。
投稿要領に沿わない原稿は受付できません。

論文の倫理：ヒトを対象とした研究などは，ヘルシンキ宣言およびこれに準拠した倫理規定に従い実施されて
いることが必須である
　今回の投稿論文は上記に該当する研究か　【　はいYes　・　いいえNo　（いずれかに○をつける）　】
　　　（①の問で「はいYes」を選んだ場合は次の②の問にも回答すること。）
　②所属機関等の倫理審査を受け承認を得られたか【　はいYes　・　いいえNo　（いずれかに○をつける）　】
　　　※ 研究倫理審査結果通知書等、承認が確認できる書類を併せて提出のこと。

タイトルページ
【　　　】 論文タイトルが書かれている
【　　　】 著者名とその所属・所在地がすべて書かれている
【　　　】 著者の所属が異なる場合、右肩に数字（*1）などを付記して区別されている
【　　　】 20字（英文では40レター）以内のランニングタイトル（欄外表題）が書かれている

抄録ページ
【　　　】 400字（英文では300語）以内の抄録が、改行なしで書かれている
【　　　】 抄録の内容は、研究対象と方法、結果、結論が簡潔に示されている
【　　　】 3～6個以内のキーワードが書かれている
【　　　】 和文・英文論文とも、和文・英文両方のタイトル、抄録、キーワードが書かれている

本文
【　　　】 紀要投稿要領に従って書かれている。注記がある場合は「引用文献」の前に記載されている
【　　　】 語句を省略する場合は、すでに一般化されているものを除いて、最初に完全形を記し、括弧内に

省略形を示している
【　　　】 機器、薬物、動物などを使用した場合、商品名、供給会社名、所在都市名が書かれている
【　　　】 図表の挿入箇所に図表が挿入されている。（諸指定がある場合は赤字で記載されている）
【　　　】 未発表のデータを引用する場合は、本文中に明記している（記載例：伊勢崎ほか，未発表データ、

Isesaki et al., unpublished data）

引用文献
【　　　】 本文中での文献引用は、投稿要領に従って必要最小限であり、適切に示されている
【　　　】 投稿中の論文は引用されていない
【　　　】 引用文献欄の記載が、投稿要領に従っている
【　　　】 図表を複製（引用）する場合、著作権者の許諾を得ており、必要に応じて許諾書の写しを添付し

ている。

図・写真・表と解説（写真・図・表はそれがないと説明できない等必要最小限で、原則として5点以内）
【　　　】 図等はJPEG形式またはWord等で作成され、文字、数値、記号などが縮小しても明瞭である
【　　　】 必要な場合を除いて、3次元パターングラフは使用されていない
【　　　】 図の番号とタイトル、解説が付記されている
【　　　】 表には上に番号とタイトル、下に脚注が記述されている
【　　　】 カラー図・写真の掲載を希望する際は、その旨が原稿の該当箇所に朱書きで記述されている

（希望する場合は、カラー印刷にかかる実費を負担することに同意する）
【　　　】 写真・図・表は本文とは別のファイルで作成し、添付している

※裏面「本文・構成のチェックリスト」につづく
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本文・構成のチェックリスト

＊「著者チェックリスト」につづいて下記の項目にチェックしてください。

　　●「緒言」では研究の目的を明確に述べる

　　●「対象および方法」は簡潔かつ適切に記載する

　　●「考察」は「結果」に基づいて記載する

　　●「結果」は「緒言」の目的に対応し、研究結果の詳細を提供する

　　●  「引用文献」は読者が確認できるよう適切に記載する（引用した全ての文献を記載。引用していない
文献は記載しない。）

総説・解説の場合　（「実験技術」、「研修報告」等を含む）
【　　　】 緒言 (Introduction)
【　　　】 結論（Conclusions）
【　　　】 引用文献（References）
【　　　】 利益相反はない

原著の場合　（「短報」「症例報告」「資料」「調査」等を含む）
【　　　】 緒言 (Introduction)
【　　　】 対象および方法（Materials　and　Methods）
【　　　】 結果（Results）
【　　　】 考察（Discussion）
【　　　】 結論（Conclusions）
【　　　】 引用文献（References）
【　　　】 利益相反はない

報告の場合
【　　　】 緒言（Introduction）
【　　　】 事例（Case）
【　　　】 結果（Results）
【　　　】 考察（Discussion）
【　　　】 結論（Conclusions）
【　　　】 引用文献（References）
【　　　】 利益相反はない

確認日時　　　　　　年　 　月　 　日

著者サイン　　　　　　　　　　　　　
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『東京福祉大学・大学院紀要』オーサーシップ確認シート

この確認は、投稿された論文の共著者のオーサーシップについて、学会誌等編集専門部会が書面で確認

するためのものです。

執筆者（共著者含む）は［※オーサーシップの在り方について］をご確認いただき、ご提出ください。
※日本学術会議「科学研究における健全性の向上について」（2015.3.26公開）。

共著者の方へ　［オーサーシップの在り方について］当てはまる項目に✓をつけてください。

【　　　】 研究の規格・構想、もしくは調査・実験の遂行に本質的な貢献、または実験・観測データの
取得・解析、または論理的解釈やモデル構築など、当該研究に対して実質的に寄与した。

【　　　】 原稿の草稿を執筆したり、重要な箇所に関する意見を表明し、原稿の完成に寄与した。

【　　　】 原稿を承認し、内容について説明できる。

上記3点のオーサーシップを満たしていることを確認し、下記にご署名ください。

【共著者署名】

氏名（自署）：　　　　　　　　　　　　　　　　　（ローマ字） 

所属・職位： 

原稿に寄与した箇所： 

記入年月日：　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

※上記3点のオーサーシップを満たさない関係者は「謝辞」への記載が適切とされています。

第一著者（筆頭著者）の方へ　「共著者のとりまとめについて」下記をご確認の上、ご署名ください。

【　　　】 ［オーサーシップの在り方について］を確認した。

【　　　】 提出された全ての共著者にオーサーシップがあることを確認した。

【第一著者署名】

氏名（自署）：　　　　　　　　　　　　　　　　
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共著者がいる場合のみ、ご提出ください。 
共著者が複数の場合は、一人につき一通ご提出ください。
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東京福祉大学・大学院紀要
ネイティブチェック証明書

年　　　　月　　　　日

東京福祉大学・大学院紀要編集　学会誌等編集専門部会長　殿

第一著者名： 

表 題： 

上記原稿（タイトル・本文）の和文または英文の表記について、下記ネイティブスピーカーによる確認

を行ったことを証明します。

確認者：

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所　属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

署名（自署）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊本文が母語以外の場合は、投稿時に証明書を提出してください。

＊証明書の様式は問いません。上記様式は一例です。
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編集後記

東京福祉大学・大学院紀要第14巻を上梓いたします。
新型コロナウイルスは第5類感染症に移行しましたが、感染リスクが常に身の回りにある中、学修生活においてまだ軽

視してはいけない状態です。コロナ禍によって学校の授業や勤務形態多様化による働き方改革、企業運営体制までに影響

が拡大しており、これから様々な場面で変革が行われるのではないかと予測しています。感染症以外に自然災害や戦争な

ども絶えず起っており、危機感を持ちながら柔軟的な思考と問題解決能力がより一層求められるようになってきていま

す。こうした中で、学会誌等編集専門部会では多くの先生方のご研究成果の発表とご寄稿をいただきまして誠にありがと

うございます。

本紀要にご投稿いただきました先生方、ご多忙にもかかわらず査読をお引き受けいただきました先生方、編集に際して

ご支援ご協力をいただきました皆様に感謝を申し上げます。次号もどうぞよろしくお願いいたします。

（2024年3月　学会誌等編集専門部会　部会員　孫 維維）

東京福祉大学・大学院 学会誌等編集専門部会

部 会 長 内藤伊都子（編集責任者） 
副部会長 岡野　雅子
部 　 員 新井　雅人
 家近　早苗
 河村　明和
 澤田　晋一
 澁井とし子
 先崎　　章
 孫　　維維
 長谷川有香
 坂　　望美
 八重樫幸雄
 山口　敬雄

 樺澤　夢乃（印刷・事務担当）
 古澤　和泉（投稿受付・事務担当）

東京福祉大学・大学院紀要 編　集／東京福祉大学・大学院 学会誌等編集専門部会
　第14巻 第1-2合併号 発行所／ 東京福祉大学  

東京福祉大学短期大学部

 編集部／ 〒372-0831 群馬県伊勢崎市山王町2020-1 

東京福祉大学 学会誌等編集専門部会（本館2階）

　2024年3月20日 印刷  E-mail: kiyo@ad.tokyo-fukushi.ac.jp

　2024年3月25日 発行

印刷所／高山プレスシステムセンター株式会社
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